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マイコン出11倒l で、洗う、乾カ寸、暖める ・之、すべてをコントロール。

しかもビデi洗浄付です。新しいウォシュレγ トは、マイコンによる i'I yljJ 

ｩｒ 度 制御方 式 。 洗浄、乾燥、 ｬ 暖房Ｈｾ伎の温度は、すべてこのマイコン

がコントロールしてくれますbだから室弘、;1<温の変化にi滋鮮されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。お 付革、 ご老人、身体の不( I  自な )5

でも、ラクな姿勢で使えJ 寺や便秘にも効果的です。また、生国中、妊

娠中、出産後など、ふだんより 一層消潔に気を配らなければならない

女性のために、ビデ洗浄も設けました。カラーも 3色揃っています。

特に注目していただきたい、 2つのポイント。1. パネル l 枚にすべての

スイ y チを集めた新設計。ボタノは続く 押すだけのフェザータ yチで丸

2.洗浄ノズルは使用 l昨に伸び、洗い終ると縮んで便座の1 Mに隠れ

る伸縮式。間使H与など汚物j が付着しません。しかもノズルは43皮( ビデ

もっと快適に、増改・取 替 は53度)の角度っき。忠由はおしり

T O T OI!:一肘仲山キ紗制レ川イ哨

司屯l，_ J 、J I同から哨得た TOTOの怖結論で汁す。ウ川オシ九ユ

ウ 、 レ ト |レ 1卜GU  (TCI' 451 ) ( 洗浄乾燥ピデ

オンユ ツ | 暖房便住〕水道直結タイプ￥149，000

写真U ウ巧ンユレ y トG 日( T C F451) 日日付工 事官別途)

東陶機舘附太阪受註 干530 大阪市北区曽恨崎2 T 日3番7号 侮新第一生命ピル東館

合 ( 06) 364 1181 

、

〉

おしりだって、j先ってほししユ。



、
4  

『

日 本 建 築 協 会 会 告一一一一一

日本建築協会の事務所は大阪駅前第 3 ピルに移りました。

本会の新事務所は、移転より 2 ヵ月余り。ゆったりとくつろいでいただけるラウンジスペース

も設け、徐々に繁ってきました。

侮回に来られたときはぜひ一皮「大阪駅前第 3 ピル21階」へお立寄り下さい。

電話番号 06 - 348- 0635( 代表)

寄附金の受領

このたび名誉正会只白石登喜男氏より、事業資金の一部として金壱封のご寄附を頂戴いたし

ました。ここに誌して厚〈御礼申し上げます。

社団法人 日本建築協会

‘ 大阪Y MC A会館、ニチメン本社ビル新築工事の見学

大 阪 の 「 北 」 と 呼 ば れ る 大 阪 釈 前 周 辺 で は 、 近 年 ま す ま す 近 代 的

な 充 実 し た 設 備 と 簡 素 な 中 に も 重 厚 な 建 物 が つ ぎ つ ぎ 新 築 さ れ て お

ります。 今 回 は 、 そ の う ち 、 新 技 術 を と り 入 れ た 「 ニ チ メ ン 本 社 ピ

j レ」と複合ピル「大阪 Y MC A会館」の 2 ヵ 所 を 同 日 に 見 学 い た し ま す 。

中 之 島 再 開 発 事 業 に 即 応 し た 景 観 造 り に も 協 力 さ れ 、 外 廻 り は 公

開 空 地 に 提 供 し 、 地 域 へ の 一 体 化 を 図 っ て い る ニ チ メ ン 本 社 ビ ル と 、

学 符 と 体 験 、 交 流 と 出 合 い 、 人 と 人 と の 心 の ふ れ あ い か ら 始 ま る 盟

か な 人 間 形 成 へ の 実 現 を め ざ し た 大 阪 Y M C A が 創 立 100 年 を 迎 え

て 建 築 さ れ た 多 目 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ 一 大 阪 Y M C A会 館 は 期

せ ず し て 3 月 初 旬 に オ ー プ ン さ れ ま す 。

こ の 異 な っ た 二 つ の 新 築 工 事 の 建 物 を 見 学 し 、 ま た 移 動 の 途 中 で 、

土 佐 堀 川 、 堂 島 周 辺 を 歩 き な が ら 中 之 島 再 闘 発 事 業 の 景 観 造 り な ど

を 一 考 し て い た だ く 良 い 機 会 だ と 思 い ま す 。 多 数 ご 参 加 下 さ い 。

このたびの見学は、大阪 Y M C A並びにニチメン株式会社のご厚意と、大建設計、

竹中工務庖、鹿島雄設・大林組共同企業体に多大のご協力をいただきました。

〔建物のご紹介〕 ・見学順

(1)大 阪 Y M C A会 館

・計画敷地は、大阪市西区の土佐場川・土佐楓通りにはさまれるプロ y クに位置

し、地下鉄肥後橋の西、徒歩 5 分の距離にある。

・配置; 十回としては、ジム ホール・学校・会設室の機能を各ゾーンごとに高層

に積み、主たる居室を道路に接する南・. ! l t . 北万向に配置した。動線計画は幹線

道路の土佐掘通1則に全館の玄関、裏側の道路 lRIJ にJI1の若手りっきとサービス入口、

.!lt f則にレストランの入口を設けた。なお将来の使用変更を J号え、 18mスパンの大

空間の間仕切はフレキシプJ レに考えた。

- 機能的には、各用途ごとに管理区分、空調コ ントロールゾーンを設定した。安

全 ・快適性に注意をはらい、階段・廊下は十分な幅只をとり 、避雛ノ勺レコニーも

各所に設置し、音の問題 ・空調にも細かい配慮をした。

- 空間! の表現は、 Y M C Aの性格上、素朴 ・素直. rJ ' i i 紫な表現て・まとめ、内外部

とも締造体をできる限りあらわした表現とした。) L ! 丞般と尖浴の個性的な外観は、

日 時 2 月25 日( 土) 集合l 3 : 0か→解散 17: 00

集 合 場 所 「大阪 Y M C A会 館 」 正 面 玄 関 前 付 近 ・ 路 上 ・目 標 会 旗

ただし、大阪、地下鉄 ・四 y僑線 rse後備」駅( 西+ 奪回駅より来J j I して次の駅) 下111→土

佐現場i画。を西へ向かつて徒歩 5 分的右側

行 程 13 : 0か→ 14・50 大 阪 Y M C A会 館 見 学 と 説 明

:  徒歩にてニチメンへ

15: 0か→ 17: 00 ニ チ メ ン本社 ビ ル 見 学 と 説 明

( 終了後、現地解散)

定 員 50名

参 加 会 費 会 員 500円 、 会 貝 外 700円

( 当 日 受 付 で い た だ き ま す )

申 込 屯 話 に て 2 月20 日( 月) までに氏名 ・勤 務 先 名 ・参 加 証 発 送

先 ・連 絡 電 話 苦 手 号 を 下 記 建 築 協 会 事 業 課 宛 に お 申 込 み 願

います。 ( T E  L  0 6 - 3 4 8 - 0 6 3 3 )  

・ぉE宅び すでに会誌 1 月号に予告しておりますが、 2 月号の発行が遅延しまし

たので、通常総会のご案内と同時に全会貝に会告案内を発送いたしま

した。あしからずご了本下さい。

(2)ニ チ メ ン 側 大 阪 本 社 ビ ル

当ピルは、北区中之島、地下鉄 ・御堂筋線「淀屋僑J 下卒、北西約300m、ニtf;左右属

川北沿いのオフィス街 ( 1日ニチメンピル跡地、ニチメン創立90周年記念事業の一

環としてＩに建設される，ｾ務所専用ピルです。

外装は、中之島再開発事業( 景観委以会) への協力という意味もあり、アメリカ ・

ミネソタ産の花街岩打込 P C板、アルミサッシュ電解着色、さらに l 階廻りは、

ブロンズサ ッシュ を使用するなど、全両立に活ちついた重厚、格調高い外観を有し

ています。

内部は「ユッタリ」とした空間の確保という趣旨で天井高、柱スパンを通常にく

らべ大きくとっています。( 天井高2. 55m 住スパン 21m、13. 5m、7. 2m)  

また、設備関係も使用材料、工法などに工夫をし、新校術などもとりいれ、将来

のメンテ、保全などに対する配r& ，を十分に々えた高級な内容になっています。

d  それ自体が Y M C Aの精神をアンピールする媒体となるようにJ f えた。

なお、 l 階外機廻りは、敷地を遊歩道、公関空I也に提供し、地域への協力、一体

化などを考慮しております。

(ス

{ 大阪 Y M C A会 館)

所在地大阪市西区上佐場 1 丁目 5 6  

建 築 主 大 阪 Y M C A

設計監理妹式会社竹中工務院

施 工 全 上

構造規模地下 3 階S 造

地上10階S R C造、 S 造

俗昆 2 階 S 造

高さ、深さ 最高高さ G L +49. 65 m 

; rr，き G L +40.  75m 

深 さ GL - 14. 70m

敷地面積 1. 593. 55m'  

建築面積 1. 309. 15m'  

延床面積 13，347.99m'  

工 期 57年 4 月→59年 2 月末日

( ニチメン大阪本社ピル)

所 在 地 大阪市北区中之島2丁目 15-2、13- 乙.13-丙

建築主ニチメン味式会社

段計監理株式会社大建設計

5  エ 鹿島建設・大林組共同企業体

情造規模地下 3 階S R C造、地上15階5 造

庵屋 2 階 S 造

高さ、深さ 段高高さ GL + 64. 75m 

軒 高 GL+59. 60m

深 さ G L - 17. 60m

敷地面積 3.034 .45m'  

建築面積 1. 879.40m'  

延床面積 34. 744. 97 m'

工 期 56年11月→59年 2 月末日

也築と社会/ 1984年 2 月号 1  



ｾ＠ r建築と社会」誌パックナンバーのおしらせ川川叫川

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 348ー0635) お 申 し 込 み 下 さ い 。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 特 価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す 。 な お 、 郵 送 料 は 実 費 い た だ き ま す 。 年 間 購 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す 。

判断印はうE号

よ¥そ l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 1J  12 

.  
工 事 別 建 築 工 事 別 建 築

昭和39年

建 築 と 照 明 プ レ ハ プ 外 部 空 間 ホ テ ル 建 築 鋼 管 構 造 施 工

第 1 J 回

宅 地 開 発

オリンピッ

交 通 施 設 材 料 集 成 材 料 集 成

( 45集) 青 年 建 築 家 ク競技施設

( 上) ( 中)

昭和40年

工 事 別 建 築

第 12 回

.  
中 小 企 業

尾 崎 久 助 委 員 会 材 料 集 成 内 部 空 間 人 間 工 学 社 会 開 発 古車工の手続 建 物 管 理 建 物 と 騒 音 医 療 施 設

( 46集)

( 下)

青 年 建 築 家 回 I也

.  .  
昭和41年

都 市 住 居 地 下 街

空 気 調 和

建 具 金 物 建 築 法 規

国 立 京 都 第 13 回 1970年 万 国

造 園

最 近 の

市 街 地 改 造

公 害 と

( 47集) 設 備 国 際 会 館 青 年 建 築 家 博 会 場 計 画 地 下 工 法 都 市 ・ 建 築

.  
日 本 建 築

昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協 会50周 年 社 会 と 建 築

都 市 と

住 宅 と 設 備 生 産 施 設

モントリオ

主 主 設 資 金 最 近 の 外 装

第 14 回

建築と生命|

( 48集)

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青 年 建 築 家

.  .  .  .  
昭和43年

都 市 生 活

都 市 の

50周 年 記 念 幼 児 施 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群 と し て の 都 市 の ア 第 15 回 新 都 市 計 画

( 49集) い こ い の 場

事 業 記 録 号

施 設 処 理 抱 設 住 居 クセサリー 青 年 技 術 者 法 の 諸 問 題

.  鉄筋コンク
計 画 と 住 民

建 築 史 の 方
建 築 行 政 転 換

.  
‘・

.  .  
昭和44年

建 築 産 業 の

ト徳造

一中音Eから

老 人
向一現代に

に 期 待 しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民 家 の 系 譜 第 16 回

九州悦‘ らの

( 50集)
耐 震 設 計 の

と す ま い
よみ古蓄える られる公害

報 告

構 造 と 方 向
再 検 討

の 報 告
過 去 一

す る も の 住 宅 生 産
問 題

と保存計画 青 年 技 術 者

.  
昭和45年 現 代 社 会

建 築 と 安 全

日本万国博 設 計 の グッドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

デ ィ ベ 第 17 回 山 陽 山 陰

( 51集) と は 何 か と技術開発 ン ス テ ム 化 イ ン 運 動 問 題 お け る 契 約 課 題 と 責 任 ロ ッ ノマーー 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

住 宅 60年
都 市 エ ネ ル

.  .  

昭和46年
代の総括と

ギと無公害 建 築 基 準 法

都市生活と

企 画 と 設 計 解 体 工 学 都 市 と 港 湾

転 換 期 の ニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

( 52集)
70 年 代

み ど り ュータウン と 書 室 災 建 築 生 産 青 年 技 術 者 レジャ空間

の 展 望
化 ビ ル のプロセス

冬季オリン

.  .  
都 市 住

昭和47年

ピ ッ ク と

600号 インテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回 北 陸 の

( 53集)

札 幌

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

( 佳中学) ア プ ロ ー チ

青 年 技 術 者 新 建 築

泉タ北ウニンのューコ

.  .  
昭和48年

建 築 教 育

大阪大林ピ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住 宅 一 建 築

新 用 途 地 域 機 造 と 総 工 仕 上 と 材 料

第 20 回 ヨーロ ッ/ ぞ

( 54集)
ミュニアイ

ル デ ィ ン グ 施 設 ノレテ' イング コミュニティ 家 の す ま い 青 年 技 術 者

グ3

施 設
相l と 環 境 まちづくり

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高 層 プ レ ハ
.  .  

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保 養 所 作 品 の 住 宅 地

北 然 ニ ュ ー

流 通 機 構 の

ビ ル の 省

プ 住 宅 の み ど り

屋 被 防 水 工
第 21 回 ビル防災に

( 55集) 環 境 保 全 タウン計画 エ ネ ル ギ 化
事 の 失 敗 例

青 年 技 術 者 関する 12章

どうなるか 笠 備 の 方 策 変 容 構 造 設 計
とその対策

.  
p  c 板 を

.  
建築とプレ 生 活 排 水

.  .  
昭和50年

図 書 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 都 市 の 策 観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集 合 住 宅 の

( 56集) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料 青 年 技 術 者

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方
タ ー ミ ナ ル

設 備

証 言 '76 一 集 ( 主 体 の 結 露 防 止

.  

昭和51年

建築デザイ

建 築 基 礎 構

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市 街 地 盤 備

工場建築と 鉄 骨 健 造 の

ハ ー ド と 対 策 と

第 23 固
設 備 か ら み

( 57集) 造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジョイント 青 年 技 術 者
た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
問 題 点

.  
兵 庫 県 ー そ

- 日本建築協 コンクリー 埋立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建 築 に お け

昭和52年
デ ザ イ ン の

の 風 土 と 建

会ω周年記念号 トの品質管
日影規制と

身 障 者 施 設 照 明 設 備

る梅造問題一

公 団 と から計画的 る 省 エ ネ ル

第 24 回

( 58集)
動 向 一 部 分 - ニュータ 理 と 行 政 指

法
大阪南港と芦

青 年 技 術 者

と 全 体
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.  
ホ テ ル 建 築
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( 60集)
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80年 代 の 都
.  .  - 揮27回青年枝術

設 計 の た め
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最 近 の
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兵 庫 県 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金 ビ ル

設計監理

施 工

安井建築設計事務所

竹 中 工 務 庖 ( 建築 ・給 排 水 ・電 気 )

三 菱 重 工 業 ( 空調)

三 菱 電 機 ( 昇降機)

外 観 デ ィテール

所 在 地 神 戸 市 中 央 区港島 中町4丁 目 4- 4

敷 地 面積 2，800 . 79 m'  

建 築面 積 1，266 . 20 m'  

延 床 面積 6，921 . 3 2 m'  

構 造 規 模 S R C、 6 F 、 8 1

工 期 昭 和 57年 11月~ 昭 和 58年 10月

最 寄 駅 ポー トライ ナー 中公園駅

本 作品は、名医療機 lJ.!，jが作成する診療報酬ifi

; )( :p::  ( レセプ ト) の チエ ンクを行う厚生約外

立1; 仔|休 の ・j:; 務所ビルである 。

近年、 医療 保 険 制 度の拡充にともな って 、問機

関の: 府代および点検の 業務 iifが膨大にな って

きたので 、 兵 Ｂ Ｑ ｭ の ・ ｪ ｾ 務所 を海 上者 ＱＱＱ 行 いポー

トアイラ ン ドw に:loM/ ! i することにな った。

建 設I也は、神戸大慌のたもとの神戸市指定の

勺li 街 地 サービス 用 地砂の入 口に あ た る 南北

に長い fi J 形のリIJkJ 也である 。エ平1<正I而計 F町としては、

ｬ申川 ￞ｩ ， Ｑ品， ＱＱμｾＵ 印 Ｐ メ 一トルのＫ百 港Ｈ住 ｅ討れ但湾Ｚｾ［道 ｅ路 ｴ告＿同カか 、らのアプロ一チ、

4干約b守? エネルキギf 一なども J巧々ち号-J慮意に入れた西↑官似仰側11印川1り11)リの 三戸角j  

j形彩σの〉コア、 * IIl J きワン ・スパン架怖のf ' l lj IJ阜

の正:j い大 'j-qfi 宅の三 点を竹チとした。 外 観は

メタ リックな 隊総タイルHli りとし、温存日vj 11二

を計るとともに、シャープななかに も多少岐

かみのあるイメージを表現した 。

( 安井越築設計 事務 所)

主な協力蝶者 (Nfi 不 I，i) )
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.:t j: 以と概要をどしどしお送り下さい 。

J Ui' I) :  a  所街地 b  敷 地 Ifli fJ 'l  c .  ill 築 Ifli u' l

1730  G R A V I ビJ レ

設 計 出5工 寛 建 築 事 務 所

施 工 ・清水 建 設

a  . 京都市下京区烏) L 七条下ノレ

b.  213. 19 m'  

c  174. 24m'  

d.  1，275 .80m'  

。
R C、6 F 、 8 2

[  昭和58年 3 J') -II自利 58i p12J )

g. 国鉄京高11駅

1733 中 国 短 期 大 学

設 計 : 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 : 銭 高 組 広 島 支 底

a  岡山市庭瀬83番地

b.  22 ，580. 27m'  

c .  2，533.34 m'  

d .  5，678.83m'  

e  音楽棟 5 、2F 本部棟 : RC、4F 合# 倣 RC、2F

f .  ｮｾｈ Ｑｬ ＵＷ 年 Ｘ 月ｾ昭和 ＵＸ 年 ｉｉｽｊ

g  国鉄山陽本線庭j頼駅

1736 美 津 濃 側 広 島 営 業 所

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 大 成 建 設

a  広 ＱＺｾｾ 市西区商工センター Ｒ 14 5  

b .  3，322. 66m'  

C .  2，282. 55111'  

d  .  4 ，487 . Ol m'  

e  S 、2 F 、 P 1  

f .  II i' i .f1l 58年 4 月-11昨日58年 10J J

g  広ｾｇＺＧｻＭ弘ｽＺ，Ｉ斜 ｕｦｩ｛ 通センター ｬ￬￭￮

6  l l ! i ' i と社会/ 198<1年 2 JI ¥j 

173 1  中 京 女 子 大 学 コ ミュニケーションセンター

設 計 松 下 建 築 事 務 所

施 工 新 井 組 名 古 屋 支 社

a  愛知県大 ｬ 仔 ､ ￯ 般ｾｬｻ肝 ｲｲ ， 向 ｉ ｬｊ ＵＵ

b .  85，724.  OOm'  

c  563. 40m'  

d  1，078. 00m'  

e  R C、3 F

f . 1昭布157SpI2) ) -IIl i 和 58i l三7 )J 

g  国鉄東海道線大 J(.f 駅

1734 大 阪 外 国 語 大 学 記 念 館

設 計 東 畑 建 築事 務 所

施 工 : 戸 田 3 段

a .  Jt lfli ，[ i 大' ( : 架 1['.[ I¥J1'i- 2734

b .  140 ，400. 00111'  

C .  214.70111'  

d  .  412. 04111'  

e.  R C 、 2 F

f  .  ｉｉｾｈｮＵＸｩｬ 三 Ｇ Ｑ ) J - I I 川 1158年 l on

g .  )也 F 鉄御悦筋線1 " I! .o[ ' ; と駅

1737 五 色 県 民 健 康 村

設 計 : 竹 中 設 計 事 務 所

施 工 : 原 因 建設

a .  J壬'illV，¥i It名 ml Jl 色町J r . 11ぷ大1: l 707

b  品旬50，000m'

C  1，850111'  

d  2，815111'  

e  R C 、2 F

f  昭和56年 3) J -IIIH Il 58年 3 Jl

g . 淡路交通パスr . l 1ぷ{33下 'Il

1732 夢 二 郷 土 美 術 館

設 計 ・浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設 広 島 支 底

a  岡山 di 浜 2 丁目

b .  1，207 . 04m'  

c  538.  67m'  

d  668. 88m'  

e .  R C I程式、 1  F 、 8 1  

f  昭和58年 I 月~昭和58年 8 月

g .  [li)j J < 山陽本線岡山駅

1735 大阪府中小企業信用保証協会堺支所

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 薮 内 工 務 底

a  母¥l，[i fi : .'i ｾ伽汀 Ｑ Ｍ ＳＸ

b .  975. 20111'  

c  .  428. 19111'  

d.  815. 96111'  

R C 、2 F 、 P 1

IIli 千fl57
i l三7 ) J - I I 日制58年 2 )-J

g .  ｉｾ￯ｩｦｾ 本線堺駅

1738 廿 日 市 ニ ュ ー タ ウ ン 阿 品 台 タ ウ ン ハ ウ ス

設 計 ・広 島 県 住 宅 供 給 公 社

施 工 三 井 ホ ー ム 広 島 支 庖

a  広山県佐伯郡廿日市町地御所n; 1可品 t; 362 36 

b.  177. 94m'/ 戸平均

c .  2. 562. 83111'/ 40戸

d  l∞60111・/ 戸

e  枠組明工法造、 2 F 、20t点、 40J i  

f .  III {.f 1158年 3 月 - 1昭和58i f二9 )J 

g .  J.ぶ 'Il [ パス 11可品 台 北 {1，・，下 ' 11

.1. 

• 



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投恥i をおf寺ちしております。

1 9 1  

建 築 士 法 の 改 正 (その 2 最終回)

改 正 i去 現 守寺 j去

‘' 

( 業務 に必要な 表示行為)
( 業務 に必要な表示行為)

? l i 二十条略

第二卜粂一級住築 ＱＺ ＩＨ，はニ級Ｎ｜ｊｬｾ 1: 1;l:、"止，:1 を1i った

場合においては、その生， ［ｉＧ｛Ｇ ｪＨＧ ｌ Ｇ ｾ に Ｍｦｊｈ ｬＡｊ 島 Ｑ Ｚ ＩＨ，は二糾
2  怨築士は、工事監理を終了したときは、出ちに、鐙設省令で定めるところにより、その結来を文訟で主MIli主

.¥Jl築 i たる J、ぷをして rIL.?'r 1: えぴ立つ印をしなけi L I : f 主

に報告しなければならない 。 らない ぷ，ｩｉＢｦ［Ｈ ｌ ｉ ｾ の一郎を変 ｾＱ した場 ｻｾ｢ [u'J憾とする

ふ

3  建築士は、大規模の，建築物その他の，法築物の主1 ' ; 築設やiii (処築基準法第二 条第= サに規定するものをし寸 。以
2  ｩｬｬｾ 陸上は、工 Ｇｊ ， ｉ ｻ， ［ｾｦｬｮ を終 ｦ したときは ＮＱＨＧ ちに、そ

下同じ。Ｉに係る設計又は工 ｟ｊ ｊ Ｇ［Ｎｾ 法適Ａを行う場令において、建築設備 ｩ にｼ刻する知識及び抜能につき建設大臣が定
のまN取を文 I'}で. ¥J l 築主に判1

/1
' しなければならない

める ft 絡を有する者の意見を聴いたときは、第一: r n の規定による設計図訟又はがp買の規定に去るY - ! l骨、 IｾＺにおい

いて、その旨を明らかにしなければならない 。

( 知識及び技能の維持向上)
( 名称の使用 禁示)

第一十一条 建築士は、設計及び工｟ｊ ｊ Ｇ［ＮｾＺ 也週Ａに必致ーな知識 ｪ 止び技能の維持向 上 ｬ こ努め主ければなら主 ｵ 、 。
第 |  条主I ! 築 1: でない拘は、 ill 築 l 又はこれに紛句

わしいr，f;かを JIJ いてはならない。

2  往設大臣及び都道府県知事は、設計 ｊ 止ぴ 二 ｛Ｇｉｾｉ ，ｾｩ［ＺＺ里 ｉｕ こ必要な知議及び技能の制 Ｑ Ｇ Ｑ 守 ｉ ￍｯ ｊ 1二を図るため、必要に応じ、
2  級.¥Jltl!i 1: は、 級.¥Jltl!i ｉ ｾ 又はこれに紛らわしい名

議予? の尖砲、資料のtJtf!t その他のfiIi 丘を講ずるものとする 。 材、をJ l l い てはならない.

( 登録)
( 登録)

第二十三条 一級 怨築士、 二級 建築上又は木造主ＡＡ築士 ｬ 手、他人の求めに応 じ 報酬を得て、設計、工Ｇｪ｜ｾ￩Ｎ ｩＩｭ 、住築
第二 卜三条 他人的ポに応じ報酬を ｩＡＱ て、設， ＺＱ 、工 Ｇ ｊ Ｇ［ｾＺｾ

工 Ｇ ｉ ｾ 契約に関する ＧｉｗＩＩ 、必ｾ工 Ｇｉｾ の指導政督、建築物に閲する ｩ￬ ＱｴＮ ｊＱ ｩＮ若しくは鐙定又は往築にｼ刻する法令若しく
ｊＧ ｉＡＮ 、主ｉＡ築」 Ｚ。 Ｑ Ｇ［ 契約に ｉｾｉ する ＧＱ＾ 拐、也ｴｬＡｩ ｊ ー・ Ｑ ＾ の指噂 Ｑ ，ｾ［ｩＮ Ｑ 守、

Ｎ｜ｊｬ築物に ｬ 則する， ｊｾＱＱｈ［ しくは鑑定又はＮ｜ｊｬ築に ｬ 叫する法

は条例に ｊ ，ｾづく手続の代型 ｉｉ ( 木造，i J ! 築 J : にあっては 、木造の，悠築物に| 弘lする業務に限る 。 以下「設計等 」とい 令ｾＧｩしくは粂 ｗｉｊ にｊ， ｈ 千統的代思Ｈ以下「設， ｬｪ 等」と

う。) を行うことを業としようとするときは、それぞれ一級建築l : 'lq : i j = 所、一級建築 上 ーIW'，6 所又は木造処築上
いう 。) を行うことを業としようとする一級住築卜又

事務所を定めて、その他築 |て' 1' ; 務所に ついて 、このi : .Hl t の定めるところにより、笠鉢を' 受けなければならない 。

は一級. ¥J l 築 ー1: は、 一級挫築 1: 白1>務所又は 一級生1lll!i 1:' 1>  

務所を: . : i 2め て、そ の他l l ! i l 事務所について、この法tf!

一級，建築士、二級主 ＡＡｭ ｬＺ又は木造住築 ＱＺ を ｬ 史問して、他人の求めに応じ報酬を得て、 ＿Ｆｉｾｉ Ｇ 等を行うことをＺＮｴと
のJi i めるところにより、 { f Uを' 受けなければならな L 、。

しようとする者についても、 1;';1様とする 。 一級住築士又は二級生I ! 築士を使用して、他人の求に応

2  i拘mのrf. H は、 J i . 年J /i J 有企')J とする。
じ報酬を得て、設計ｾＺを行うことを業としようとする

( 登録の実施)

者についても、同級とする 。

tr; ニ ト三 条 の 三 r.l 1; 立l仔県知事は、 litj 条約- rnのrJ . l . 定による ff 鉢 の FI1;li'j があ った場令におい ては 、次粂の rJ.l.A:に

2  li' jJJ( の波紋は 、三年HII 有効とする 。

( 登録の実施)

よ 1))絞録を打T?-耳する場合を除くほか、. i l l i Hi; なく、 litj 条第一rf ( 各号に仰げる '1L11l 及びR: H 年J l 円、波紋番号その 第二卜三粂の三 都道府県知・10;(立、 Ijij 条抗ー可lのJJI. ' -Eに

f也処設省令で定める '1司i を一 級建 築 l二・Iq :ij=所5.l H 錦、 一級ill 築 l 事務所〈主主占領i 又は木 ili 往 築 l 事務 所 登 録 的
よるな銭円 fl"l

u
，'1があった助作においては、; j . ; 条町t見定

( 以下 「EE録簿」と L 、う。) に fE鈷し主ければならな L 、。

によリ Ｑｾｈ を如何する場合を除〈外、ｪＡ足［ｷなく、 ｬｩＧＩ 条

ｾ［ー汀 ｵ 干号に ｊ 品げる ι Ｑ Ｇ［ｭ ， ｉｉ［Ｎ ぴに ｦｦｩｨｦｉＧｽＩ Iゴ及び ' .UJlfi

( 登録の拒否)
号を 一級位築 ＱＺＧＱＧ［ 務所 ｻｾｩ 主将 ｅ ｘｉ 立 二級住吉ｉｩ I:'J4務所TF

tr; 二 卜三 条 の Ilq 略 H O- Ｈ以下 ＡＱｗ 簿 ｪ とし、つ。ＩにＨＺＺｪＮ，ｾしなければ主

2  r.l lj il:f{.gt，l 知事は、' u". HrIJ 約、 IｾＺがぶ［ の 各 ｊ ， ｊ ー のーに Ｎ該当する場合は、その笠 ｈ を ｭ 干与することができる 。 らない。

一 ~ 二 時

( 登録の拒否)

三 ｉｲ ｪｊＧ￭ ｩ 第 二号に該当するす ［を除 き 、第 二 十六条約一ｬＩＧｩ又は第 二 引の脱ｾにより処築 ｬ て ＧＱＧ［ 務所について合鉢を ｉ 以
第二卜三条の問 略

2  ｦｦｉ｜泊 ｉＨＮｦｾ ，Ａ知

リ ｩ￬ｾｩ さＡＮｌ、その ｩ 似 ｪＧ￭ しの日から起りして ｬｩ 一年を総 ｩ 品しない ｻＢ￮ ( 法人である場合におい ては 、l似 jlj しの日に おい する場合は、その {ti J を打 1i I i することができる 。

て役目であったすi でその取 il'j しの日から起 :n してli. 年 を 経過しむいしめを含む )
一 - Jj 略

( 建築士事務所の管理)
( 建築士事務所の管理)

第二 卜pq条 時

第二卜問粂 一級住築 ＱＺＧＱ＾務所は、 ｾＧｦ げ の一級生 Ｑｬ築卜が

竹J 11!. し、一級. ¥J l 築 l 事務所は、 '，'iff: の 級，ill 築 1: がれ

2  ｬｩｴ ｪｊ ｲｩ の ｲ ｊＮｬＮ ￭ 主により処築 Ｑ Ｚιｉｱ Ｚｩｪ］所を ＩｾＺＺｾｈ する建築 ＱＺ は、その怨 ｭ 1: ' lq:ij=所の ;!/!; f: i j = に係る技術的事項を総指し、

J' IT しなけ J. lばならない

その宇i と往築 l 事務所の開設者が拠なる場合においては、住m l:-' Iq:ij=所の1)，1設す; に対し、技術的観点からその

業務が円滑かつ迎正に行われるよう必裂な立} 止を述べるものとする。

( 帳簿の備付 け等及び図警の保存)
( 図書の保存)

第二 卜開条の 二 位築士。1'; 務 所の IJ f. j，没者は、処設省令で定めるところによリ、その業務に l見lする ' ID1 ' ( で総設行令

第一 I'V4条の ー 建 築 1: ' 1' ;務所のfJ fj ，世打 は、生s ，没' Ii令 で

〉とめる業務にｼ弘 ｬ する ｬ 耳 ｉ ｉ ｽ をＨｾｾ -ri しむければむらない 。

で定めるものを Je. 1在した帳簿をf耐え付け、これを保存しなけ! . L ばな らない。

.. 

Ｈｾ督処分Ｉ ( 登録の取消又は建築士事務所の閉鎖)

第一 卜 六 粂 略

第一 |六 条 略

2  r. 1¥近府県知 1'; は、占 的作サのーに E該当する 'i>'. k かあ

2  ｲＮｊ｜［立再 ｈ ， ｬｴｬｬＧ ｉ Ｇ ［ Ｑ 立、次の名号のーに該当する Ｇｉｾ 笑がある場合においては、当該処築士ＧＱＧ［務所のｼ持， ｪ Ｈ￟ｴ者に対して
るI4; イヤにおいては 、一年以内の JUII I¥Jを定的 て，!.[ 'llt主主s 築

ｪ 成ｾＮを与え、一年以内の ｊｕｬｬｩｩｊ を定めて当該処築上・ Ｑ Ｇ［ 務所の閉鎖を命 じ 、又は当該往築 Ｍ ｉＺＺ ＧｪｱＩＩ 所 の Ｑｚￎ 誌を ｬ 収 ｉＩｩｬＧｪ 1: ' 1' ;務所の|抑制 を命 L . ｘｉ ［ｴ当 ｡ 後Ｔ￟築 ＱＺＧｊｑ ｩＵド ｾｲ のな鉱

すことができる。

をJ[ l( リii'j すニとカずできる

一 ~卜 時

一 ~ 卜 時

( 名称、の使用禁示)

第二 卜Ilq条の ー 処 築 J でない者は、処築 1: 又はこれに紛らわしい t，.M、を) f l > 、てはならなし、。

2  級位U ' i + は、一級J建築上又はこれに紛らわしいt，粉、を mいてはならない。
( 罰則)

第三 I-Ji 粂 んの a
J
，; . ーのーに d ・" ，する布は、こ H を一年

3  木iZi 処 築-[ は、 一級ill 築 1: 若しくは こ 級位 築 1: 又はこれに紛らわしい名私、を円い、てはならない 。

以下町懲役又は li. IiI' J 以 F の: tH全に処する

( 罰則)
一 一級住築 ｉＺｘ は二級Ｎ｜ｊｬｾ卜の免 ａ を受けないで 、そ

第三 卜J i.今条 次のれサのーに z該当する名4 は、これを一年以下の懲役又は三卜万円以下の aij 金に処する 。 のた ｾｊ， を行う Ｑ Ｍ Ｑ 的で一級住築 ＱＺ X_は 二級.ill 築 lーの.1'， #1、

一 一級，住築 1: 、二級位築 1: :又は木造建築 j ーの免J午を受け主いで、それぞれの$ f1，を行う [1 的で一級，i ] } ; 築 1: 、二
をJrJ c、た-1'.-.

二 Ｑ 匝 Ｈｬｬｘ はイ、 ｊｉ の・ ｼ に ｫｬ こ ｊｉｾ ｉ，Ｎ 、て一級.ill 築卜又は 二級住

級住吉長 1: 又は木iti 挫築上の才;，f!J、を!TJ> 、た-I' i 。

ll!i l の免" 午を' : 1 けた打.

一 段 ｦ ｬＮｾ 又は不正の・ ｉＧ［ｾｉ こ ｊｴ つ Ｔ いて一級，述築上、二級 ｩｬｬｭ ＱＺＩＨ は本 ｊ￭ι 辿築 ｩ コの免 ， ｩｾ ーを受けたす［ 。
三 第三粂又は第= 条のこの胤; じに j主J - ，z して、住築物的

三 第 三 条から第 三 条 の三までの規定に ｪ 主反し て、 処築物 の設 ， ｪｊＭ又はよ ・ ｬｱｾｾ Ｎｦｬ ｬｬ をしたお 。 設， ＺｉＭ ｘ｟は Ｑ て ｉｱｾＺｾ Ｎｦｬ ｬ｜ をした布

II L j - 七阿品
l叫 ~ 六 時

( 大阪/(.f 往築指得札飢引長 井 上 正 義 )

也援と社会/ 1984年 2 )/1;. 7  



山内ゴム工業株式会社

本 社

大 阪 営 業 所/ 枚 )J 市m促凹 j!i: 2 丁目 7 {存地 T E  L0720- 56- 1131 

東 京 営 業 所/ 東京都中央区八重洲 1 丁目 4 番21号共同ビ/ レ T E L 0 3- 273- 1871  

名古屋営業所/ 名古屋市中村区名駅 4 丁目 2 番28号第二崎玉ビ J レ9 F  T EL 052- 561- 5401 

建築物外壁の防水化粧材

アクリル系弾性塗材「サータイト」

.J{o.107  〈新建材紹介

Aι  

園地防水の施工例 ( 0一宅仰，Ii 公開 5711' 5  - 6  JJ 施行 1

¥1i .C 版 補 修 ジョイント 防 水 三2000)

用されると共に、公営住宅 ・公団住宅においては、

P Cパネルの目地音11の補修材として二次日:)j 水的な

使用例もあります ( :写:J');参 J!H)o

地工は通常オープン地工とな っておりますが、必

要に応じて責任地工も行われます。

建材委員/長橋英彦 ( 8柑草総合試験所材料試験室主査)

災状なし

:i! 1000 

5500 

1. 39 

8. 8 

500 

70 

19 

11 

。

3  

ｾ｜ｗ なし

弾性塗材の物性試験結果
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表面乾燥

JJl' 

ｊｦｾ＠
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表 - 1

I頁

比

J孟

キ1;

回

ひ

なので無公害、かつ安全面からも取扱

いが容易で現場作業に紋適と巧えられ

ます。

3  サータイト # 2000の標準施工仕様

サータイト非 2000はパターンの特徴に

より、材料 A もしくは B を使い分ける

ことで、より鮮明な脱線を形成するこ

とができます。

まず、 A 材を{ 皮用することにより、カ

ルテラ工法 ( クレーター状仕上) 、' ) "  

ジ工法 ( スチ ッ7 ' ル状仕上) 、スペ γ ク工法 ( 複色

仕 上) の肢僚が、また B ，ｦｾを使用するとア ｹ プラ

ンド工法 Ｈ 凹凸状仕上 Ｉ 、テレス工法 Ｈ キャストｾＩ｜

仕 上) 、フラ ッ ト工法 ( 平而仕上 ) 、リシン工法 ( リ

シン状仕上) などの鋭機が待られます。

図 - 1 に各工法の撚i . ¥在地工仕様を示します。

4  材料物性

サータイト 非2000およびサータイト# 1000の物性

試験の結果: を表ー 1 に示す。

なお、サータイト非 1000はl!.tf(fiの II) j *機能を第一

義とし、同時に化粧性をも ａｾ ｩＧｊ 備えており、アク

リルコ‘ ム系塗肢の表 l自にさらにト y プコートを泊

した )!ii'l 全1"久イ寸材てe ある 。

5  . 施工 シス テム ( 補修工事を含む)

本材料が既存，建築物の補修としてしばしば用いら

れることから、 fili 修工' ] 1を A与えた地工システムを

図ー 2 に示す。図 '1'1 ) - 4 ) は補修工 .p;. の場令に行

われる工41で、表 II I i 劣化の現象や劣化. f 'a.J立を f町民

し十分な下地調政が必要とされます。 また新築工

事に際しては 4) 又は 5) 以降のユこれ: となリます。

6  おわりに

現住サータイト #2000はマンシ ョン、名抑ビル、

個人住宅なと♂の壁面の全ＱｉＧｩ￭ Ｑ り ｉｪ ＷｫｾＧｾとして幅広くよ ｚ

1  はじめに

日本家屋の外壁防水は、従来、、雨仕舞n という形

で処理されていたが、建物の規模 . .t-JYi法が変化す

るに伴い、 ff 匠も複雑化し、外壁に雨がl吹付ける

条件も千差万別となり、従来の材料 . t弘法てーは外

壁の防水機能を十分に来たすことが困難となって

きた 。 そこでこの多機化する椛法に対応すべ〈開

発されたのが仰性系食材です。

ここに似介する「サータイト#2000J  はアクリル

樹脆系で、l i . i 而の| リI j * と化粧を目的とするセミク

ロスタイプの ';!jl 性主主材です。

工法的には J 1  S  A6 910  i 彼府政機l次付材 」の E タ

イプに準じますが、主材肉体がJ「; 色されており上

塗材 ( トンプコート) を省略するギができます。

また材料の使用品が少ないので凹凸が少なく主主料

的となりますが、塗料と占ｾなるＮＧ吋はが ＺＩＸＰＰ μ の膜厚

があり、かっ Ｇ［Ａｩｩ 性に ｉｾ ｉ ｾｉ むため下地の ｦ 色 裂に十分追

1f t : し判ることです。

2  サータイト # 2000の特徴

O 'i!i i性素材であるが、意匠性に{ 長h ローラー工法

のみならずノ マターン l吹きも可能である 。

0 材料はシーラーと主材の 2 .fHi i となり、取り扱

いが簡単で配令ミスなどの 'J';. 放がない 。

0 作業工桜が 1 - Ｒ 工総合理化され、工 ｊｾｉ も短縮

で、き主主ii ' i (j ()で、ある 。

0 没収物性を重視して比鮫的柔らかなアクリルポ

リ Ｗ ーを使用しているので、ゴムリ ｬｩｩＧｬ ＧｉＺに ｴｾｾ みコ

ンクリート、 A L C などの f色裂に追従て、きる 。

0 100% アクリルポリマーを似mしているので 、耐

市民性や Iffi ，j' lK性にも 1山 11:ニ性能を有している 。

0 可塑剤をほとんど似府していないので、経時的

な!i)li J交変化が非常に少ない 。

なとが挙げられます。 また主材は水性一波タイプ

施工システム ( 補修工事を含む)

TT士ZY
｛浄ｼ材 ↓ ｼ官ｼ ↓ ｾ

カ

J  

5  )  

6  )  

各工法の標準施工仕機図ー 1

標 準工程

# 2000 

サ

J  

伊l

8  

ー一一一一一= 2000A ( テクスチャ一層 )

一 ーーエ一一一- =2000A(防水層 )

f  〆 J  ' - 一 一 シ ー ラ - $

｜￟ ｾと ｈ 会 ｬ 州 ｩＱＱＧ ＮＲ 1I  ¥; 

材料構成
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建 築 と 社 会

二L

ニュース限仙をお送りください.

大 ド ー ム を パ ン タ ド ー ム 構 法 で 建 設

ポ ー ト ア イ ラ ン ド ス ポ ー ツ セ ン タ 一 体 育 館 ( 仮 称 )

一 ・値目白ｾ当ｾＧ｜￱Ｎ 沼三二 ｟ ｾ ＮＭＮｾＭ￞ ームを処 ￆｩ するもので、工 ｊｾｉ の州市、地工村度の

アッフ、 ｩ Ｎｬ ｌｩ 生 Ｇｉｾ の低減がｾｩｌるという。

I; ，J体行自立の場介、{ ( ! ，l l .500 トンの大hl t Hを 2 i担

ｉｈｊ のｊＯＱｉに ＶＱＢＱ にわけて、ｾｊｦフ ッシュアッフ 工法で

約20mj'l' し |二If 、U也T. した

保存会の規約、運動方針づくりに今後、 fl't 僅( J (J に

取り組lんでいくことになった。

保存の対象となる 1，1校令は、木造平屋建て 4 棟、

まん中にある，北; 主を囲むようにコの字形によl f ! . び、

講堂と JRj 1可の械は lリl ifi36年に建てられたもの。 と

くに Ｑｾ ｉｙ ｾ ＺｨｬＺは屯 ｬ 写な入り母屋造りで、 ｨｬ 似の両端に

は装飾J l l の止(i 尾がのせられている 。 しかし、 |日l小

の改築工. ).; で、 点立と束械を残し て撤去されるた

め、今 1"1の保存五I f 量的にな ったもの。

11; ，年秋に 、山 添村を訪れた- * 大の村松山 ififlll 教 奴

も「和風"f: 校往築で規脱が大きく、榊造、; な l在も

>L ・f¥. . これほど保存の状態のよいものは珍しい J

とIU校 令 をi . ':j <  ，l; J i 1I I 1i している 。

発起人会では、できるだけ早〈保存会を発足させ、

問の! f ( ' t l ! 文化財指定へ運動を，( ，) ¥: ') 1- げていくこと

ポートアイラ ンドスポーツ センタ一体育館( 仮称) にしている 。

写真①プ y シュア ップする前の状態

写真①プ‘ ノシュ アップ完了時の状態

竹 l ド工務前では、 f ; t - - トアイランドスポーツセン

タ一体行館J (f.反事j;) のill31工，) ，; を進めているが、

大 ｾｮｬｬ ドームのｾ設に、法政大Ｇ下川 ＱＱ ￭ｾｩ 教授が ａ 考

案したノ《ンタドーム椛法をJ ' ; ; : 問、 j "IUの開発した

新フ y シュアッフ工法によって、このほど世界初

の地工を行った。

ハンタドーム構法は、大 J;i 似を折リたたんだ状態

で地上で組み立て、これを一斉に押し七げて大ド

| 東海だより 圃

愛知県下住宅・住宅着工統計が発表

58年 9 JJ の特徴

l  往築物のぷ T .l A(lflih'r

の建築概要

- 処 築 主 N'J; di 

' ，iJi"イ，: J也神戸，1;'1" 央区沿1:: ，'1'町 6 了 11

.  ｾ，￬ ｈ 也， Ｈｉ ￮ｦｬＧ ｴ 10. 365. 400m 

.  ｩｬｬｾ ， ｦ ｬ ｩｭ＠ 7，739. 477 m 

- 延! 年 l耐l!c 13. 287. 34Rm 

' 1; 皆 数 地 下 l 階、地上 31; 背

. ill 物向さ G  L +38.57 1ll 

• j品 ili S 、R C

没1;1-
1
)五里J! l<I 'r; di(:i 宅局 ' iH丹市II.II{{ 干11，;主，iI

Ｍ 十品ｪ｟ ｾＱｉｔ 持 法政大学教 Ｑｾ 川11 ilM 

• }j 血
ユ二 竹 Ｇｉ Ｇｊ ｾￆ ｪＩ Ｂ Ｇ ｩ

- ユa

JUJ 57i l三12}  J  22 11 - 59i j三7 }  J  3111 

. JiJ i主体T i fiii および多 Il f'(J ホール

保存運動方針づくりスタート

奈 良 県 山 添 村 春 日 小 旧 校 舎

lりJ ｩｦ￬ のＢＨＺ校往ｾの才 ｅ 品といわれている公良県山辺

mi 山添村の村立与日小' 下校 111校合の保存のための

f 'リJifi 利IJ !fll 校令ぷ日小保存会J 発起人会が、この

ほど聞かれ、J i l i ! l i J J MIづくりがスター卜した。

川校合の似( { 発起人会には、 I也J 己の人たち数卜人

がＡｊ ｓ まったほか、村Ｚｊ ｾ身ｬＢ ￭ からも ｦｴｬ 日 ｬ のＩｾ i が寄せ

られた。集会では 、代表 11上品人と斡・) ¥. がi選ぱt L、

，iij 年 j "Jn 比24 .3 %減、 11家、給 '} Li ，宅は 981戸で、

，iij 年同 JJ 比43 .8
0

/ 0減、分泌住宅 l立、 1，310戸で、前

年 同 月 比6.4 %明であった。

全住築物の，n工 JA':lf ，ifl'rは、 8. 48l l1lで、 liiil J  13. 3  : t 也域文化の活性化を求めて

% 減 、 liij 年[ 日J}J l:七8 .9
0

/ 0減て' あった

全1，' ;' fUTJ 住築物は、 449 T'111 て'.Iiij 年 I，;JJJ 比21. 1 0o " ，日文化セミナー ( rl' 日新I l fl 本社主H i i ) が58年 12

減、 M，' ; ' f . l J 日住築物は、 399 y' mで、 I"J 1  O. 2
0

/
0
.W: て }  J  1 日、 1'， ｾ￮ｨｬｲｬｪ 京区の愛知 ｬ 文化，，ｾＮＧ［主で聞かれた

あった あー庁11は、学科院大中教校 JJII 総禿俊氏が「文化的

J i ' I ，' f ! 主用住築物の内沢を liij 年 I"JJJ 比でみると、尚 性化の条ｦＧｬＺ ｊ と題して，，ｾｪＮ ｩｩｩＨ 、つづいて、第二日 ＱＱ で

業 ・サービス業用 17. 6 %明、公統 'F業、公務文教 は f " ，京文化的性化のために J をテーマ lこ}J ll lI i品数

川 ＳＴＮＴ Ｅ 刷、鉱工業 ｊＱＱ ＱＸＮＵ Ｐ ＯＰ 減 、 ｉｾｾＫｴ 水産業、そ 授のほか竹見＿ｾｾーＨ日本日 ｈ 社以上外山雄三 ＨＱＧ，

の他1l l 35 .3%W: て" あった 。 ，'i hl フィルハーモニー交守中来同行決総抗' 1 : 1 ' ) 、1: )反

2  ｾｊｲ 設住宅の ｉｮ 工戸数 冬子( ，ll ，論家) の各氏によるハネル ・デイスカッ

ｾｊｦ＠ .¥1 f1. ，ちのお工戸数は、 3. 929) ' て' . ，ii jJ"Jl:七18.7 % ションが行われた

i城、 liij 年 I"J J) J:七23. 6%減て' あった J也万の1 I . ' f 代、文化の時代といわれてひさしい で

内沢を手IJ Jll I見l係自IJ にみると、持' 永は1 . 638 } ' で、 は、その" ，身はなにかといわれるとらう一つはっ

山添村立春日小学校旧校舎

小 角 亨 作陶 展

大ｼ仮 ､￯ げ合、 ｕ 本銀行大阪支 ｉ［ｉ ］，の設 ｾｉ などでしら

れる日，辿，没111.，Bl .i I'ms長の小角田zf 氏の作陶泌が、大

阪で閃かれることになった。

| 司氏は、日 L 窯という' ヤーを 3 年 liij から ril Ui にむち、

多忙のイ干い 111) をみつけ起l床の陶V rff づくりにうちこ

んでいる

liiJ 肢は、 2 J  127 [ 1  (  n  )  - 3  J  J  3  11 (  1ニ) JFliij l  111年~

午後 711，¥' ( 1! ，; : 終日午後 511りまで、「ギャラリー安

I'. J  ( 大阪市北区 jl t: j 天満 4 ー 15ー 1 TEL 06 364 

4393) でI) f) かt L る 。

l - …支部|

きりしない いままではモ/ 、全の1 I . ' f 代であった

が、これからは心の時代といわれている。 i立liii は

ι 派にできた 。 大きな他物はできたが、それだけ

では文化がli'J 1ーしたことにはならない liJJ 泌は、

どういう巧えで道をつくり、それをどう使いこな

すかである

加必 ｦｾｦ を教校は、Ｂ ， ｙ ［ｩ￭Ｉ ￭ の中で、文化的ＱＧＧＱＺ化の条 ｦＧｬ

に、 rli 1( (7) ，1 ; ' を| 切さ、よそにないものを fill ろうと

し、勺t 械とみリとれ者結集停を ，J j:. えた

また、ノ、ネル ・テ' イスカッションて' は、

:Hでよ、 f上仙人 I-)}A氏 il 検:f，'，f! I' 、大・) ，; に 外

山 氏 競 争 JJ;': f ' J ! 働かせ竹弘氏光凡nある} ! flll'.

IJII 泌氏

と呼びかけ、さらにイベントや施設については、

裂しめるむのを 1)1，(氏 ぜいたくら必吹ー 外山

氏 J'li ｾｾＩ， ｉ［ 慌に ｦｩｩＺ し 竹見氏 f U( i:i! t'¥'i で IJII

彬氏をそれぞれ ，[/j:. えた

佐 役 と 社 会 1981" .211 1;  9  



読者の頁

Y ムのらくがき砂募集

0 1 イトルを適当に必つけ〈ださい. またスケ y チ場所などを含め

て 200 宇佐皮肉コ〆ントをつけて下さい.

0 サイズは 150X2∞ミ' ) 位皮肉白紙に. できるだけ県イ ンキで書い

たも円とします. ( ハガキ大でも差しっかえあリませんJ

0 1晶級分には拠定的情料をさしあげます. 原則としてスケ ッチ町 ff1，

備 は泌却はいたしませんが Ｎ返 ｊ ｾ 希情的場介 ｩｪ そ同行特 Ａ･ 下きい Ｎ

0 氏名. 住所、楓握 、年齢を 明配してω日本l ! 1li 1品金制臨 鮒おお送

り下さい.

フ リ ー ・ ア ー キ テ ク ト の 家 系 一一渡辺豊和氏の講演と著作をめぐってーー

竹内 品洋/ 似品忠雄也築 iJf 究所

昨年の夏から秋にかけて、渡辺 ｾｦｬｬ 氏 ｬ 立中 ｌｉ 継いで る。 この能力は級決という修行の .'l 三ii
1
i によ っては

げ. 'ｾ Ｚを 出 版した 。「 芸能としての雄築 ｊ ( ，¥; "文社 ) 、 じめて獲得されるものであり、この能力によって

「神殿と神話J (原，.1 ｾ Ｚ房Ｉ、 ｲ J dUに似る太陽の石川 のみ彼等は封他社会で一定の役割lを持ち科たのだ

(学支出版社 ) の三1'1]がそれで、去る 10月21日には と氏は紡摘する 。

大| 坂西区の鉄鋼会館て¥この車内ブ) (1甘な出版を記念 「や11殿 と布11話」では 日本を 含めた世界の内代処築の

した必 ｩ 員会も Ｑｾ ｦＮ ｊ かれ た 。 以下は、この必 ｩ 前会と三 背後に i符む占代人の空間意識に迫ろうとする 。挙

li 作に|品lするレポートである 。 がっている建築の大部分が，建築史の本流から外t L

会場には約200人の聴衆がつめかけ、立見も出る 4JA たものであるのは、意識的な選択によるにi @ いな

の峨況だ った。氏 n身もr ! uJ [ で述べているように、 い。講演の中で氏は、呉境を創 11¥するゐに世界 l ド

rtH版記念講演J というかたちでili{ l I ' l に立つことに のぷ1I ，'j' らしい建築に思いを馳せる必要のあること

は当初J ためらいもあったようだ。 しかし、パネラ を強調したが、これらの建築は氏にとってもやは

ーとしても 出席したノ' I < [ i 祐三 、'!KII長忠雄両氏等の り心 Ｚ ￼ かれる呉境なのであろう 。 処築史の教科 目 ｉ ｾ

熱心な倒Jめがあ ってやっと 決心したのだという 。 が';!i t裂してきた '] ;:1 民の自の偏りを、氏はこれらの 戦能と述べたが、氏はこれを州象的な命題として

Ｍ ｾＺａｩ世に Ｚｈ した Ｈｪ ぷについての党コの場ともなれ カウンター バランスによって正そうと目 l論んで 捉えようとしているのではない 。「 日本でフリー ・

ば、それはよいなる抗 " ｾＺ の制介ではすまされなし、 。 いるように思える 。 アーキテクトがri つのだろうか」という形て" 位以{

千忽される批 j 干lこも問歪IJ に{ 耐え、文字に尽くせな 「 大 ＱＧＱＱ にｼ取る太陽の高 ｲｬｊ は大相 ｾｖｉ 延の確立される以 の"1.1で表現していたのは 、自身フリー ・アーキテ

かった |刈谷を聴き予に訴えるのでなくては立 l沫が Ijij 、彼の地に栄えていた先住民政の文化花j ) 日〈惇1 J トである氏の俳l人的な存在に i刻する悩みだから

ない 。 シンポジウムの折など、同町する控築家に をfl! いtlVi 1 . - 、た物語である 。大和三 山と周閉め山々 であろう 。問いの発せられる裂には、近代日本て

た鈴を ji'J け、それが逸訴として伝えられる氏であ の特呉な I也型的関連性、記紀の伝点、或いはアイ 「正統」とされた怨築家の系諮に対する強い不満と

る。 ここでどのような rt l
し1lf. 1きをする のか。 いさ ヌの伝統住肘の研究などを縦徽に 屯ね合わせ、 1余 不信がある 。何放公共佳築でなければ処築ではな

さかうがった比 }j かも知れないが会場を組めた人 々に仰の有機を再現してゆく" - 0 の ili びは、 r1i 代へ いのか。何欣佳築家はエリートでなければならな

iy の興味もそこに犯がれていたのではないだろう といざなう推理小説の起である 。氏はこれを S f いのか 。氏の疑問は西欧ー化と自国 'j !1l兵という明治

か。

HAは近代以米の建築' # に

付する1 t t 'I'11 を交えながら

三 好作の中11互の|弘J Aをlりl

かすという筋立てで. i i l i め

ら ｨｾ Ｍ まず初めは r':''i 

能としての往U 5J である。

本 .'}: の出発点には、処築

家の職能とは何であるの

かという疑問が i泣かi . L て

いる 。その上で、氏は 11

4正の封，注十j 会の，建築を支

えてきた波り大工に焦点

を当て、そこに現代のフ

「去能としての .ill 築J 「神殿と神話J 「大手口に IIKる太陽の布IU

の国是を背負って巣ぶっ

た辰貯金吾以米の「国家

の建築家」に次々と浴び

せられてゆく 。

氏は「国家の ill 築家j を

拒絶し、フリー ・アーキ

テクトを際拐する 。 この

態度表明をした瞬間が「フ

リー ・アーキテクトはず了

っか」という不安の始ま

りであり、その J処り F斤を

求める作業の IJ 日始時点て‘

もあ ったグ)1.ごろう 。

「フ リーアーキテクト j

リー ・ア キテクトに jjjj ずる一つの資質を見ょう と11乎んだが、これはまさしく n 身によって創出さ と氏が誇る H寺、 言集の. i l l みは殆どその前半に集約

とするのである 。ー }j で I1立り大工は芸能者とい れた以ー涜であるといえよう 。 されているかのようである 。フリーは同家的なも

う枠組みの 中に位世づけら れる 。フリー ・アーキ 泊して眺めると、三朽作は呉境fil l U¥をめぐる 三郎 のに対置され、絶対的な意味を帯びてくる 。4hli-

テク卜 、波' ) 大工、去能お と述なるパースペクテ 作と凡えてくる 。「呉境創 tlUは r.: 芸能としての挫 に登場する大工や芸能者に jjjj 底する のは、あらゆ

ィブに統ーを与えるのは「民境自Il tlU という概念 築」でJA念化され、「神殿と神話」において WIJ 読さ る峨flEの分別を超えてフリーの世界に生きた人々

である 。 iJ主リ大工は、地 }i にJiJ かれ てはや11祉や庄 れ、 「大和 lに限る太陽の MJ によ って 実践されてい であるという 'J'; ; Aだろう 。その意味で本，!?のクラ

家の長倣を ｩＲ Ｑ り、 それが終わればｻ 上 Ｇｊｾ をよ ｒ めてど る 。 幅 ｨ となるのは、やはり議 ￬ｾｻ の ｲ，ｩｉｪｊｬｬＱともな っ て イマ ッ クスを桃成する登場人物は、一生を遊行念

こへともなく去 ってゆく波浪の l ( として摘さ出さ いる 「芸能としての，建築J であろう 。 ( 1. に過した 一遍かも知れない 。 ちなみに本-，' ｾＺ ーのカ

れている 。lLE民を中心とする r' i;:; l..:J の対極にあ 実は 10正宇佐前の都市住毛別冊住宅第 71長に本占の パーを! I I l i るわrfi 絵として選ばれたのは、氏が諮るこ

って、彼等は政外された i ( である 。彼等がmかれ 11討刀の三市は収められている 。 この '1'; からも本占 との多い W: !!(¥1ミ; でも平良でもなく、一遍上人絵伝

るのは、常 ｬＨ には 以似のできないものを自 ＱＱ り ｈ ｟ ｾ す の内芥が氏の往築家としてのt ! ¥) ! : 以米の問題芯識 に ｩｎ￭ かれた ｾｬｦｬｬＩ 念仏の的安であ っ た 。

能力、すなわち r%境fjlJtlU の能力を持つ放であ に似差すものであることがわかる 。先に ，建築家の

10 也 徒 と 村 会 I  ｾＩｾＮ ｉ 司 Ｍ 2  111;  
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住 ま い 再 考

豊かな暮らしへの提言
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本書は、 1978年の夏から 1 年間lにわたって朝日新

聞 ( 大阪) の家庭欄 に 連;1批された住まいについて

… わ カ 国 伝 統 … 酎Hの 民 家 間 よ

ことさら 'Iif の出を深くして日光をさえ切っている

の再考録が、当 H寺と同じ 4 人の執筆者によって、 ではないかJ という悪徳不動産屋のテレビ発言を

H寺局に合わせて加筆修正されながらまとめられた どう思うか、という意地 の悪い質問 を著者にして

ものである。 みたくさえなる。

執筆者には、リベラ リストあり ロマ ンテイストあ いわば本; ! ? は、税者のいいたいことを一万的に読

り学者あり実務家あり建築計画家あり関西人あり 者に 押 しつけるのではなく、読者自身がもう一度

関東人あり男性あり女性ありで、バラエティーに 身の回りや家の回りを見直し、それにしたが って

富んでいる。しかし 4 人とも、弱者にとってよい 読者と者2者が対話することを暗黙のうちにすすめ

住まいはすべての人にとってもよい住まいである、 るような魅力にあふれている。

と考える点では一致しているようである 。 ただし、そのような魅力を満喫できるのは多少と

建築の知殺がなくても説めるよ 7 に工夫された文 も建築の知識を持っている読者に| 浪られるのであ

イ本は、きわめて平易で読み易〈、高名な j漫画家に って 、そうではない一般の人びとにと っては 、本

よる愉快なさし絵が随所に散らばっていることも 占の一行一句はドl らの住まいを左布する重大な科

あって、読み始めると時のたつのも忘れてしまう 。 きを持っているかも知れない。説み易いだけにそ

そして、読み終わってふと我にかえると 、家の図 の彬科カは大であろう 。

りや身の回りが、ふだんとは巡 って見えるのであ ところが、本15の教えをそのまま約存みにして家

る。 をたてるとなると、なぜか佳郎 ｾＮｒ のようにな っ て

ダイニングルームはもっと大きくして、広い机を しまうところがちょっと問題かも知れない。本芯

入れたいものだ。せっかくの遠来のお容を近所の に ｊ［￭ｾ 科されてみんなが、佐高 ｉ ｴＷ｟［Ｇｾ のようなところに

喫茶肢で迎え悠つなどということのないよう、手写 {主みたい、といい出すと大変である 。 JI へ移住し

聞の一つぐらい欲しい 。エアコン完備で窓から蛮 たい、というほどの裂r がそこにはある 。

庭ぐらい見られるトイレが二つは欲しい 。定期的 この矛盾は、わが国で住宅問題を巧えるとき必然、

に家を見てくれるホームドクターを早〈捜さない 的についてまわるもので、 J存者むあとがきに、「必t

と大変だ。 スリ y パの数はこれでよいか。 ぞうき と現笑の問を腐心して tt け犬の遠吠えをした J と

んはどこへしまったらよいか。 あまりへたなこと 41・いてある 。

をするとあの 4 人組に何をいわれるかわからない だれがこの矛盾を解決するか。 その難問題を解〈

ぞ。 下っ取り早い刀法は、だれにでも読めるよ うに ，!?

あげくの来てには、住まいの再巧ぐらい 自分にも いてくれてあるわが質表紙「住友I3刈 を 政 治 家 と

一つや二つはできるぞ 、といっ向己弁謎のための 住み手と処築家の三者が読みあさ り学科し令うこ

無謀な巧ーえがDI i をもたげてくるのである 。 あるい とにある !

は if主毛に日当たりなどまったく不必要である、 宮 崎 興 二/ 神戸大学助教授

設でも小さな子供のH寺、「こんな家に住みたいナJ i好きこそもののじようずなれj である。同僚な発

と忠うものではなかろうか。 そしてまた小学生の 忽で、小説や詩などと交差させる 'J'; も可能かもし

頃、 JI i ¥い線問や間取り図を鉛市なめなめj ，' ，れ、た経 れない 。

! 験も持つのではなかろうか。 そんな 11寺、その幼な しかしやはり住宅とかまちといった生活空間を扱

心に' * ぱえた参三をふくらませ育てる絵本があれば、 うには、あるX ! : I 沫て予l じ空間レベルの絵本がより

どんなに良いことだろう 。残念ながらわが日本に 強力であろう 。特に次代をになう子供述にとって

は、それは極めて少ないのである 。 は。

延藤安リU i rこんな家に{ 主みたいナJ ( 日文社 ) は、 内: g : を紛介したいが、私が要約すると案外つまら

主にヨー ロ y パ ・アメリカに・JW'J をとって、そん なくなる恐れもある 。 住宅やまちづくりにかかわ

な幼な心を刺激する住宅や都市をテー 7 とした絵 っている人ならば、ドl 分迷の仕 'J'; と絵本のかかわ

本を、その位置づけをしつつ lull1 に紹介している 。 りは即座に感じる ・J'; が出米るだろう 。 ただ例人的

ヒットだと思う 。 なことを言えば、広も一年近〈ロンドンに居た絞

はじめ、本の題名を見、表紙の楽しい絵を見た時、 験があるが、このノドでロンドン つ 「の ｾｉ ，Ｇｩ 好き の一

中l味はも っと「くだけた Ji 日の娠らない」ものか 端を了解 ILI 来たのだ った(i 13  ロンドンの郵便局

と思ったが、実は今少し「硬い j ものだ った。 こ .l-i ねこ J など ) 0  f i i J はともあれー 抗をおすすめした

れは、私も良〈知っている流者の人となりによる し、。延泌氏 t i n lおま って li: むことは栄しい j とい

ものかもしれないが、本書はこの千の本の初物で うまとまりを設けているが、現( ，から将来の日本

もあり、そこに -?'f 者の意気込みも感じるのだった 。 では、f f I¥di で.H去もが「庭f. j " - ，i也 JI こ( i ' むのは¥¥11し

またこれは 、絵本そのものではなく、絵本を紹介 いのだから、集[ 主の工夫や楽しさをテー? とした

し論じたおー者であるから「硬く」なるのは当然か 絵本が沢山あらわれる・ ｊ ｾ を特に期待したい 。 絵本

もしれない。 を同じ分野から研究している本多目白一氏 ( 京大生

住宅や都市の計画を草!l. 攻している !.;.IJ! 門家には、ク M) も、その点を強調していたと思う 。

ロス ・オーバーな精神を持つ人が多い 。ぷ: 者はも i註後に、本 ，'}: を読み終わ って、ここに紹介されて

ともと絵本が好きで、そのため i<1主まいと町を いるような「こんなｾしい 絵本、 日本にも似山欲

つくる> 1111. 差しと 、〈絵本をみる> lIIt &しを交差さ しいナJ と思うのだった 。

せる J ( P  15) 態度を明持山米たのだと思う 。正に 西 村 一 朗/ 奈良女子大学助教授 ・住居学

こんな家に住みたいナ

絵本にみる 住宅と都市

延藤安弘著

発行 : 仏文i J

体/i I( : A 5 判17 0頁

定価 ・1_ 800P: J  

也 設 と社会 l州 1' 1' 2  11 1;- 11 



東リタイルカーペット

2. ラコドP ート GA- I OO
耐久悩 ・|坊汚性に特に優れたループパイルのタイルカーペット月1)注

色もあわせてベーシ ックカラー24色を揃えました。オフ ィスから

j苫舗迄あらゆるインテリアにマッチする盟富な色構成となってます。

B .  C.  F . ナイロン 100% 8 ，200円/ 耐

特殊ビチューメンパッキング 防炎試験番号

全j享 10. 5mm 待屯防止加工

寸法 50cm X  50cm 人体帯電圧3 K V以下

忽ラコｾ［Ｍト ｇａＭＲＰＰ
ボリューム ｊ 惑のあるカットノ ｦ イルカ叩准かなｾｾみ心 ｴ 也と目にｻ憂しい

イメージのインテリアを演出します。ベーシックな色調と盟かな

風合いが豪華な雰囲気を演出してくれます。

B.  C .  F . ナイロン 100% 13 ，000円/ m' (税込)

特殊ビチューメンパッキング 防炎試験番号 E  0830008  

全! 享 10. 5mm 待屯| 坊止加工

寸法 50cm X50c m 人体待電圧3 K V以下

忽ラコドPート GA- 300
へヤータイプ独特の微妙な風合が特徴のタイルカーペットです。

ゴルフシューズの歩行に対しても パ イルがひ っかからず多方市の

スペースに一味違 った床材 として御利用項けます。

ナイロン 25% 寸法 50cm X  50cm 

ポリブ。ロピレン 75% 8，980円/ 凶

特殊ビチューメンパッキング 防炎試験番号 E  0 830009 

全厚 10mm 市1) 屯 性 人 体 帯 電 圧3 K V以下

よろこびを叡きつめる

広司東

・・リ

オフィス用タイルカーペット( 受注生産品)

グランドアート GA - I OO・O A グランドアート GA - 1 0 0 - S A  

( 塩ビパ ック) (超常1) 電 タイプ) 塩ビパック

O Aタイプはー舟生のタイルカーペッ ト O A タイプの帯屯防止特性

の|哨裁の他にアンダーカーペッ ト配線 をi認めた超t ) J I)' il.!:タイ プ〈グ

システム用床材として婆求される寸法 ランドアート G A- 100- S A >

安定性、防消性、床材の下に直接ケー も受注生産しており、 コンピ

フソレ引I i 設する価格! 姓及びケーブル隠 ユーターノトム 、事務計算セン

ペイ性にすぐれています。 タ一等の用途に適しています。

E  0820209 

高 松 公 (0878) 33- 4410

福 岡 公 (092)41 卜9076

東洋リノリューム

都 合 ( 075) 314- 6222

阪 公 ( 06) 943- 1  641 

戸 公 ( 078)37 卜5445

島 公 ( 082)249- 4616

京

大

神

広

千 葉 f i ( 0472) 42- 5419

東 京 公 (03) 503- 6231 

4黄 浜 公 ( 045)252- 2621

名古屋 公 ( 052) 733- 347 1

幌 公 (011 )27 1-2561 

台 f i (0222)84- 3505

越 f i (0252) 4卜 1596

宮 公 (0486) 43- 2135

札

仙

信

大

12  



設計者のプロフィール il: J  関西の昭和生まれの建築家 I

寺本敏則
日建設計

略 歴

聞き手 ・編 集 幹 事 加 藤 力 ( 京都工芸繊維大学)

プロフィー J レ 渇 影 島 修一 ( S T UD I O A ・T )

'1二 年 JJ Il  11日初 11年 3 JJI 8 fl' t ( 47i.¥(): 大分 rli 庁 合( 大分I ! i ) 和歌:

ｈｾ＠ 身 地 点 京 自11港区 :  山市民会 館( 和歌山市 ) 松 :

ｊｉｾ 終学 ｩｪ ，ｾ I，J 稲 m大マ坦J [ [ ' 下古Ilill 築" { : : ｆ Ｇ ，正 ｾ ｭｬ 品本ト Ｑ ＺＨ 大阪ｉＡ ￯Ｉ

件H自制34i p: 平業 :  近鉄立} ; ，'j ビJ レ( 大阪I ! i) 日Ij

職 場日控出| 出! 日11民 :  ｲ 銅山花念館 Ｈ 愛媛 ｾｴｬｾ )  ｪ ｾｾ＠

・J>f !l ，iJ[ ，il[ (t:)也 〒541 大阪，1; 点l正険制2 38 :  鋼 会館( 大阪，Ii )

; お む な ':1: ft 住築業協会貸 別子剣山，le: Hきな姐築物 y ドニ ー オベ ラハウス

念 館 ( 1976 )  鍛 鋼 会 館 : ｾ Ｈ きな明 ＱＱＱＱ 法 Ｑ［ Ｚｴ ＭＮＮＮ Ｑ ｪＢ ］の 伽益 ヨ- 7 ' A:

(  1977 ) 他。 7 ェア( トロ ン ト)

; 代 l '< 作 品 ひ ろ しまs . 術館 ( 広 i;，¥I! i) 

別 手銅 山 記 念 館 凶ｾ ;;1; 析u ! 犠打怯 l刈曲リ} 銭 鋼 会 館

景観への指向

作 ｊ Ａｦ ｬｾ を野球でたとえれば、本給派 、 ｼ曲 ［ｊｉ ｝ｊ［ ｊＨ 投手とい っ たところか 。 利

子( J _; ; ; 境) の特性を 見抜いたうえで、旦 i J l必のある i卓球をズノ〈リ、

}j('i) 7[; めがけて投げ込む。小気味の良さが身上 であるが、 |司 H与に中11下

と . ，じ

を凡透して 、その皮ごとに球筋を変える 。ケース 、ケースに応じた

柔軟性や機敏さをみせるのが作品の特 色とな っている 。

いまでこそ 、都市の以飢や街なみの夫在J i . がやかましく問われている

が 、 もともと建物 とその周辺環境との|共i係につ いては 、なみなみな

らぬ関 心 をもち、対応もしてきたとの 自 負がある 。 それがｾＡＮｨ 門 の建

築美観論につなが っている 。「他物を建てることはあらたに、その風

対に参加すること 、もっと佳築家は責任をもっ必要がある J 。そして

「自 由、 奔l皮な作者の発泡!だけで建築が造られる H寺代は終 った。環

境 を か ) 、それをいかに促えて創り出し 、さらに新たな環境として

伝えるか 、が問われるときだJ と位置ずける 。 I平而計聞という、

内li 'Jする発怨に悶執してきたことも 、街の I昆j屯を生み山した一つの

原因J と分析 。 I外的要因が建築の型を定める 。J建物の往つ土地の

文化性、 地形 、M生、周辺環続のあらゆる条件を建築のモチーフと

して生かし 、+1. 華させる 。表層をまず頭の 中で笠理して、外1l!1J から

デザインをはじめる 。それまで止IL IIDは頭の I:IJ にしま っておく」と 外

から内へむかう建築設計術を謂ってくれる 。 Iあらかじめ r'I 分の形

必 ず か

や言葉があると 、かえ ってIi l l . 答される」と環境の条件の前には nら

の心 を自由 にさせる 。そうであ っても 「作品には i乏い Ii¥J に身{ 本の 1' 1" に

しみついたものが n然とにじみでてくる j さらに 「単体のみで処築

を巧える人は 、いくら作1111がよくても 50点 しかゃれなし、 。4] ; 物と周

辺の環境が 7 ッチして、新たな ti lJ .i1t 物 を絵の 仁1
1
に織 り込むという行

為がなければとても ＶＰ 点以上はＯｾはとれない 」 と 、 日住設計という

大設計組織の1 ' 1"で、いく つ もの竹川I をこなし 、引李総をかさねてきた技

h ず か

術への確信と余紛をのぞかせ、また自らも 引 きしめる 。

ところで、いい催物をおIJ りあげる仙訣および心粂として 「ものを識

ること 、処築主と の山合いを大切にすること、そして結果を成功さ

L  

せること 」 を挙げる 。 とくに、環境を含めてものを V散る a ことの

豆裂さを強制する 。住築家はも の を識る訓練がたえず必要だという 。

また建築主に対しては、 「やりたいことを押しつけるのではなく 、

こちらの思 っていることを 相手にいわせしむ 。ここに ill 築家のノ ウ

ハウがある 。 まず施主をいい往築家にさせることが大切だと思う 」。

さらに 「結果がうまくいけば、次の作業も同じレベルからt _U発でき、

能率もよい 」 と手 ｉｾ ゎ、とこ ろ もみせる 。
み ず か

(1 らの設計の作業の 1'1
1
では 「建物が環境をおびやかしてはいないか

? 、街なみへの来す役 ;IIIJは ? J をつねに聞い、直しているという 。 ま

たつねにわきまえなければならないこととして 1，建物の資産価11f(の

ノkk，，'c性 、普 jl!J性」があるという 。 Iできてすぐはたいへん美しい 。

が、 2 - 3 年するとあli 彩のなくなる主主物が多し、。 これではいけない

と思う 。作 品 も本当に優れたものは j:&) 1とともに深み、 l味わいが生

まれてくるものだ」。

さて、もともとは江戸 っ 子である 。父税が阿家という f;;i 境の '1' てι i三

まれ、早大を山るとすぐに H処に入社。赴任の土地が大阪だ った。

それ以米すでに人生の半分を大阪ですこし、{ よfの美程J l . に; '，(1献する挫

物を数多く送り山している 。 したカ、 って大阪への愛I ( f も深〈、注文

も多し、。 I キタとミナミ、その ti¥J の 4.8 キロ 。その外II!I J に)( 11反のi . ij

はも っと、市i的な百i l ' i ;l J と例性を I J と くに船場地区に対しては 「オ

ーナーも、建築家も街なみに対する や思い入才L、、 が少ない 。M もな

く 、 思 ｜Ｑ Ｇ ＱＧ ［Ｇ もない ｪ と街なみ の ＱＱ ま ［ｩｴ に ＱＱ 川人的ＱｉＧｉｾＱＡ末を示し、 l i立を行〈

女性が、気ど って、 l仰をは って歩けるような術J にするための胞策

をいくつか提言 している 。いま、大阪ビジネスハーク ( 0 B . P )  

における 「ツイン 21J などに取り組んでいると 聞 く。21世紀に li，J( t

た新しい大阪の都市E; ;はl の村となる景観づくりにいど んでいるので

ある 。「 どんな巨大佐築にな っても、思い入れ、、のあることが大切」。

設計 界の最先端をいくなかで趣sI 床は意外と 、仏像など占いも の を研

ｨｾＩ＠

究し 一 見めることという 。 ｊ ｉ ｾＱ 去に［ｴ ｾ ストモダニズムに刈して 一 言 。「 汚

lとするわけではないが、いまはこれまでのも の をより側熟させなけ

ればならないと きJ と1' 1 処設計の次代を JII うニ ュー リー ター として

の余怖をみせた

也誌と引会 lり 刑 判 1い; 13 



技術と意匠・山田幸一著

序 論 墜 とは fnr か自主の柿/ ，) ( : ｈ 本の左官工 Ｇ ｬ ｾ

左官工事概説 左 官 工 事 の 長 所 左 官 工 'Fの

111口組点

左 官材料について 塗壁材の柿成 181M材

'I'j 材 補 助 材 料 ( tii. 粉1. モ J レタル混利 材)

下 地 似体下地とキ ＱＱ 立下地木主Ａｾ下地と木 ｭ

下地 下 地一般の注芯

施工 施工面での IUj 姐 点 施 工 上 の 一 般 的 注

意 養 生 と 工Jl)/

日本塁 11 本ぼの概要 員E殴土と rl' 主主土 ち

りInl りと口 {大せ ιl' 塗までの純工 ｉ ｾ 主 主 本

併以外の下地を JTIし、たときの H本 壁

古代の 援 法 11正寺の土壁 ｾｾ ｦ 公塚の漆 ｬ 喰

白本壁の成立 城手11の墜茶室の壁姥! 紘; 山，

のｾ ｾまの技術革新 大阪土と猿楽土

職人芸の壁 f1l }j{のill :: 入江長八の漆11食彫刻

明 日の左官工事 セメントモルタ Jレと木型車 F

J也土壁の比較 t.: T' .工 、li の未米像

トl 本建築協会企画

建築技術選書函

A 5 判 ・160頁 ・定価1300円

三井銀行 |日京都支底

〈目録進呈〉 6 学 芸 出 版 社 州 市 下 京 区 木

高層集合住宅の維持管理

'"包縫.... . ( i D "屍た<. . ホ. . ・

図

設計者が明かした建築技術からみた維持管理

マンションの維持管理に関して，今日まで設

計者はどのような役割を果してきたのか . 建

物を良好に保つための修繕のやりやすさをど

う配応、してきたのか 長年マンションの設計

に携 ってきた手存者によ ってはじめて i1)J かされ

た，建築技術? と維持管沼! の重要な関わり .

主要目 次

1.  Ｕ つの ｾＪｊｭ

2 . 高層分譲1 t 合住宅の維持管理の原点

3 . メンテナンスフリーへのあゆみ

4 . 設計仕織の変遂

5 . 災害と補修

6 . 将来の紙作管理! の形態をさぐる

Ｗ Ｎ 高 ｪ 荷分譲集合住宅の ｍｦｾ 持管ＺＡｾＡの ｦｬｬ い手

A 5 ・176貰・定価 1400円

"，m 玄関 トア

長谷川工務庖常務取締役

福嶋孝之著

プレλ"

，ラ ョ戸

ビ ト プ

( 目録進呈) 6 学 芸 出 版 社 』 川 下 京 区 木 津 屋 川J帆 入 n 075叩 811

日本住吉長協会 事務 iu) では上記技術選、l?を100円.，1[11')1 て悦l布しております。
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財団法人 日本建築総合試験所だより

建築技術安全審査委員会について

1  . 発 足 か ら の 歩 み

当委員会は、昭和 50年 1 月 近 畿 建 築 行 政 述 絡 会 議 の 要 諦 に よ り 建

築 主 事 の 諮 問 機 関 と し て 発 足 し 、 同 連 絡 会 議 が 定 め る 「 近 畿 建 築 行

政 連 絡 会 議 構 造 等 審 査 取 扱 要 領 j に ぬ げ られた挫築物などの昔11材、構

法並ひ" に防災などの安 全 性 を 審 査 す る こ と を 目 的 と し て い ま す 。 問

要 領 は 、 昭 和49年 11 月 に 制 定 さ れ ま し た が 、 昭 和56年 6 月の建築基

準 法 施 行 令 改 正 に 伴 な っ て 改 訂 さ れ 、 従 来 の 「 審 査 」 案 件 に 加 え 高

さが4 5 mを越え 60 rn 以 下 のi建 築 物 のfNii 主審公 ( 以下「正1'liHiJ という )

も追加されました 。 当 委 員 会 で は 、 処 設 省 i主指発第96
J

'5ーにより日本

位築センターと同織に近畿以外の地域からの，1'HIHi イ{di i( にも応、じてお

ります。 昭 和58年 12月には日本，建 築 セ ン タ ー と の 終 合 性 を 似 ち 、 ま

た 案 件 処 理 を 円 滑 に し 業 務 の 迅 速 化 を 図 る た め に 、 当 委μ 会に 1; ¥'11

委 只 会 が 設 置 さ れ 、 毎 月 1 固定例 IJfJlili されております。

委員会発足以米現在までのところ、務. i J " : 件数は 45、評価件数は 7

を数えており、 i品l係 特定 行 政 庁 は 大 阪 府 を は じ め と し て 計20に も 達

しています 。 また、委嘱委員も笑1 ' 1二数のWi 大 に 対 処 す べ 〈 多 く の 先

生 j子に参加lいただき 、昭和59年 1 J  I  1 日現イ1: 布 記 の と お り と な って

おります 。

2 運 営

当 委 員 会 は 、 当 試 験 所 が 定 め る 「 処 築 技 術 安 全 得 伐 委H会 ft.J，IA''t¥・

ｼ訂 ｝ＺＺＡＨｮＺ 主 主ｊ，ｬ， ｬ Ｇｅ ｊ に従って運営されております 。 すなわち、積 ｾＱｴ あるい

は 評 価 の 11' 1込みに対して、) - J 1 凪IJfl か れ る 常 任 委 以 会 でq: J 込案内二を

受け付け、: 書誌は案件ごとに小委μ 会で行うこととなっております。

ｲｬ｝ 込 み受 付か ら報告書提 出 までのｊｴｊ ｉｉ ｩ｜ Ｑ をできるだけ知 ＡｾＱＱ Ｑｩｉにするよ

う配服しておりますが、 ;m'i ;¥' の 場 令 ほ ぽ 2 ヵ JI 余となっています。

3  審 査 ・ 評 価 の 申 込 み 方 法

建築主が、当該特定行政庁の建築主事から主主築確認申 i fi予 定 物 件

に対して、当試験所の建築技術安全春子E委 良 会 の 審 査 あ る い は 評 価

を 受 け る よ う に 指 示 さ れ た 場 合 は 、 下 記 の 図 書 な ど を そ ろ え て 当 試

験所に務査あるいは評価をお申込み下さし、 。

〈必裂な図11?など 〉

- 審 査 あ る い は 評 価 申 込 書 e ・e ・・・・ 1 .i.邑

( 用 紙 は 当 試 験 所 に あ り ま す )

・建 築 主 事 の 添 書・ …  …・ 1 ;凶

( 審査あるいは評価iの 対 象 と な る 項 目 を 記A践したも の)

. 審 査 あ る い は 評 価 に 必 要 な 設 計 図 書

ｉＱ Ｑ 込用 ・ Ｐ ・ ・ Ｐ ・ • ( 版印! として ) 6 部 ( 小 委 1- 1 会川)

他にm造 設 計 概 要711 - - 0 0・ II 日11 ( 常 任 委 以 会 川 )

報 告 書 提 出 用 ・ .•.• •. ・ 3 音11

干作貸料その他ご不明の点は、当試験所の企 ｾｉｩｪ 毛旧村、 ，'i111 ;または

Ｇｊ｜Ｎｾ 若毛布立にお問し、令せ下さし、 。

午年

|いH司込汁l ② 髄 評 価 申 込 み ぽ ③ 審 査 誹価什. H : 閣はH剖11 

①指 導

11二

u  

⑥係認申請 ⑤ 報 告 .'}: 交 付 験 @ 報 侍 立 ?

政

山:

⑤' 報特-占( ' 与 ) 送付

ｾ＠

近畿建築行政連絡会議構造等審査取扱要領

昭 56. 6 .  1  改 訂

近 畿他t o ! i 行政連絡会議

次の各号に該当する構造方法について、事前に財団法人日本建築総

合試験所審査壬機関の技術的著作読を受け、構造耐力上支障がないと判定

され、かつ、建築基準法地行令第 8 T置の規定を満足するものに対して

は、控築基準法書' 120条の規定に基づき安全性を線認されたものとして

取扱う 。

(I) 審査を受けることにより怨築基準法罫' 120粂に基づき 俗認される高

層強E築物等。

(1)  高層建築物

鉄骨鉄筋コンクリート造

45m< 叫 口 “ 孟60 m

ま火 "1}  J瓦

3 1 m<鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 話 60 m

の内往築主 ｉ ｊ ｾ が意見を求めるのが適当と判断したもの 。

(2) H  P  C 工法

Ｈただし、建築主 ・ ｊ ｾ がイ王米工法とみなすものは除＼ )  

(3) 現場打ち及びプレキャストコンクリートによる日程式鉄筋コンク

リート造で特殊なもの。

日o fi在認上、判断の恨拠として: 詐盆を必裂とするもの

(1)  高強度コンクリート (28Fc >  270kg/cm') 及び太径鉄筋( D51世

等) 、その他特殊な材料を用いるもの。

(2) YH' lX基礎を併用するも の。

(3) 笠式とラーメン例法の大規悦な併用 。

( . 立面的及び平而的併用)

(4) その他怨築王白 ｊ ｾ が意見 を求めるのが適当と 判断 したもの。

( 例) ( 7) 解析が特殊なもの

(イ) 継手( 鉄筋) の特殊なもの

( 吋俗状物の特殊なもの

( 司 水 中 綿 i立物

(対 吊り下げ椛造物

(初例力幼) ラ y クビ Jルレ及ひぴ持立休駐 '1ιi叫4場必て寸

(伺材 プレストレスト 桃造て寸村 ，ｾ 耳』泣 ｊ計 ｬ 阿 ｪ上 ニ 疑 ｊ義宝を ＧＱＺＺ 三ずるもの

(的の f屯Eチ 3計計十'J労，: 機のf使皮用に l閃刻して 1判判<1司1リl断の凶雌なもの

(ケ) 大規以工作物

(a) 令第 138粂 l lTI I号( 姥' 尖 )rl' 、向きが100mを超えるもの

(b) 令第 138粂 1.!TI 2号 ( 欽筋コンクリート i立の位、鉄柱、木位等)

中、高さが50 01 を越えるゴノレフネ y ト鎖。

( c)  令第 138条 1m 3号( 広侍郎、 jム作板、装飾俗等 ) '1' 、向さが

100mを超えるも の。

(d) 令第138条 1J114号 ( 日以ノ'1<.?¥"l 、サイロ、物凡0 . ' e手) 中、日さ

が100mを超えるもの

(e) 令ol' ¥138粂 l lJ' i5号( 持!pl ，t) '1' 、刊 さが 10 mを必えるもの

(f) 

(g) 

I長 山 幸一 日1¥

1;. Hi l l A. /主

イ[ 山な I発l1t

イ [ 川 修三

イi n;¥ ｩ ｅｬ Ｑｾ＠

) 1二 t t2 

大場新太郎

|珂日 l 光 正

奥 山 正 一

鬼.U:¥:: {， 1犬

キ12 /IIflifi 

令 谷 弘

金 多 i紫

川村 純犬

河 野 允 正i

-!}，邑 J 三 五t久

r I 下百11 搾

Il il H ifi 日1¥

小 J}，j l 鍔 二

鈴木 ，1I犬

守Ir 1;1..1  ，' f リ:1.

込二 文 三

(1京 WJ として 10 mを超えるものは必めない。)

令第 ＱＳＸ 条 Ｒｭ ｲ ｬ Ｇ 、 ＱＮＲＮＳ 号 で、その ｴＮｙｉ ￁ 立が特 ιｾ なも の

製 j丘地設でその桝iiEが特殊なもの ( 以下、別 .ie ri 略 )

建築技術安全審査委員会委員 ( 50音順 ・敬称略)

(1見! 大 助 教 佼 )

( 阪 大 教 佼)

( ぶ 大 教 授 )

( 点 に 繊 大 教 佼 )
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都市気球 ｾｾ
コミュニケーション空間

としての都市

橋本敏子

- 人 はなぜ街 に集ま るのか

例えば、こんな経験は説にでもあるだろう 。

ヤングの泊り場に入り込み、何となく場ちが

いな、疎外されたように! 必じたこと 。 あるい

は、素 11/; しいステージのあとの会場に生まれ

る観客と場との一体感や、野外コンサー卜む

どの何でも tない釜山1が人々の熱気によって変

貌し、その雰囲気にのって民に会場が悦りあ

がっていくとい った体験。

このような状態は、そのtL3所、その広1ｊＭ［ｾ を

介して、人と人との/ : ¥j に言葉では表せない新

たなコミュニケーションが生まれた結* とみ

ることができょう 。

人は何故、{ 好に* ま って くるのかというこ

との汗訟には、このような ＭＱＫ のｾ Ｏ ］言詰コミ

ュニケーション体験をボめるメカニズムが働

いていると J7・えられないだろうか 。0 0の た

めに、何となく、人はそれぞれに理山を持 っ

て街にや ってく る。 家にいても、 T V や $Jr/lfl

雑誌が十分な. / ' ，，; . 械を伝えてくれる 。友人から

のIE訴もそうである 。 人々が術に 11' ，かけてく

るのは 、 むしろそんな係々の ＩＺｾｴ 出よりも、 ｮ

分自身の身体と! 必'n: でとらえる街での体験そ

のものなのである 。

i1i では、人は 3 1従を斤j いなくとも街のあら

ゆる場を他の人と共同体験することによ って

ｉｾｉ 分の好み、ＱＧ Ｑ 分の存イＨＮ、 ｉￌ 分の気分を行為

や 1i] J.¥t でその坊にいる人々に伝えあ って いる

グ〉である。

このような行 Ｏ｜､￯ｾ 川における伝えあいかた

を「スペース ・コミュニケーション j と名づ

けてみた 。 人と人とが何か ( 媒 体) を介して、

メッセージを{ ぷえる、あるいは伝え返すこと

をコミュニケーションの ｊ ，Ａｾ本的なノ、ターンと

するなら、スペース ・コミュニケーションは、

「場」という l具体を辿して、! 感覚や気分 、11引こ

は立志も含めて、召集で IZ; えにくいメ ンセー

ジを伝えあい、 JもイT しあうことであるといえ

よう 。

この場介の「場J とは 、モノや人、情報な

ど、布 ｼ叶 ￏｾ 川そのものを柿日比するすべてを含

めた邸境を芯;1床している 。 では、スペース ・

コミュニケーションと、いわゆるコミュニケ

ーションとのちがいをもう少しはっきりさせ

16 也徒と 11 会 1州t ' 1' - 2 11 1;， 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

8  人聞がみんな人・問嫌いであ ったなら 、都市は、すくなくとも盛り場はできな力、ったであろう 。人間は、 8  

8  人間が集まるところでそれぞれ好みの距離で、他の人間と接続し、その場の雰囲気を楽 しむことが好き Q  

O  なのである 。そこでは明確なメ ッセージが交換されるわけではないが、ある種の心の通いあいが存在す 0  

8  る。問 、 い い お 天気ですね」と 口には出さなく ても、目でかわしあう他人どうしの心の交流ゃ、逆に 8  

Q  パシ ッと視線が合 って「お主もできるな」という 感じの一瞬の心の通いあいなどは、私たちが普段、街 Q  

δ  で実感すると ころである 。 δ  

8  橋本氏はこう した現象を、マチという空間を媒体とするところのス ペース ・コ ミュ ニケー シヨンである 。

0  と名づけている 。古典的な コミュニケ ーションの概念からすこ しはずれるが、都市における人間どうし 0  

8  の心の通いあいを理論化し ようとする氏の試みは、都市にコミュニケーション空間を演出 しようとする 0  

8  フ・ランニングの手がか りともなるであろう 。 (疋田正博) 8  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

てみよう。

- ス ペー ス・コミュニケーシ ョン

スペース ・コミュニケーション( 以下 s.c )

を特徴づけるものの一 つは、コミュニケーシ

ヨンの 内谷にある 。 人は街でどういう気分に

なりたいと思っているか 。つまり i n 己表現

欲求」を告I1 di 空間において立識的、あるいは

無立織的に行ーっていることである 。

この n己表現欲求は、都市の持つ匿名性と

同化した H寺には i CI 己の i符イ1:化J というかた

ちで袋返しに表現される 。wt 符 l市にいながら

ステージとの一体感に俳うような場司令と同じ

である。また逆に、| 笠名だからこそ思い切っ

てri ミ/=/ をあびてみたいという i n  L. の凶作化J

の }j 向もみられる 。判 定の場所にあらわれる

ムム jぶといわれる新将たちの j瓜{ 制土、 一的の

. C を行 って いるともいえよう 。

0 2 の特徴は、コミュニケーションのスタ

イルである 。 このスタイルには「直接的コミ

ュニケーション j の }jli'J と、わかりあえる 1'/'

川にだけ、 ステイタス ・シンボ j レとしてのモ

/ を介して 、あるいは 1'1 分のセンスと共 Il.fjす

る宅/ : ¥/ を共有しあうことによ って、コミュニ

ケートしようとする「煤体物コミュニケーシ

ヨン J の 2 つの万向がみられる。

n  L. 2UJi. 欲求とコミュニケーション ・スタ

イルという 2 つの S . C を 特 徴 つ け る 袋 ぷ を

組iみイ干せてみると、次の 4 つのコミュニケー

ション ・ハターンを設定することができる( 図) 。

第 l のパターンは、人( 1 ' 1分 ) とモノ、ま

たはモ/ 関与l である場との |見I i 系だけが強くあ

‘ われるコ ミュニケーションである。

jijlJ えば、ギャラリーやウインドウショ y ピ

ングを楽しむ人々などが、モノやその上必との

刈泌を 11i で楽しむという状 il l . が浮かんでくる 。

そこでは 、以 の好みを以 ｾａｅ に ＺＴＵ しみ、他者と

の般向1! や交流とは無紋である。

ｾ￮＠ 2 のノ、ターンは、 n分を含めた人とモノ

tJiI 境である場が、ゆるやかに 一体感をもっコ

ミュニケーションである。知 l らない- / ' i ' どうしで

も、 ｱ Ｍ ｾｦ ち千子わせ をしているという ｈ 日黙 の ｊｴ iUi 

! 必がある広場など、そこでは目だたず、みん

なと一紡にいる安心感の， /， で、場Ji のおだやか

な ｾｫ ￬ｽ ｣ を楽しむことになる 。

者'i 3 のパターンは、人と人の関係そのもの

が場の主導権をにさり、クローズ ・ア ッフさ

れるコミュニケーションである 。伝 統 的 な 然

りや、 l笥で述べた士号者たちの風1ii- ｾ ミ問などが

笠場する土持令はこのパターンのコミュニケー

ションである 。

ｾＱＴ のパターンは、人Ｈ向分Ｉと場とがー

ｻ本とな っ た状 ￼｣ が、他者に ｉ［ｾｬ ｬＮＭ、インノ 守 クトを

与えあうコミュニケーションである 。 jijlJ えt;r

故 新のファッションで 、カフェ ・パーで人を

ながめたり、ながめられたりしているシティ

ギャルたち、 11止新の現代建築の市l をq-.'f ち合わ

せ場所にi 1 ! 1 ぶ人たちなどにみられる 。 これら

のグルーフは、 J ' i 分にあ ったモノ 、人、場所

をは っき りi 1 ! 1 ひとり、それによってi ' l L . をア

ピールし、あるいは反応を楽しむコミュニケ

ーション ・ハターンである。

・s. c の 2 つの方向

ところで、この 4 つのノ ぞターンをよくみる

と、 ｾ￮ Ｑ と ｾ￮ 3 のハターンは 、究極には人と

モノ、または人と人だけがクロース ・ア ッフ

され、 「場 J J'i Ｑ 本 の存イ ｬ や意味がｾＯ ］ Ｇ， Ｚ［ｮ こ村 ＧＱ みに

な って くる 。 そ ｈ に対し、第 Ｒ 、ヴｾ 4 グ〉ノ、タ

ーンは「人」とモノ以境がー{ 本と怠 った場の

状況が屯悦される 。 S . C は、後ずiーの 2 つのノ、

ターンの ，/， で11止もあらわれるものである 。 そ

こでこの 2 つのノ、ターンをもう少し詳しくみ

ることにする

ダ¥2 のパターンの特徴を一言でいうと、ゆ

るやか弘一体協のあるコミュニケーションと

でもいえよう 。 ここでは、人と場がゆるやか

に一体となるが、互いに Ｇ［ｾｬ ' - ' 、インハク卜をワ

えあう関係は，/三じ なし、 。 目だたず、人の反応

を公にせず、その場への 同化をボめる人々 が

* ま ってく る。 人のいるぬくもりや、馴染み

やすい磁波がそこではボめられている 。 これ

を仮に「共感J の S . C と名つ‘ けておく 。

もう ー Ｉｪ の ｾ￮ 4 のノ、ターンの特徴は、先鋭

的な ｾｾｉｊ 長ｼ見 Ｑｉ 系のあるコミュニケーションであ

る。 人と場ヵ、一体とな った状況が、他に 'J !l!¥.、

インハクトをワ4 え、また人と上易そのものとの

関係も、ある純の 1リl仰な選択をお互し、に行い

あっているという状 il cがこ のよみ〉令は L色じてい

る 。Ａ 必 ｊ Ａｴ が品目ｾ < 、H みの対象がはっきりして



4 つのコミュニケーション・ノ f ターン

自己の潜在化

パターン il | パターン 2 I  

モノを i曲してのコミュニケーショ ン
待ち合わせ空1111ではお互

いに知らないどうして' L

町黙の共通感がある

媒体性 直接性

コミュニケーシ ョン コミュニクー ション

オルガン坂は、みたり、みられ

たリを梨しむ 5 ・C の場内υ とつ

祭りやイベ ン トの場は人

地' l I ! まることて・コミ ュニ

ケー ション が' E. ま /L る

パターン 4 | パタ ーン 3I  

いる人々が、 n分の感覚にあ った環境を求め

た結果として ｾｴ じることが多い 。 これを仮に

1/盛応J の S . C と名つ。けておく 。

人も含めた行111打の卵焼ー ー とりわけ商業空

11¥1や、公共空 11¥1 をrl' 心にみた場イヤー ーの 11' で

人がよく !t まっている場、評価の 1" い、場には、

何らかのかたちで、上記の 2つの S . Cが行わ

れていることが多いようだ。 また、この 2 つ

の S . C は、必ずしも 一つの場の性絡を問定的

に規定するものではなく、ある H寺には、ゆる

やかな 一体感のある 「共感」の S.Cが行わ h 、

ある時には、先鋭的な 1/必応」の S. Cが行わ

れるという湯合もある 。1911 えば、休日の歩行

者天 I工! とな ったストリートと、 τIZ 日のタ主11に

フア y ショナブルなギ ャルたちカずij ; 、〈ストリ

ートでは、 S. Cの内草子が変わ ってくるという

ようなことがある 。

• S' Cから みた都市

人は l'illrI'i'告 li¥1 を媒体として、もうひとつの

コミュニケーションを行 っているのではない

か、という点から、 S. Cという巧え }J を示し

たが、 liX' f去に、高11市ZE川の 11111から S. Cをどの

ようにとらえるのかを巧えてみたい。

s. cは、) ，Hi: (I(J に人の状況によ って場が会

自己の顕在化

えられる可能性が ｲｾｾｾ l - 、ことを示しているが、

同時に、場もまた人をｾび、状況を作りだす

大きな' } Q，，*にな っていることを改めてゆl らか

に示している 。

例えば、六本木のアクシスビルは先鋭的な

1/感応」の s. c を立議して till られた一つの典明

(1りな他物ではなかろうか。六本木という街( 1

1本がl況に先鋭的な S. Cの場としての特性を多

〈持 っている中て¥この雄物はより先鋭性を

ＱｾＱ 化したかたちで笠場した 。

まず、テザインそのものが鏡青ではない。

「テザインと '1三十円のt草案体J をテー 7 にした処

物であるというせいもあるが、 .ill t?，; ) が強いJ ' i

己主必を行 っているだけでなく 、人と他物、

あるいは六本木という街と建物が一つにな っ

て 「風対としてみせる 」 ことが強〈立識され

ている 。その結来、この主! ! ; 物は EifJ らかにある

人々をセレクトし、ある人々をネグレクトし、

お互いに理解しあえる人々にのみ聞かれてい

るのである 。 そこでは、人と坊とは ';1i l . -、関係

でむすびあわされた存イ1:にな っている 。

もうひとつの例は、新宿三井ビルである 。

［，ｩＱｊ行 ＱＱ 心ゾーンの ｭｬＺ Ｇ ｾｽ 百ビルの一つで、サンク

・ガーデン引の広いオープン ・スペースを拘

っているのが特徴だ。 このオーフン ・スペー

スは、人と場がゆるやかにごくさりげなく一

つの風去として融合しあうしかけが地されて

いる 。

道路の騒音や人の視線をさえぎり、かき消

してくれる紋や水があり、空間の変化がある 。

昼間の ti'ff けさがあるかと思うとランチ ・タイ

ムや、夕五11の賑いが場の雰間欠をおl々と変え、

また変化した場カ、人に新たな ［ｪｦ ｪ ｾｾｾ を与える 。

超 ｉＺＧｾｽ 習ビルの持つ冷たさ、スケール ・ オー

バーからくる威圧感を、このオープンスペー

スは采らげ、さらに趨 ｉＢＧｾｽ 荷ビルであることそ

のものを意識から消し去る役 nも来たしてい

る。

ここにはゆるやかな一体悠のある「共感」

の S. Cが生まれるしかけがうまく機能してい

るためであろう 。

31定によ って伝えられるメ ッセージが氾概

し、発{ 日する 1f!11も、受けとめる 11111 もすでに飽

食状態にある現代郎市の ｾｉｈｉ が持つコミュニ

ケーション機能をもう少し比| 立す必袋がある

のではないかと. f j ' える 。

( はしむ と としこ JI :..i ，ri .F;'l J立文化研究所 )
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音 楽 と 建 築

音 楽 に は さ ま ざ ま な ジ ャ ン ル が あ る 。 ク ラ シ ッ ク 音 楽 の よ う に 定 ま っ た 形 式 上 に 成 立 し て い る も の が あ

るが、 一 方 で 民 俗 音 楽 の よ う に 地 域 地 域 で 異 な った 特 徴 を も っ た 音 楽 が あ る 。 民 謡 は 民俗 音 楽 の 一 種 だ。

ク ラ シ ッ ク 音 楽 や 民 俗 音 楽 は 急 激 に は 変 化 し な し 、 。 新 し い 曲 が つ け 加 え ら れ て い っ て も や は り 既 存 の 諮

柏 の 方 が や は り メ ジ ャ ー で あ る 。こ れ に 対 し て 、 流 行 音 楽 は 変 化 し て と ど ま る と こ ろ が な い 。 歌 謡 曲 で

は 古 い 曲 は ナ ツ メ ロ と 呼 ば れ る が 、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 な ど は ナ ツ メ ロ だ け で 成 立 し て い る と い っ て も よ い 。

ビートノレズとスカルラ ッテ ィ と を 同 時 に 愛 好 で き る と い っ 現 代 人 の 特 徴 を も っ て 、 機 崎 新 は R ・ヴェン

チ ュ ー リ の ハ イ ブ リ ッ ド 建 築 を 説 明 し た が 、 建 築 に も 先 に 述 べ た 音 楽 の カ テ ゴ リ ー を あ て は め て み る と

お も し ろ い 。 国 際 主 義 の 建 物 は ク ラ シ ッ ク 音 楽 で あ り、はやりのポスト ・モ ダ ニ ズ ム の 建 物 は Y MO と

い え る か も し れ な い 。 き ら び や か に 各 地 に 建 つ 商 業 建 築 は さ し ず め 歌 謡 曲 と い っ た と こ ろ だ ろ う か 。 一

方 で 景 観 の 混 乱 の 要 因 と し か 思 え な い よ う な 建 物 も 多 い 。 こ れ は 近 所 迷 惑 の カ ラ オ ケ の 歌 と 考 え ら れ る

か も し れ な い 。 ( K .  N )  

図面のなかを歩く

「図面のなかを歩く J と い う こ と ば を 設 計 の ベ テ ラ ン か ら さ き 、 た い へ ん 感 激 を し た 想 い 出 が あ る 。 建

築 は on G. L . に か た ち を 結 実 し て は じ め て そ の 評 価 を う け る も の だ し 、 同 じ く そ の と き に は 、 も は や の

つ ぴ き な ら な い 存 在 に な っ て し ま っ て いる 。 で き あ が る ま で は わ か ら な く て 、 で き あ が っ た と き に は も

う と り か え し が つ か な い も の 一 一 一 そ れ が 建 築 だ と い え な く は な い 。 だ と す れ ば 設 計 と い う 行 為 の な か で 、

完 成 後 の 建 築 を ど の 程 度 リ ア ル に つ か ま え ら れ る か と い う 能 力 は 欠 か せ な い も の に な る 。 そ れ が 「 図 面

の な か を 歩 < J こ と で あ る 。 図 面 の な か を 徹 底 的 に 歩 く 、 配 置 図 の な か に 立 っ て 建 築 の た た ず ま い を 眺

め る こ と に は じ ま り 、 最 後 は 湯 沸 室 で お 湯 を わ か し 、 便 所 で 大 小 と も に 用 を 足 す こ と ま で し て と こ と ん

歩く。 i き め の 細 か い 設 計 」 と は ど の く ら い 図 面 の な か を 歩 い た か で き ま る 。

敢 近 の 設 計室のス夕、y フ は 、 は た し て 丹 念 に 歩 い て く れ て い る の で あ ろ う か 。 た だ し こ の こ と は 、 必 要 害

条 件 で あ っ て 十 分 条 件 で は な い 。 あ く ま で 設 計 理 念 を 現 笑 の 建 築 に 収 れ ん さ せ る た め の 、 い や む し ろ 設

計 理 念 を と ぎ す ま す た め の 大 切 な 手 段 だ と 考 え る 。 ( T .  S )  

無 題 - 2

神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル の 増 築 計 画 が 今 、 着 々 と 進 め られている。 博 覧会 が 終 れ ば 客 足 が 遠 の く の で は と

の 心 配 も 吹 き と ば し 、 早 々 と 増 築 の 話 が で て き た 。 設 計 を 担 当 し た 私 た ち と し て も じ っ に 菩 こ ば し い こ

と で あ る 。 戦 後 コ ン テ ナ ー 船 の 発 達 と と も に 次 第 に 物 流 基 地 化 し つ つ あ る 神 戸 の 街 に 再 び 人 々 を 集 め 新

し い 情 報 拠 点 と す べ く 登 場 し た の が ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 1 S  Q 計 画 で あ っ た 。 そ の 核 の 一 つ が こ の ホ テ

ル で あ り 、 こ の ホ テ ル が ! 必 況 で あ る こ と は も う 一 つ の 伎 、 国 際 会 議 場 ・展示場などとよく j主動して、イド

オその目的を立派にはたしつつあるということであろう 。 コンベンシ ョ ン シ テ ィ ー と い う 概 念 は け っ し て

新 し い も の で は な く 、 外 国 で は い く つ も 煩 似 の ケ ー ス を み る こ と が で き る 。 し か し 日 本 で は 街 づ く り に

この巧え 7') を導入し具体的に実現させ運営している都市は神戸が- 11討 }J で は な か ろ う か 。

51年 ホ テ ル の 設 計 開 始 と 同 H寺に di へ の 提言 の た め 〈 メ ン セ 翻夜 間〉 に も 参 加 し 、 以 米 今 日 ま で 諸 地 訟 の

設計者側IJ の 一 人 と し て 街 っ く り の 治 組 を 生 々 し く よよてきた 。 つ ね に 大 阪 、 京 都 を な 識 し ホ わ が ま ち ゃI'F i"

を見つめる人たち、官も民も互いの制械をこえた討さ1 I ，'j- しい発泡l と行動力があってこそ、その成果をt : j め

ることができたと怖く感、ずるものである 。 神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル 社 民 rl'l 人j カ 氏、新しいやl'戸 の た め 厳 し

くf ，F ; 附されている待11一 人 で あ る 。 ( H .  T )  

建 築 史 ス ケ ッ チ

私 が 京 都 工 芸 繊 維 大 学 の 学 生 の H寺 、 ご 指 導 を 受 け た 大 倉 三 郎 先 生 が お 亡 く な り に な った。 厳 し い 教 授 と

い う 感 じ で な く 、 親 父 さ ん に 近 い 雰 囲 気 で の 講 義 だ っ た 。 昭 和30年 の 不 況 の 最 中 の 卒 業 で 、 就 職 の と き

に 大 変 お 世 話 に な り 、 そ の 後 も ず っ と 年 賀 状 を い た だ き 、 先 生 が 学 長 H寺 代 に 仕 事 の こ と で 助 言 を い た だ

い た こ と も あ っ て 、 と き た ま 、 ど う し て お ら れ る か と 思 っ て い た 矢 先 き だ っ た 。 昨 年 ま で 建 築 協 会 が 事

務 所 に し て い た 北 浜 三 丁 目 の 建 物 が 、 先 生 の ご 設 計 に な る も の だ と お 聞 き し て か ら 、 会 合 て 。 協 会 へ 立 寄

る た び に 、 年 代 を 経 た こ の 建 物 が 身 近 な も の に 感 じ ら れ た も の で あ る 。 と こ ろ で 、 協 会 が 出 た あ と の 建

物 は ど う な る の か 。 買 い と っ た 次 の オ ー ナ ー の 手 に よ り 、 や が て は 取 り 設 さ れ て 新 し い ビ ル に な る に 違

い な い が 、 あ の 味 わ い の あ る フ ァ サ ー ド な ど 、 何 ら か の 形 で 記 録 さ れ て も よ い 。

い ま 、 私 の 手 も と に パ ワ ー 社 出 版 の 小 il 日子「建築史スケ y チ 」 の 東 京 編 が あ り 、 と き ど き 見 て 楽 し ん で

い る が 、 大 阪 編 も 出 し て 欲 し い も の だ 。 手 書 き の ス ケ ッ チ は 特 徴 が よ く 表 現 さ れ 写 其 と i与っ た 継 が あ る 。

年 代 を 追 っ て 重 文 の 建 物 か ら 最 近 の も の ま で 、 こ れ と い う 建 物 が 収 録 さ れ 、 年 表 も つ い て い て 参 考 に な

ることがある。 ( T .  0 )  



特 集

関 西 の 超 高 層 ビ ル

わが問初のA i l ，'::j! 計 処 築 と し て 東 京 に 地 上36階、日さ 147 ｭ のￍＱ Ｑｾ ヶｼ見 ｬ ピルが

昭和143年 4 JJ に 竣 工 し て 以 米 15年、

続前の日度成長と処ぎたに |見jす る 技 術 1I守'I j-が中Ilf突って

n 本 の 各 地 に 相 次 い で 超 高 層 住 築 が 処 設 さ れ て き た 。

|比1IJy ｪ 也 ｽｪ においても 神 戸 商工 ￯ｾ k)) セ ン タ ー ビ ル がH召1' 1144年 11 月に竣工、

以後、ￆｩｬ， ＺＧｾＡｍ 往築物として ｈ 本処きたセンターで評定をＧ支けた物ＱＧ Ｑ 二は ＵＰ ＱＧ Ｑ ニを超えている 。

しかしｼ則 ｩ 川、才 、 ＿に大阪の ｩ ｲｪＧｨＧ ｛ 平 ｾＡｦＧ て Ｑ 立 ｾｾｬ it !; !な 支 持I也鍛隔が深〈、

続的 ＨｉＨｊ な袋区間、Ｚによ り その ｲｾＧｾ さにおのずと ￭ｬ￬ｬ ｊｫ，ＧＮＩがＧＱ］Ｎじ

|品l西 の ill 築 物 の 特 長 を 作 っ て い る と も い え る 。

脳内層処築物の ｲ ｾ Ｇｾ さについての定必は ｬ リ ｩ らかでないが

今 !百l 、 J1，竹 tk ilJ i コンクリート it i は60 m 、欽付 ii Eは 100 111 を 一 つ の 目 安 と し て

代 ぷ (I(J な 他 物24械 を j: i ! l び、設; ' j- {¥-に ，建物 fl旺袋、情ilI 特 '1'1: 、 情ili 設 .1 卜!i の こ と ば を

ア ン ケ ー 卜 し て 1"1 科 し て い た だ き

|比ljJ yの 必 刈 1Mビルを椛. i 1 t Ｈｉｾｊ な ｬ 耐よりア プ ローチしてみた 。

住 物 断 l白I図 に は ポ ー リ ン グ れ 状 図 を HLi L し、

地総と ill 物との| 見lj !li、 J也業主十阿の f巴J以が符与lpに で き る よ う に し た 。

また|比l l lyj 也}j の地総と，ill 物との| 民Jf系 を 総 折 (I(J にゆl らかにする の は 興 味 深 い 問 題 で あ る ので、

|見J j J Lj 大学の 山hj ＱＧ Ｑ｜Ｙ Ｚｬ教校に解説をお ｗ￭ｩｾ 、した 。

1'_ ，: L24械 の 仇 iil ｾＭＧｦＧｉＧＱ ーを、 ｛Ｑ . . j . ，; 処築センターの性能 "白1 ' i . E シートより紘粋し

ill 物キ111/:の 比 '1吹 が 特 効 な よ う に デ ー タ ーシートとしてまとめている。

なおデーター収集のためのアンケートおよび' 勺点、 l:xll(ri の j) {I JI.、に

| たくご協力いただいた l則係作{ 立に心より! ふ耳れ、たします 。

神 戸 市

近畿 ｭｾ ｬｊＺピル ｀
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来念論

関 西 に お け る 超 高 層 ビ ル の 基 礎

山 肩 邦 男

口 ま え が き このたび日本建築協会編集委員会の企画によ って、関西における超高層ビルのアンケー卜

調査が行われた 。鉄骨造では 100 m をこえるもの、鉄骨鉄筋コンクリート造では 6 0 mをこえるものを対象と

しており、調査の結果は 別拘のょっなデータシートにまとめられた 。全数24件に/ 止ぶ立重な資料であ って、

建築基礎工学の立場からも非7Zに興味深いものである 。本論では、これらの資本| のうち基礎構造に関して行

った検討の結果を報告し、あわせて超高層ビルの基礎のもつ工学的な意義について巧えてみたい。

1  . 関 西 に お け る 超 高 層 ビ ル の 概 括

24件の超高層ビルの建築場所は 表 1 に示すごとくであ って、大阪湾岸- 沿いのちゅう相府の厚い地帯に属し

ている 。ただし建築場所によ って、ちゅう和層の l享さにはかなりの相逃があるので、側々のデータシートの

土質柱状図を参照されたい 。

超高層ビルの規模のうち 、高さに関係する

ものの統計他を 表 2 に示した 。ただし 、塔屋

部の階数および高さは| 徐いてある 。 このよう

な規模の超高層ビルについて、恭礎部分の統

計値とそれらの検討結果を、以下に述べるこ

ととする 。

q屯問

‘F  gJ  

2  . 地 下 階 数 お よ び 基 礎 ス ラ ブ の 底 面 深 さ

'1[ 1' !.;j ｾ叫

60. 27 - 131. 6  

97. 5 

24 

附

一

数

一

お

9

全

一

階

一

一

応

2

表 3 に、地下階数と基礎スラブの底面深さおよび基礎地業との |剥係を示した 。基礎スラブ底面採さは、各

地下階数ごとに若工順に配列してあり、かつ新工l時期を昭和4 1 - 4 5年、 4 6 - 5 0年、 5 1年以後の三つに区分し

てある 。基礎J也業は 、同表下に付記した記号によ って示されている 。 なお、表 3 の地下階数および基礎スラ

ブ底面深さの各全平均が、表 2 ql の他である 。

一般に、地下階数 ( したが って基礎スラブ底面深さ ) をどの程度とするかは、建物の用途、地盤状況とく

に支持層の深さ、施工条件、経済性などを総合的に判断して決定される 。基礎工学的には、建物が高層にな

るほど、基礎スラブの恨入れ深さを大きくとることが、支持力ならびに沈下の面で有利であることは論をま

たない 。図 1 は、軒高と基礎スラブ底面深さ ( および地下階数 ) との間の相関図であるが、両者の間にはほ

表 3 i也下階数と基礎 スラブ底面深さおよび地業との関係

地 下1，許数 4  1: 皆 3  1: 皆 2  1: 皆 l  1: 皆 o  1: 皆

件 数 6  2  8  4  4  

Ui':l 41 S  2l. 7  I  S  13.8  I  S  12 .95 :  C  8 .5 ・D 6 .0  

4左 S  18.2  I  S  14. 0  :  C  7 .95 ・D 5 .7  

礎

ス
Ui':l 45 S  19.8  :  S  16.0 ・c 8 .25 

フ lI {j4 6 -

C  16.3  ｾ＠ D  10 .65 I  C'  8. 4 

プ II s50 

底

C  23 .1 ・c 15.75 

面

i* 
Ai':l 51 

C '  23 .1  :  S  14 .5  

さ
ー・.. .

(m) 以後
c'  2l. 3  

C  17 .7  

向上平均値付 20.4  16.8  13. 0 8. 3  5 .9  

Ｈ ｦｾｩｬＧ［［ ＧＩ＠ S  :  ｩｬｩｬ ｊ＼ ｩ ，ｾ際、 ｃ Ｚ 場 所 打 ちコンク リ ート 杭、 ｣Ｇ :  I司拡 li (; 杭. 0  打込み杭

20 也 築と社会/ 198叫 2 J I I; 

140 

120 

1∞ 

(  

E  

)  

ｪｾ＠ 80 

事z

今

60 

。

。

ロ

ロ自白

。

。

• d  。

。ら

。

ロ

， 。

企

• 
。。

0 1世 ド附数 4

口 / J 3  

10 

。

30 • 
/J 2  

20 

" 。

図 1 軒 高 と基 礎 スラフ'底 面深 さの相関図

基議スラブ底面，奈さ ( m) ・



とんど相関性がないことがわかる。また別の検討において、支持層深さと基礎スラブ底面深さとの聞にも、

それほど闘連性があるとは認められなかった。

一方 、建物の用途の分類では、事務所 ・居合I i ・ホテルおよびこれらを複合したものが17件、高層住宅が 6

件、その他( データ通信地設) が 1 件であった 。表 3 において、地下階 1 階のもの 4 件のうち 3 件と地下階

なしの 2 件は、日層住宅に関するものである 。

以上のことから、採用された地下階数は建物の用途や機能が最大の決定要因とな っているものと 推捺され

る。すなわち、' j ¥. 務所 ・庖告，Ii ・ホテル等の必要とする地下庖告i I i ・機械室 ・! 駐卓場などのスペースの確保のた

めである 。地下階を設けるための淡い掘削工事は、経済的には決して得策ではなく、海外の超高層ビルでは

日本ほど地下附数の多いものは見当たらないようである 。 日本の人口過密都市における経済的条件の特殊性

からの所産であろう 。 なお、地盤条件が地下階数決定にあたっての大きな要因となっていないことは、 3 . で

述べるように、必礎工法の近年における技術的な進歩がニ長付けにな っているとも考えられる 。

3  . 基礎構造の形式

採用されている基礎構造を、基

礎スラフv の形式および地業の形式

によ って分知すると、 表 4 のよう

である 。話i合基礎および独立基礎

表 4 超高層ビルの基礎の分類

基礎 スラ フ' の形式による分対l

ベタ 基礎 仮令} 長官主 独立Ｉ，ｾＡｩｭ

件 数 22 l  1  

%  91. 7  4.2 4.2 

ｊ 也業 の形 式による分 ｾｲｩ

直接基礎

場所n ちコ ン

打込み fic
クリート杭

9  12 3  

37.5  50.0 12.5 

の各 l 件は、共に地下附なしの建物であ って、これらのほかはすべてベタ基礎とな って いる 。 また基礎地業

としては、場所打ちコンクリート杭が5 0 %を r1i め、ついで‘ 直接基礎、 打込み杭の) I I j ' j で、あ った。場 ifr 打ちコン

クリー卜杭は、 ，!1径 1. 0- 2 .0 mの大径杭 ( ベノ卜杭およびリバースサーキュレーション杭) が採用されてお

り、制:1ま杭の1 J j :Jf王将11径は故大 3 .8 mに及んでいる 。打込みが' [ 3  {LIニの内訳は 、鋼管杭 2{牛 ( 径 600 - 1l 18mm)  

と既製コンクリート杭 ( P H  C 杭 ) 1  件 ( 径 600 mm) であ った。

これらの基礎地業には、時代的な変遷がみられて興味深い 。表 3 を参W¥されたい 。 まず昭和41年 - 45年に

若工された超日)fi ビルの地業は、すべて直接基礎であ ったことがわかる 。 これらのビルの建築場所は、 i共f!'l

層が浅い地域 Ｈ 大ｼ仮 ｲｬ￯ では上町台地およびその近辺 Ｉ に分布しており、必要とする地下階数で十分 ｊ 共有 ｬＩ ｾ ｩ に

床付けできた 。 あるいは関西における初期の起日用ビルの工 ｾ ｊ｜Ｎ ということで、支持層への床付けを巧 ｬ 台、した

地下階数の選択がなされたかもしれない。

ついてい昭和146年 - 5 0年の年代では、直接基礎 ・3 1' 1二、場所nちコンクリー卜杭 : 6 件の内訳とな っている 。

また昭和51年以後では、直接基礎 o件、場所- t rちコ ンク リー卜杭 6 件 ( 拡底杭が 3 件 ) 、打込み杭 3 件

とな っていることがわかる 。地下階周囲の地中 i単純壁にも鉛直支持力を負担させる計画が超高層ヒルに現れ

てきたのも、昭和51年以後のことである 。

このような必礎地業の急速な変選を生じてきた原因としては、いろいろな因子が々えられよう 。起点 j百ビ

ルの地工経験が次第に談相してきたこと、杭基礎が大径化し技術ブJ も進歩してきたこと、昭和48年より始ま

った石油危機によ って 経済性の追求が一段ときびしくな ってき たことなどが、原因として与えられる 。デー

タシートには地工法の記録がないので Ｑｩｾｩ Ａｬｩ ｪ であるが、工 Ｇ ｪ｜の能率化をはか っ た逆打ち工法の先行行中主として

大径場所打ちコ ンク リート杭が適していることから、急速に耳元要を高めたというような経総があ ったかもし

れない 。

4  . 地業の許容耐力など

直J安法礎は地下 1; 符数が 2 以上のビルに| 彼られ、かっすべてがベタ必礎として設計された 。これらは、おお

むね洪引の砂層または砂燦層 Ｈ ｎ ］ＳＰＭ ＵＰ 以上 Ｉ に床付けされており、 Ｑ 例のみががｾ ， ｨ Ｇ ｬ 用 ｲ ｬ ｊ の舵質粘土 Ｈ ｎ

= 2 0) に按地された 。

採用された長 ｊｾｪ 計 二 作地， ｦ￹ ， ｪ 力は 、 ベタ基礎の ｉ￞ｨ￮ や似入ｩｌ深さ Ｈ］ 必礎スラブ底而深さ Ｉ に ｩ 長 ｪ 係な〈、 ＳＵＭＷＰ

21 



22 

t/ m'  (和執荷重の大きいデータ通信施設ヒ‘ ルを除けば、

35- 50t / m') の範囲に収ま っている 。地下階数ごとの

平均値は、 表 5 を参照されたい 。

表 5 直接基礎 に関 する 統 計値

試みに 、建築基礎柿造設計; - : l i .
i
悼の算定式によ って長

JUI 許容支持力 j支qa を検討してみる 。ただし一般に知ら

れた式てーあるので、紙而の布11令で記号の説明を省略す

る。

地 下 | 渚 数

{午 数

'f'. ｪ ｾ Ｉ 全ｼ指数

平均基礎スラブ

ｉｾｉ 師 ＷＪ さ ｄ ｦ Ｈ ｭ Ｉ

平均長期許容耐

ブ) (t/ m'  

q a =士( ac N
c
+ β y， B 凡 + Y2D

f

N
q

)  . ，.. ..................... .. (1) 

4  1: 皆

3  

21.0 

19.9 

35.9  

3  階 2  ド皆

4  2  

31 .5  24.5  

17.2  14.5  

51. 3  
37.5  

(45. 0)・

* データ iuif ，t地s没ヒ' ) レを除〈

上式を適用するにあた って、ベタ基礎以下において支持層が下方に無限に続くという仮定、地下水面は地

表 |耐と一致するという仮定、ベタ基礎底面を正方形とする仮定 ( s = 0 .4 ) をおき、かつ c = O、 y，=  y{ =  

0 .8t / 州、 Y2=  y; ニ 0. 6t / m' 、世= 3 6・- 4 0. などの常数を仮定すると、次式をえる o

qa =  (3. 3- 12. 2)  B  +  (6.7- 16. 6)  D
f  

( t/ m') ・・・ ...... (2) 

B : ベタ基礎の IViJ i( m) 、D
f

: 同線入れ深さ ( m )  

(2) 式の右辺第 2 項について、表 5 の平均 D
f

を代入しただけでものはおよそ 100 - 300t / げの値て‘ あ って、

第 1 mを加算するとさらに 10 0 - 数100 t/ rn'程度. Ti ' 1)j nすることがわかろう 。ただし、 J)t 尖には支持層の厚さ、

下書1¥*，11土層の支持力、許容沈下品、| 燐綾地がt/ : l ! 削された場千干の D
f の低減などを々えねばならないから、 (2)

式の他は何割か低減するであろう 。 これらを考慮しても除用された許容地耐力の11立は、思論他に比して非常

にぺ、さいことカサりかる 。

全階を通じての平均 j末1'，:rill ( 固定1'1:[ 重+ 砧載荷重 ) をいま仮に 1 t/  rn' と仮定すると、表 2 から全建物の桁

屯l立は 18- 38t / rn' (平均28 .9l / rn') となる 。結局のところ、上部構造の荷重度からは jえJmｾＧ 卜谷 ｉｦ￺ＮＱ 力はさほど

必要ではなくて、ベタ ｊ 長礎に作用する荷重度の最大 Ｑ ＱＡＧｉに多少余祁をもたせた松 ｬ 立に長 ｊｕｉｾ 午平等 ｉｦ￼ ＮｪＧＺ Ｗｪ を設定した

というのが、実情であろう 。

沈下を制御する目的での浮基礎的な設計の与え ) i がある 。掘削による排土重量を挫物1'1:[ ill に泣づけて、支

持層以下の有効圧の別分を小さく. j " lfl さえようとするものである 。表 5 の各平均値について、‘ r : gj 床荷重 lt / rn'

および排土の y = 1 .6t / rn' を仮定して宥効荷重の明分を試算すると、一 10.8 - +4 . 0t / rげとな った。ほとんど

浮法礎に近くて、沈下についての心配はないと々えてよい 。

次に、場所打ちコンクリート杭に |剥しては、杭断而附あたりの長WI許容 Im.1力はほとんどが 250 t/  rn' か、そ

れ以下の値を採用していた 。行政的に認められている許符| 耐力他であ って、妥当なところである 。J広底杭に

ついては、拡底部の有効底而制あたり最大 250 t/  rn' の許容IID.t 力が採用されている 。 日本ill 築セ ンターで評定

をうけた工法については、天i的自少磯層などN > 50の支持府に対して認められている値である 。

打込み杭の許容耐力については、杭全長にわたる地盤の上質が関係するので、 11占l々に検討される 。 この11宣

は打ち止め il 寺の地工記H によ ってチェ ックできる性質のものであるから、ここでは付時しておく 。

口 結語 以上、アンケートの資料に記1除されたデータに基づいて検討を行 った結果を制介した 。現実の

設計や施工においては、これらに記)1返されていない多くの世IHlli があ ったことと考える 。趨向 j百ビルは一般に

l苛層部と低層部とから成 っている 。上部構造の荷重の符しい不均等、あるいは偏心モーメ ン トが基礎構造に

及ぼす応力と変形、日層部が地μ Hすにロ ッキンクを起こしたときの基礎精造の応力柴 '1' の状態などは 、厳密

に巧ーえれは‘与えるほど、昨日しい問題とな ってくる 。 また地工 l師では、土留め壁の J I二水問題、制切り H寺の施工

管段、隣接する建物 ・ 鉄道 ・ 地下鉄なとーへ及ぼす， ｪｦ Ｊ 科の竹旦ｾと対策、既設基礎がある場千干の施工対策ーなど、

現場. j T[ 当者が頭を悩ます問題が多い。データシートをみられるにあた っては 、その以 l耐に設計者や現場担当

字? の背労が多々かくされていることを理解されるのがよかろう 。

本論では、関西という地域に挫つ起高層ビルの必礎の特殊性にまで 言及するには宅らなか った。呆たして

特殊性があるかどうかはわからないが、他の地万、とくに Jぷ京都におけるまとま った比較テータが符られな

か ったため、検討できる段| 待ではなか ったことを、お断りしておく 。 ( やま がた くにお|民Il Jy大'' ' / 教佼工' ' f : r ! J . 上 )



近 畿 電 電 ビ ル
構造データシート I 関西の超高層建築

: 時( 設 計 j 電電公社建築局

-
i長: 監理 11

-
; 構 造 設 計 l H  

i施 工 J 大 林 組

iエ; 治 工 j 昭和41年 7 月

: 期: 竣 工; 昭和44年 2 月

i 建 T 築 場 所 : 大 阪 市 東 区 馬 場 町3- 15 j  

: 建 物 用 途 ; 事 務 所

j 面 ( 延 面 秘 : "42  ，-2 I2:38附

: 積; 基準階面積: 2，278. 0 m'  

j m: 地 上 ; 14階

" 宣言白 '  

j 手 ; 地 下 : 4 階

'  

; 搭 屋 ， 2 階

高 ( 軒 高 : 60 .  75m 

-

; 最 高 部 高 : 63. 00m 

さ: 恭準| 糊悶 3. 60m

'  

， 1 階 階 高 : 6. 00m 

基［基礎底深さ ＺＭ￪ＭｌｾＲ￯ｾＷￕＭｾ
'  

礎: 支持層深さ， GL - 21. 70m

'  

底: 支持層の土: 砂奇襲層

: 質とNf I 直 :N値 >50

1也

; 長期: 35t / m 

盤: 許容地耐カー

." ....-._.，.-. ，. . 短期: 70t / m'  

i 基 礎 形 式 ; 直 接 ベ タ 基 礎

( 骨 組 形 式 l 地下 1 階以上 S R C巡

: 穂 別: . 1也下 2 階以下 R C造

: 固 有 周 期 ，T ，=0. 752秒( 飽、 0. 983秒 伺

: 最上階: 0.47t関 0.43陶

: ; 設計用せん断力!

:  I  I  

・係 数 ;

3t A.  :  1  階 :  0. 22日司 ＰＮＱＹｾ＠

構 造 設計 者 の こ と ば

中 央 に コ ア を 有 す る 事 務庁 令 で あ り 、 平 面

・立面ともきわめて盤形である。 機造形式は、

コア部分に耐袋壁を配置宣した鉄骨鉄筋コンク

リー ト迭のラ ー メ ン 構造で、 |崎IJ 性 ・必 j交の高

い 械i主としている。短辺方 |古l は 、 姿111リに鉄骨

プレース ( H鋼 ) を 配 置 し 、 剛 性 と 強 度 の 調

整 を は か つ て い る 。 地 下 階 は 、 外 周 に 十 分 な

耐 震 壁 誌 が 確 保 で き る こ と か ら 、 地 下 21精以

下を鉄筋コンクリー卜迭としている。

地 上 階の コ ン ク リ ー ト は 経 盆 コ ン ク リ ー ト

(  1 砲、 F c =  180kg/cm' ) を 採 用 し 、 建 物 自

註の経: L1化 を は か っ て い る 。 な お 、 地 下 1
I皆は

普通コンクリート ( F c = 210kg/cm' ) と し て

いる。

地 上 階 に お け る 耐 良 壁 お よ び鉄 骨 プ レ ー ス

の 地i兵力負担率は、 5 0 - 5 5 % ( 下層階) であ

る 。 設 計 上 風 桁 霊 に よ る せ ん 断 力 は 、 地 誌 カ

に よ る 層 せ ん 断 力 の 2 0 % ( 1 階 ) である。

( 北後舟/ 木村栄一)

〈東電話局〕

• 
口

晒工

断面図 ( 1 : 1000)  

基準階平面図 (1・ 1000)
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.仁1

. 1一寸

・量一斗
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叩

• 

直車場 ( 包勺1∞- 140角)

配置図 (1 : 1∞0)  
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三菱ビル
構 造 デ ー タ シ ー ト 2 関 西 の 超 高 層 建 築

: 抗: 設 計: 三菱地所

r ・ -

j ! ?: 監 理 i
• iJ l  I  

1 ・4目: 構 造 設 計 11

i 施 工; 大林組

: 工! 着 工 j 昭和42年 3 月

; 期 l 竣 工 j 昭和44年 8 月

i 建 築 場 所 ! 大 阪 府 北 区 堂 島 浜 通 り i  

j 建 物 用 途 ; 事 務 所

: 面 j 延 面 積 : 37，361m'  

( 積: 基準階面積: 1，545m'  ・

. 拙 ; 地 上 : 15階 '  

; ヶ : 地 下 : 4 階

' 咽7 ・ -

. 一 : 塔 屋 : 2 階

官Ｚ軒高 ＺＭＶￕＮＭＲＷＲｾ

. 同 i最 高 部 商 : 66. 772m 

さ: 基準階階高: 3. 75 m 

'  

， 1 階 階 高 : 4. 60 m 

基 l 基礎底深さ: 18. 2m 
B  

礎: 支持層深さ: 18. 2m 

'  

昨: 支持層の土; 砂 ( 天満層 )

2: 質と N 値 :  N=30- 50 

; 長期・ 35t / m'

盤・許容I也耐力.

• .  ; 短期: 70t / m'  

j 基 礎 形 式 ( ベ タ 基 礎

: 骨 量 且 形 式 : 3階以上 ;  

; 種 別:J: 人工骨材使用軽量コ ンクリ ート ;

:  S  R  C  

:  :  2 階以下 S R C

:  R=I  -l:::: I D  -t t l1: T1  はり問 1.84sec :  

: 固 有 周 期 .

; 桁 1.75sec

j 設計用せん断元; 最上階: 0. 40 ( 塔屋 2 階)

j 係 数 : 1 階 : 0. 12 

構 造 段 計 者 の こ と ば

本 建 物 は 昭 和42年 に 渚 工 さ れ た も の で 、 関

西では、 6 0 m級のものは大変珍しい時期のも

のである。

本 建 物 の 精 進 方 針 と し て は 、 従 来 か ら お こ

なわれている在来工法をできるだけ採用し、

経 済 性 、 施 工 面 、 構 造 上 か ら も 確 実 な 方 法 を

とることとし、 3 階以上に人工軽量骨材使用

の軽量コ ン クリートにより軽盈化を図 った一

般 的 な 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 と し た 。

構 造 設 計 上 で は 、 銀 行 営 業 室 の 関 係 で 1 -

2 階低層音11が偏心して張り出し、高層部コア

も偏心して配誼され、ねじれが出やすい形状

で あ る が 、 ね じ れ 振 動 解 析 に よ り 、 ね じ れ 検

討をおこな っている 。

外装については、 P C版、直接石貼がある

が 、 実 大 笑 験 に よ り 安 全 性 を 確 認 し て 脱 落 の

心配のないよう取りイ寸けをおこなった 。

基礎は、 G L  - 18. 2m以下 のN 値 30- 50の

天満層に支持している( 設計地耐力 35t / m') 。

( 小村俊一)
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大阪マーチャンダイズ・マート

; 設( 設 計! 竹中工務庖大阪一級建築士事務所)

i 計 ; 監 理 : IJ 

-
; 構造 設 計 11

j 施 工 J 竹中工務底大阪本庖 l  

j 工! 着 工( 昭和42年 3 月

:  J羽 l 竣 工 i昭和44年 8 月 :  

: 建 築 場 所 ; 大 阪 市 東 区 京 僑 1 - 2  

: 建 物 用 途 l 卸商庖舗、展示ホール

ｂ 面 ｪ 延菌 ｦｾＭＱＭ￹ＮＵ ｾ＠ ＳＳＸｾ＠ ＶＶＭＲＭｾ［＠ -- -------------i 

積; 基準階函徽: 4，102. 515m'  

附 :1也 上 :22階

，年 i地 下 :4 階 j  

:  j苓 屋 : 一

高 : 軒 高 : 78. 0m 
4  

j 最 高 部 高 : 78. 0m 

さ : 糾 階 階 高 : 3.3 m 

'  

， 1 階 階 高 : 4. 8m 

J 基礎底首長さ: 19.8 m 

l 基: 支持層深さ: 19. 8m 

j 礎: 支持層の土! 大阪層群の上音I I Ma4層、

( 底 i 質と N 値 : Ma 3 層の硬質粘土層、

: 地 : N値 = 2 0

: 長期: 37. 6t / m 

許容I也耐力・

&  J 短期・ 75. 2t / m'

j 基 礎 形 式 j べた基礎

，-語- EK- 福一元， ，白; j "1J 昼瓦云古手二三下面孟- - -， 

: 種 別J :  S R C造( : l 也下4階 - j也上22階) :  

! 固 有 周 期 : T ，短辺 1. 85sec 長辺 1. 53sec:  

j 設計用せん断力 j 最 上 階 短 辺0.75 長辺0. 88 :  

L持一一一一ー券_U___喧i F E q L 1 8 長辺017j

精 進 設 計 者 の こ と ば

12階平面図

( 1:  1000)  

5l r 一一
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回虫ト

本 建 物 は 谷 町 筋 と 大 川 ( 旧 淀 川 ) の 交 点 で

あ る 天 満 橋 近 辺 に 建 つ 地 上22階 、 地 下 4 階 の

建 物 で 、 繊 維 と 関 連 二 次 製 品 を 取 り 扱 う 卸 売

セ ン タ ー の 用 途 に 供 せ ら れ て い る 。

地 上 部 は 平 面 が 比 較 的 細 長 い 長 方 形 で 、 高

さ 方 向 に も 懸 っ た 形 で あ り 、 地 下 宮11は や や 不

整 形 で 拡 が っ た 平 面 形 状 を 有 し て い る 。

基 礎 は GL - 1 9 . 8 mの 天 満 粘 土 層 を 支 持 層

と す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の べ た 基 礎 と し て

いる。

主 体 構 造 は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リート造骨組お

よ び 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 耐 渓 壁 に よ っ て 構 成

し、地上苦11は 軽 量 コ ン ク リ ー ト 、 地 下 部 は 普

通 コ ン ク リ ー 卜 を 採 用 し 、 鉄 骨 は 注 に ク ロ ス

H 型 、 は り に H 型 断 面 を 用 い て い る 。

地 下 階 てる床面積が大きくなるため、上部せ

ん 断 力 が 高 層 部 直 下 の 周 辺 に ス ム ー ズ に 伝 達

されるよう 1 階 床 ス ラ プ を と く に 厚 く す る 一

方 、 せ ん 断 力 の 移 行 が 想 定 ど お り に な ら な い

場合をも考慮、して、高層音E直下の分担せん陸rr

カ を 急 激 に 減 ら す こ と を せ ず 、 周 辺 部 へ の 設

計 水 平 カ の 移 行 を 漸 次 行 っ て い る 。

動 的 応 答 解 析 に 用 い た 復 元 カ 特 性 の 妥 当 性

を確認するためにｾ桜型を用いた骨 ｉ 議壁を含

む 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 架 橋 の 水 平 加 カ 試

験 を 行 っ て い る 。 さ ら に 、 外 装 に 用 い た Pca

版 の 水 平 加 力 試 験 を 行 い 、 想 定 し て い る 応 答

領 域 で の 安 全 性 を 検 討 し て い る 。 ( 俣 野 博 /

加 繰 裕 造/ 久 徳 敏 治 )

構造データシート 3 関西の超高層建築

断面図 ( 1 :  1000)  
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神 戸 商 工 貿 易 セ ン タ ー ビ ル

( 設 設 計 j 日建設計大阪本社

: 監 理 : 11 

j 計 ; 構 造 設 計 J 11 

!施 工 j 鹿島建設

iエj 渚 工( 昭和42年 11月

:  }羽 j 竣 工 j 昭和44年 11 月 (  

: 建 築 場 所 ; 神戸市葺合区浜辺通5丁目 2- 1 :  

: 建 物 用 途 : 事 務 所

j 面 : 延 面 積 : 44 ，358. 0rn'  

j 積( 基準階面積 i_  _1_ '_ ｾ＿ｾＺ＠ ＿ ｟ ＢＡ ｾ＠
:  ｾ皆［池上Ｚ 26階

:  j也 下 : 2 階

: 数 ; 塔 屋 : 1 階

， r問 ; 軒 高 : 107. 0m

j 最 高 部 高 : 110. 6m 

: 基準階階高: 3. 84m 

さ: 1 階 階 高 : 7 .3 8 m 

基: 基礎底深さ: 12 .9 5 m 

礎; 支持層深さ: 12. 95 m 

底 j 支持層の土 j 肌 り 砂 層

， )質とN1I 直 : N= 5 0  

I也 j 許容地面f ヵ! 長期: 40t / m音

盤 : ; 短 期 : 80t / m'  

8'.館

ｪ 基礎形式 ｩ｟ｾ｟ｾ 造ベタ基礎 :  8i ー-

i 骨 組 形 式 :i 也階 R C造 j : 22fL  

; 種 別 : 1 階 S R C造 ; 空q

ＭＮｯ Ｑ ｾ ｬ ｬ＠ F L  

: 2 - P階 S造 : 1i! 1::.ヒ=二
'. 1  B  I  F L  

( 固 有 周 期 : U 3 4秒( x.. y 両方向とも ) : 詐研璃

( 設計用せん断力; 最上階 : 0 .25 :  ..: 

: 係 数 : 1 階 : 0. 08 

事降造設計者のことば

関 西 で 最 初 の 超 高 層 ビ ル で あ り 、 わ が 国 で

も 霞 ヶ 関 ピ ル に 次 い で 2 番 目 に 実 現 し た も の

である 。

主 体構 造 の 憐 造 形 式 は 二 重 チ ュ ー プ 構 造 て ¥

建 物 の 周 監 を 細 か い 柱 割 り の ラ ー メ ン とし、

コアの周囲を筋違っきラーメ ンで構成して、

こ れ ら を 立 体 的 に 結 合 し た も の で あ る 。 この

極 の 機 造 形 式 は 、 こ の 建 物 程 度 の 規 模 を も っ

高層ビルに適用すればメリ ッ 卜が多〈、その

後 に 笑 現 し た 高 層 ビ ル で の 実 例 が 多 い 。 なお、

筋 違 に は P C鋼 絡 を 用 い て 、 水 平 荷 量 時 に ラ

ーメ ンが 盟 性 域 に 入 っても 、筋 途 は ま だ 弾 性

変 形 域 に あ る よ う に し た 。

当 時 の わ れ わ れ と し て は 、 当 然 の こ と な が

ら 柔 構 造 は 初 め て の 経 験 で あ っ た 。往 来 の剛

構 造 の も の と は 構 造 的 感 覚 が い ち じ る し く 異

なる 。 そ こ で 、 構 造 計 画 を き わ め て 簡 単 な も

の と し 、 解 析 の た め の モ デ ル 化 と 実 際 締 法 と

の 相 互 反 映 に と く に 注 意 し な が ら 解 析 を 繰 り

返した 。 そして、 1/ 50の 軸 組 図 を 壁 に 貼 って、

毎 日 眺 め て デ ィ ス カ ッションしながら、少し

ず つ 自 信 を 深 め て い っ た の で あ る 。

先 ほ ど 述 べ た よ う に 、 他 に 例 を み な い ほ ど

簡 明な 構 造計画と したから、振動実験による

固 有 周 期 の 笑 jJ! IJ 値 は 、 解 析 倣 と よ く 近 似 し た

0 田

といいうる 。 Ｈ若林事 ｾｪ 幸雄Ｉ 1 階平面図 ( 1 :  1500)  
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構造データシート 4関西の超高層建築

/・'1111 4:1 中間磯，昆0砂層 正
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縦 デ ー タ シ ー ト 5 関西の超高層建築
大 阪 大 林 ビ ル デ ィ ン グ

置誼 Ｈ 罫亜ｾ 1川 階

軒 健

土佐堀通り
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N(，直

断面図 ( 1 :  1000) 

: 設; 設 計: 大林組一級建築士事務所

監 理 1/

J 計 ; 構 造 設 計 1/

: 施 工: 大林組

j エj 渚 ー工:-B?HO45年 12月

:  Jt ll :竣 工; 昭和48年 1 月

: 建 築 場 所 ; 大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 37 

: 建 物 用 途 : 事 務 所 :  

j- 面 j 延 面 面 ; 50，29264mE

， ｬｾｴ＠ : 基準階面積: 1，362. 06 m'  :  

j 階 : j : 也 王 : 32階

:  j : 也 下 ， 3 階

(数 j 浴 屋 iなし i  

:i 問 : 軒 高 : 119. 800m :  

: 最 高 部 高 : 120. 000m 

: 基準階階高: 3. 600m 

さ: 1 階 階 高 5. 400m :  

基礎底深さ: 13. 800m 

支持層深さ: 13. 800m 

支持層の土( 支持地盤は洪積層て¥主とし

質と N 値 ; て砂層および砂喋層からなる

: 大阪層群である 。砂層および

( 底 : 砂礎層は十分密であり、互層

: を な す 粘 土 層 も 十 分 な 強 度 を

， t也i j 持 っている 。

:  :  N > 50 

: 盤 j 許容地耐力 i長 期 : 50t / m'  

: 短期: 10Ot / m'  

; 基 礎 形 式 ; ベ タ 基 礎

商 品 且 形 式 : 地 上 階 : 鉄骨造

; 槌 別・地下階 : 鉄骨鉄筋コ ンクリート造 :  

: 固 有 周 期 : T ， 3. 93秒

( 設計用せん断力( 最上階 0 .32 :  

: 係 数 ， 1 階 0. 072

事降造設置十者のニとぱ

高 層 ビ ル の 構 造 計 画 は 、 精 進 設 計 者 に と っ

て 非 常 に 魅 力 的 で や り が い の あ る 仕 事 で あ る

と 同 時 に 、 む つ か し く 頭 を 悩 ま す 仕 事 で も あ

る。 構 造 計 画 が 意 匠 や 設 備 と 共 存 し て こ そ 良

い 建 物 が 生 ま れ る こ と に な る が 、 こ の 調 和 を

と る こ と も 難 題 の一 つ で あ る 。 こ の 建 物 の 設

計 に あ た っ て も 以 上 が 大 き な テ ー ? で あ っ た

が 、 幸 い に し て 関 係 者 の 協 力 が 得 ら れ 、 お 互

い に 自 己 の 主 張 を 通 し な が ら 、 う ま く ま と ま

っ た と 思 わ れ る 。 こ の 建 物 の 特 徴 の一 つ で あ

る 鋼 板 耐 震 墜 と 大 型 梁 に よ る ク ロ ス ス ト ラ ク

チャーなど、ｾ匠、設イ桁の協力に加えて、実

験 に よ る 実 証 に つ い て の 研 究 部 門 、 施 工 に 関

す る 現 場 関 係 者 、 鉄 骨 ' 製 作 者 な ど 、 関 係 者 全

只 の一 致 協 力 し た 最 善 を 求 め る 努 力 の 結 果 で

あ る と 考 え て い る 。 こ れ ら の 耐 袋 婆 紫 を 積 極

的 に 利 用 す る こ と に よ り 、 外 周 の 柱 ス パ ン を

9 . 0mと 大 き く し 、 開 放 的 な 事 務 所 ビ ル の 要 望

に マ ッチ し た 構 造 形 式 を 作 る こ と が で き た 。

完 成 後 10年 以 上 経 過 し た 現 在 に お い て も 、

こ れ ら の 基 本 思 想 や 技 術 が そ の 後 の 建 物 で も

活 用 さ れ て お り 、 現 在 で も 通 用 す る 機 造 計 画

であ っ た と 自 負 し て い る 。 ( 高木正敏)

主主

礎

1 階平菌図 ( 1 :  1200)  

生u豊と社会/ 1984年 2 月号 27 



精進データシート6関西の超高層建築

大 阪 国 際 ビ ル デ ィ ン グ

; ; 設; 設 計: 竹中工務庖大阪一級建築士事務所;

: : 監理: 11 

:  3t: 構 造 設 計 / 1

; 施 工: 竹中工務活大阪本庖 :  

! エ( 着 工! 昭和45年 12月 i  

: 期: 竣 工: 昭和48年 2 月

: 建 築 場 所 ; 大 阪 市 東 区 安 土 町 2 丁目 30

: 建 物 用 途 : 事 務 室 :  

: 面 ， 延 面 積 : 65，029 .29 m'  

; 積 基 準 階 面 積 : 1，576. 09 m'  

: 階 : 池 上 ， 32階 ー;

! 地 下 ， 3 階

: 数 ; 塔 屋 ， 1 階 j  

' 高 ; 軒 高 ， G  L +120. 95m 

1最 高 部 高 ， G  L +125. 11m :  

i 基準階階高 3. 550m

さ: Ｑ 階階高ｾ _  __ _  __ _  _  ｟Ｕ｟Ｎ｟ｾｾｾｾ＠ _  _  _  __ __ _  _  _  _  _  _  _: 

基， ，基礎底深さ: GL - 1 4 . 0 m 

j 支持層深き， G L ー 7.0 m 

f 礎: 支持層の土; 天満砂磯層

i  ! 質と N 他 :  N  =40- 50  ‘  

; 底: / なお下記許容地耐力は支持層l

， j  '  内部洪積粘土層の支持力よ川

: 池 : 快 定 /  

j 許容地耐力( 長期: 35t /m'  

1盤 : 短 期 : 55t / m'  

; 基 礎 形 式 : ベ タ 基 礎

; 骨 組 形 式 ; ラ ー メ ン 構 造 • 
; 種 別IJ :  3 階以上 S 造

I  2 階 以 下 S R C造 t  

; 固 有 周 期 : T， 3. 57 

l 設計用せん断力( 最上階: 0. 37 ( 塔屋は1 . 0)

; 係 数 I 2 階 : 0. 08 G  

構 造 段 計 者 の ニ と ぱ

本 建 物 の 機 造 計 画 に あ た っ て は 、 構 造 の み

な ら ず 他 部 門 の 総 合 力 を 有 機 的 に 統 合 し 、 生

産 性 、 総 合 的 経 済 性 、 と り わ け 市 街 地 中 心 部

での主主政という、作業環境等を総合的に判断

して進めた。本建物の精進計画の基本方針は、

徹 底 し た 合 理 性 の 追 求 に あ り 、 こ の 原 則 の も

とに種々の構造方式について検討した。

本 建 物 の 規 模 は 基 準 階 平 面 約4 0 m角 、 階 数

32階、高さ 125mで、高層建物として構造上バ

ランスのとれたプロポーションをもっている。

構 造 種 別 は 、 低 層 部 ( 2 階 以 下 ) は 剛 性 、 強

度 の 大 き い 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 高 層 部

(  3 階 以 上 ) は 軽 量 で か つ 強 度 、 靭 性 に 包 む 鉄

骨 造 と し て い る 。 精 造 方 式 は 外 周 な ら び に コ

ア廻りの、 3 m 間 隔 の 柱 列 帯 か ら な る 二 重 閉

鎖 型 ベ ア リ ン グ ウ 才 一 ル タ イ プ で あ る 。 な お

地 上 階 に お け る 耐 震 耐 風 要 素 は こ の二重チュ

ー プ だ け で 、 通 常 用 い ら れ る プ レ ー ス 、 あ る

い は 、 壁 の 類 は 一 切 使 用 し て い な い 。 こ れ は

内 と 外 の チ ュ ー プ の 振 動 性 状 を で き る だ け 等

し く す る こ と と 、 鉄 骨 仕 口 、 お よ び 鉄 骨 建 方

の単純化をはかるためである。

( 江洲征昭/ 久徳敏治/ 天道一)

匝) ( )

15F 
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断面図 ( 1 ・1∞0)
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2 階平面図 ( 1 ・1000)
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事務室

掴剛
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一盟

事務室
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ＳｾＱＶ 階平面図 Ｈ 1  :  10∞)  
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構造データシート 7 関西の超高層建築大阪ロイヤルホテル新館

断面図 ( 1 ・l脚 )
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基準階平面図

( 1 ・1000)

戸 日旦

? ? ? 守内g∞" I  Ｂ ｩＧ ｾＮＺｲｯ ｬ＠ l'閣内| 戸市|価。|

1 階平面図 (1 :  2澗 0)

; 品 j 設 計; 竹中工務庖大阪一級建築士事務所 j

''''' ， 

: ム. 監理 H '  

: 則 ( 構 造 設 計 : JI 

!施 工; 竹中工務庖大阪本庖 i  

j 工( 着 工( 昭和46年 3 月

i 期: 竣 工; 昭和48年 9 月

( 建 築 場 所 i大阪市北区玉江町 1丁目 l 番地:

j 建 物 用 途 : ホ テ ル ー

j 面 ( 延 面 積 : 73，150. 9m'  

; 積( 基準階面積: 1，441. 1 m'  

l 附 : 地 上 : 30階

!ニ: t也 下 : 2階

ＺｾＺｪ 呑屋［一

: 官 : 軒 高 : 107 .2 m 

i 同 j 最 高 部 高 : 107 .2m

さ
j

基準階階高 : 3.2 m 

， 1 階 階 高 4. 5m

基 j 基礎底深さ: G. L. - 12. 55m 

礎( 支持層深さ :G. しー 29. 00m

底( 支持層の土) 天満砂唆層

( 質と N f直 :  N > 50 

:  t也，

; 長期 : 300t! m'  

; 盤 : く い 耐 力 :

• ; 短期 : 600t! m'  

: 基 礎 形 式 : < い基礎 • 

i骨 組 形 式 ( 地 下2階~地下1階 : S R C造 j

i種 別 i耐震壁を含むラーメ ン架 構 (

:  1階- 4階 S R C造、ラ ー メン i

l 架精 :  

:5階- 30階 S 造、ラ ー メン架 精 ;

i 固 有 周 期 同 長 辺 1 . 27眠、短辺0. 83航 j

i 設計用せん断力( 最上階: 長辺1 . 27、短辺0. 83 :  

j 係 数: 1 階: 長辺0. 11、短辺0. 11 :  

構 造 設 計 者 の こ と ぱ

大 阪 ロ イ ヤ ル ホ テ ル 新 館 は 、 昭 和40年 に 竣

工 し た 大 阪 ロ イ ヤ ル ホ テ ル の 裏 側j 敷地に、こ

の 旧館 と機能的にも、空間j 的 に も 、 有 機 的 に

一体 と な る よ う 計 画 さ れ て い る 。 新 館 と 旧 館

の聞は、エキスノ マンショ ン ジョイ ン トによ っ

て 、 構 造 的 に 分離 されている 。

平 面 形 は 、 高 層 部 お よ び 中 層 部 と も そ れ ぞ

れ 長 方 形 の 平 面 を も っ 比 較 的 単 純 な 形 を し て

ｾ＠

いる 。

建物のプロポーショ ンは、高層部の高さと

建 物 短 辺 幅 の 比 ( 中高高比) が 5 以 上 の 塔 状 の

範 鳴 に 入 る 防 げ 変 形 が 卓 越 す る 形 状 で あ る 。

基 礎 は 、 G . L .  - 29. 0mの 天 満 砂 磯 層 に 定

着 し た ベ ノ ト 杭 に よ って支持させている 。

高層部純鉄骨部分のラーメン架構の柱には、

400mm X  800mmシ リー ズ の 特 注 H 形 鋼 を 単 材 に

て 使 用 し 、 建 物 長 辺 、 短 辺 の 両 方 向 の 剛 性 に

大 き な 差 が で な い よ う に 計 画 し た 。 す な わ ち

4 柱 列 の 中 で 外 側 2 柱 列 は 、 建 物 長 辺 方 向 に

H 形 鋼 の 強 軸 が 作 用 す る よ う に 配 し た 。 一方、

建 物 短 辺 方 向 は 、 内 側 2 柱 列 が H 形 鋼 の 強 軸

に 作 用 す る よ う に 配 し た 。 また、両方向とも

柱 ウ ェ プ 面 に 接 合 さ れ る 大 梁 は 、 ピ ン 接 合 と

した 。 ( 藤井正経/ 久 徳 敏 治/ 佐藤哲夫)
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兵 庫 駅 前 市 街 地 住 宅

: 設( 設 計( 日本住宅公団大阪支所

監 理 11

:  ｾｲ＠ : 構 造 設 計 : 11 

! 地 工: 鹿島建設

! ェ: 活 工 j 昭和46年 4 月

i 期( 竣 工; 昭和48年 9 月

( 建 築 場 所 ; 神 戸 市 兵 庫 区 羽 板 通 り 3 丁目 j

i 主lt 物 用 途( 住宅、勤労市民セ ンタ一、底舗等 i

j 面 ) 延 蘭 偵 : 36，679. 68m'  

( 積) 恭準陥商般: 620. 4m' X  2 棟

: 階: j也 上 : 20階

:  j也 下 : 1 階

Ｈ数 ｾｹ答 ー昼， 3 階

: 高 : 軒 高 : 63.8 m 

，最高剖 Ｑ ｪｬＧ ｾＺＷ ＱＮ Ｒｭ

， ，基準階階高: 2.850m 

- さ: 1 階 階 高 : 4. 30m 

! 什( 基礎底深さ : G し - 8. 500m 

l z l 支持層深さ: GL - 1 7 - 1 8 m 

ごj 支持層の土 j 礎i昆り砂層

J 2i 質と川也 :  N= 50 

:岨 l j 長 期 -

: 盤: 許容地耐力.

短 期 -

j 基 礎 形 式 iべノト杭

: 骨組形式樋7 ) IJ: 全階 S R C

j 固 有 周 J t l l :  T ， 1. 32 

: 設計用せん断力; 最上階 : 梁間0. 844 桁 行0. 624:

i 係 数: 1 階 : 梁間0. 177 桁 行0.171 :  

25. α B  )4，2! 氾

30 l I ! 築と社会/ 1984年 2 月号

事陽造設計者のことば

本 鐙 物 は 、 地 上201; 符 ・応 屍 31; 皆の高層部と、

地 上 2 階 の 低 層 部 と よ り な り 、 と も に 同一 深

さ の 基 礎 盤 を も っ 地 下 1 階をイT し、 1 1; 皆床而

以 下 で一 体 梢 造 と な っているほかは、 ，h'ltJ.II的

に高層音I1は 低 層 部 と 切 り 紛争されている 。 高l f 1

おRは 短 辺 Ji 1Il J 5. 35m+  8. 5 m十 5. 35mの 3 ス

パン 、長辺万戸'J7 .5 m+ 5 . 5 mX 3  +  7 .5  mの

5 スノ マンで、 19. 2mX  31. 50 mの 長 方 形 平 而

をもち、上音I1榊 迭 は 純 ラ ー メ ン構 造 、 地 下l塘

は十分剛ｾＡￍｬな耐長壁をイ了するラーメ ン 榊巡と

なっている 。

本 建 物 は 41増 以 上 が 住}?-r で あ る が 、 そ の 隔

壁 は 周 聞三 Ji をグラスウ ー ル に て fi. 組 か ら 絶

縁した軽量コ ン クリートプロ ッ ク 墜 と し 、 外

1階平面図

( 1  :  2∞0)  

構 造 デ ー タ シ ー ト 8 関西の超高層建築

ｾは続五￬Ｚ ｐ C 板 を 問 い て 構 造 的 に は 純 ラ ー メ

ン 柿 泣 と 凡 な さ れ る よ う 工 夫 し て い る 。 また

鉄 1';' 鉄筋コ ン クリ ー ト苦I1材 は 応 力 の 大 半 を 鉄

十ＢｪＭに ｾｪＱｬ させ、コ ン クリ ー トは、耐火上の役

割を. i l l 枕して鉄筋は最小限にとどめるとの方

童十によ っ ている 。

鉄 '，-' ; ・は長l : 卜字形、梁 I 形 断 面 の 椛 按*JL立充

腹 材 て¥ 柱・梁接合音I1は柱i ' t 通型で、柱心よ

り 1 mま で 片 持 材 を 持 ち 出 し 、 こ れ に 日 カ ボ

ルト l管機接合にて梁を現場後合にて取り付け、

位 継 子 は 現 場 溶 後 に よ っ ている 。

な お 断 面 設 計 に 当 た って は 、 池 袋 11寺に梁が

伎 に 先 ん じ て 降 伏 を 開 始 す る よ う 留 意 さ れ て

いる 。 ( 日本住宅公団大阪支所)

断面図 ( 1  :  1000)  



構造データシートタ
大 阪 堂 島 電 電 ビ ル

二事

二電

一一一→

一一一→

一一一十

一一一一十

二言

二言

一一一→

一一一一十

一一一千

一一一一+

一一一寸

一一一一十

二写

関西の超高層建築

j 設 j 設 計: Th: il I 公社建築局

; i 主 理 : 11 

: 計 : 構 造 設 計 : 11 

j 施 工 j 竹中立縮、大棚、間組、銭高組(

j ェ: 着 工 j 昭和46年 6 月 (  

: 期; 竣 工 j 昭和49年 10月

j 建 築 場 所 j 大阪市北区堂島西町 2 番地

・ 建 物 用 途 : デ ー タ 通 信

j 面 j 延 商 紅 ! :  120，063 . 99m'  

( 積; 基準| 培面積: 3，20660m2 

( 階 ( 地 上 : 251渚

; 地 下 : 31堵

; 数: : t喜 屋・ 11者

: 高 ; 軒 高 : 120. 00m 

最高昔日高: 120. 00m 

基準階階高・ 4. 50m 

さ 1 1稽 階 高 : 8. 10m 

基礎底深さ: G  L - 26. 55m 

支持層深さ: G  L  - 26. 55m 

支持層の土: 砂レキ層

質と N他 : N値 50

長期 70t /m'

短期 : 140t /  m'  

， 基 礎 形 式 ， 直 後 ベ タ 基 礎

; 骨 組 形 式 : 2 階以上 S 造

! 種 別J :  11培以下 S R C造、 一 部R C造

: 固 有 周 期 : T ，= 3.37秒 (1正) 3. 36秒( 短) :  

j 前十周せん断力; 最上| 滑: 0. 40( 長) 0 .35( 短) :  

( 係 数 : I  I  

:  1 階 : 0. 10( 長) 0. 085( 短) :

許容地耐カ

基

礎

底

地

盤

断面図 ( 1  :  1000)  

構 造 設 計 者 の ニ と ば

こ の 建 物 は 、 デ ー タ 通 信 サ ー ビ ス の た め の

施設を収容することを主用途としているため、

1
1皆同 ・積 載 待 選 と も 一 般 の ' J i . 務所処築に比べ

大きくなっている。また、最上| 滑には、マイ

ク ロ ウ ェ ー プ 通 信 用 の ア ン テ ナ を 収 容 す る デ

ッキを設けている。

建 物 の 平 面 ・立 而 は き わ め て 絞 形 で あ り、

外 周 の 柱 列 架 織 と 中 央 コ ア 部 分 に 配 i位した X

型 鉄 骨 プ レ ー ス ( H 鋼 ) をがfg主要議とする鉄

骨造の骨組を採用している。

柱材は、 400 mmシリ ー ズ の 厚 肉 H 形 鋼 ( 故

大 フ ラ ン ジ 厚70mm) を 使 用 し 、 プ レ ー ス 両 側

の柱および中位は、 2 ノドの H 形鋼を i界接によ

り 組 み 立 て た ダ ブ ル HJ 杉としている 。

1 階 以 下 は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ( 地 下

3 階 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 ) で 、 コ ア 部 分 お

よ び 建 物 外 周 に 剛 強 な 耐 袋 壁 を 配 置 し た 剛 性

・強度の高い構造としており、必礎は、 G L

- 2 6 .5 mの砂障壁層 ( 天満府 ) を支持病とする

直接ベタ基礎としている。

高 層 の 電 気 通 信 用 局 令 で あ る こ と か ら 、 収

容 さ れ る 機 器 類 に つ い て も 、 応 答 解 析 お よ び

各 種 笑 験 結 楽 に 基づく恥Ih建設計を行 って、 J也

良 時 に お け る 通 信 の 安 全 性 の 雌 保 を は か っ て

いる 。 ( 北 後 寿/ 木 村 栄一/ 湾 問弁/ 布 谷 間 司 )
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中之島センタービル

j 設( 設 計 i電電公社建築局 j  

j 監 理; 日本総合建築事務所

j 計 j 構 造 設 計 j 電電公社建築局日本総会建築事務改i

l 施 工: 大林組、竹中工務底

; ェ: 着 工; 昭和46年6 月 ;  

; 矧( 竣 工( 昭和50年4 月

: 建 築 場 所 j 大阪市北区中之島 6丁目 2番27号 :  

: 建 物 用 途 : 事 務 所 、 ホ テ ル 、 庖 舘i

: 面 ; 延 面 積 : 73，929. 59m'  

: 積: 基準階面積; _  _1_ ｾｾｾｾ＠ _  _  _  ｟ｮＺｾ＠ _  _  _  _  _  _  _  _  _  _  _  _  _  _  _  __:  

: 階 : 地 上 : 30階

地 下 : 3階

: 数 i俗 屋 :

: 高 ; 軒 高 : 123. 05m 

( 最 高 都 高 : 129. 525m 

j 基準階階高: 3. 80m 

さ: 1 階 階 商 : 6. 00m 

: 瓦語孟議玄 :-ei 三ーl-616示一ーー !  

議; 支持層深さ: G  L  - 33 .  70 m :  

底 j 支持層の土! 砂レキ層

益j 質と N イ直 :N値 50

i  Z午谷地耐力; 長期: 坦t ! rrr 短期: 5∞t/耐 i  

l 基 礎 形 式 ( 杭 基 礎

; 骨 組 形 式 :-3階 - 3 0階 5 造 (  

; 種 別［地下 Ｑｾ 皆ｾ地上 Ｒ 階 ｓｒｃ 造Ｚ

1地下2、3階 R C造

; 固 有 周 期 : T， =3. 50秒( 長) 3. 55秒( 短) :

: 設計用せん断力; 最上階: 0. 30( 張関) 0. 245( 桁行) :

: 係 数 : I  

:  1 階 0. 08( 11 )  0. 083(  11 ):  

事跨造般骨十者のニとぱ

高 層 部 ( 3 階以上) は、外周に主主列 1淀川を

自己した鉄骨迭の骨組で、張問方向はコア部分

に X 型 の プ レ ー ス を 配 置 し て い る 。 桁 行 方 向

は 純 ラ ー メ ン 構 造 で あ る 。 柱 断 面 は 、 コ ア 部

分 と 四 隣 の 柱 が 溶 接 組 立 B O X型、その他は

H 形鋼を使用している 。

2 階以下は、高層部に対し平面的に拡がっ

ており、 1 、 2 階は鉄骨鉄筋コンクリー卜造、

地下階は鉄筋コ ンクリート造( 地下 l 階コア

部 分 は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ) で あ る 。 ホ

テ ル 部 分 ( 地 上 8 階) は、 3 階以上を別機と

し、 2 階以下は一体の構造としている。

基礎は、 G_ L - 3 3 m以深の砂磯層( 天満府)

を支持層とする場所打コンクリート杭( 後2 .0

m、1 . 5 m) で あ る 。地下外周昔日には地下述

絞壁( 1 写さ 60cm) を設け、杭と同じ深さまで

砂入させることにより、周辺部の鉛直荷重と

地 震 時 の 転 倒 モ ーメントを負担させている。

池 袋 応 答 解 析 は 、 杭 お よ び 地 下 述 絞 墜の 水

平 ・回 転 剛 性 を 考 慮 し た モ デルについて行っ

て い る 。 設 計 用 風 荷 重 に よ る せ ん 断 力 は 、 地

力 に よ る 層 せ ん 断 力 の 7 5 %以下であり、苦I1

材 設 計 は 地 袋 力 に よ る 応 力 に 対 し て 行 ってい

る。( 北後寿/ 木村栄一/ 布谷龍司)
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構造データシート1 0関西の超高層建築

配置図 + 1 階平函図

(1 :  2∞0 )  

断面図 ( 1: 1∞0)  

事務室



三 宮 一 丁 目 西 ビ ル

• 4  j 神戸市計画局三宮再開発課， P R  

J 設 l 設 計 ，

:  1  ; 日建設計

; ョ ; 監 理 IJ 、 IJ

;  P  I  ;  

; m造 設 計 ， IJ 、 IJ 

: 施 工 j 清水建設

(エ i 必 エ! 昭和48年 1 月

;却! i 竣 工 i昭和50年 12月

; 些一里ー芳-pqj 丹戸市生田区三宮一丁目 j  

j 建 物 用 途 ; 庖 舗 、 駐 車 場 、 事 務 所 j  

j 面 j 延 面 被 : 54 ，925m'  

ｪ 秘 ｪ 基準階面積 ｩ｟ＡＡ＿ｾｾｾＺ
:  1堵: . t 也上: 19階

j 地 下 2階

: 数 : 熔 屋 : 3階

; 高 j 軒 高 : 74. 950m 

故 防 苦11高: 86.  950m 

基地| 暗階高: 3. 6m 

さ: 1 階 階 悶 : 5. 9m 

仕( 基礎底深さ: S GL ー 16. 000m

二; 支持層深さ: S GL ー 16. 000m

zi 支 持 層 の 土 ( 腕 り 砂

j 質とNf I 直 :N値 29- 65

I也.

; 長期 ・35t / m'

盤: 許容地耐力

j 短期: 70t / m'  

j 基 礎 形 式 ・ ベ タ 基 礎

P! - ・B，階 RC :  

組 形 式 ，

( 紐 ; B，- 4階 SRC

'li ｾｉｪ＠ :  

; 一 ; 5 - P，階 S

X 方向 1. 80s ec  :  

: 固 有 周 期 : T， 

:  :  y 方向 1. 86 sec :  

: 設計用せん断力・最上階: 0 .633 

( 係 数 : 1 階 : 0. 150 :  

構 造 段昔十者のことば

こ の 他 物 は 、 神 戸 三 宮 セ ン タ ー 街 の 中 心 に

位澄し、 J) l . イムセンタプラザと呼ばれている。

、たる用途が、各組庖古ili 、l駐車場、ポーリン

グ 場 、 事 務 所 、 レ ス ト ラ ン 等 か ら な る 複 合 ビ

ルである。

建 物 の 特 徴 は 、 低 層 部 ( 4 階 ま で ) が6001

X  100 mの 平 商 を 持 つ 、 全 両 ア ス フ ア ル ト 防

水仕上の府匁1 i と駐車場、高層部( 5 階 - 191滑)

が 3 6 mX 3 6 mの 平 面 と 大 ス パ ン ( 18m) を有

す る 事 務 所 か ら な り 、 平 面 形 状 と 質 量 差 が 非

常 に 大 き く 、 ホ イ ピ ン グ 、 ね じ れ 等 の 現 象 が

生 じ や す い こ と で あ っ た 。 し た が っ て 、 上 部

と下部の質量と、岡IJ 性 の バ ラ ン ス を と り 、 振

動 性 状 を よ く す る と と も に 、 耐 力 の 確 保 を い

かにするかについて配慮、し、設計した 。

結来は、 4 階 以 下 の 低 層 部 を S R C造とし、

5 階 以 上 の 高 層 部 を S 造 と し 、 こ の 部 分 に 構

造 住 状 の よ い 偏 心 K 型 プ レ ー ス ( 参 考 文 献 -

日 本 建 築 学 会 論 文 報 告 集 第 195 号) を X 、 Y

両 万 向 に 般 極 的 に 採 用 す る こ と に よ り 、 解 決

している。( 鵜飼邦夫)

基準階平面図

(1 :  1∞0)  

構造データシート 1 1関西の超高層建築

断面図 ( 1: 1側 )

貸 割 程 貸事務室

2.叫 旦l 】 旦Ll ゐ
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大阪マルビル

; 設: 設 計! フジタ工業

: 監 理 : 11 

j 計 ; 構 造 設 計 11

! 施 工; フジタ工業

; 工; 渚 工 j 昭和48年 10月

i期 j 竣 工 j 昭和51年 3 月

: 建 桑 場 所 : 大 阪 市 北 区 梅 田 4番地

( 建 物 用 途 iホテル、庖舗

; 面 i延 面 積 : 41311. 7 m'  :  

i積( 基準階面積: 745. 06m'  

j 階 : j也 上 : 30階

:  j也 下 : 4階

ｪ 数 ｪ 塔屋［Ｍｾ階
: 高 ) 軒 高 : 113 .75m 

: 最 高 部 高 : 123 .92m 

; 基準階階高: 3. 2m 

さ: 1 階 階 高 : 4 .5 m 

基! 基礎底深さ: GL - 1 8 . 6 m 

礎 j 支持層深さ j GLー27. 9m

l 支持層の土: 地表から23- 24mまでは沖積層。

底; 質と N 値 : それ以下は糊買層( 天満砂喫層)。

地

Nfl直は 50以上

長期 : ピア、アースウ方ーl レ2'.:IJ t/耐

1 許容地耐力:

: M:  : 短 期 -

j 外周部/ 述続地下笠利用 4  

; 基 礎 形 式 。

;  ・内側/ 場所打コンクリートピア基礎 '

j 骨 組 形 式 j ・3 階以上/ 純鉄骨造

: 種 別; ・ l 、2階 / 大梁純鉄骨造、住鉄;

.  i  骨鉄筋コンクリー卜巡 i  

: ・地下部/ 鉄骨鉄筋コンクリ - 1

ト造および鉄筋コ ンクリート

i 造 :

i 固 有 周 期 : T ， 3. 41 記 c( 高層プロ ック) :  

i 設計用せん断力: 最上階: 0. 396 

: 係 数 ! - ｾ階 ＺＰＮＰＸＱＶ :  

34 建築と社会/ 19制年 2 月号

基準階

平面図

( 1 :  1∞0)  

構造データシート 1 2関西の超高層建築

構 造 段 計 者 の こ と ば

土 10 

20 

砂 磯 1>50

質 Nf ，直

「大阪マノレビ J レ」は、大阪市の大阪駅前再開

発 事 業 に 呼 応 し 、 民 間 再 開 発 と し て で き た 問

筒 形 の 趨 向 層 ビ ル で あ る 。

建 物 は 、 池 上3011皆の高層ブロ ッ ク と 地 上 6

階 の 中 層 ブ ロ ッ ク 、 そ し て 敷 地 い っぱ い に 設

け ら れ た 地 下 部 で 構 成 さ れ て い る 。 このうち

高 層 部 は 直 径31 m の 円 筒 形 て ¥ 外 周 に そ って

多 函 形 ( 26面 ) に 柱 を 配 置 し た 多 角 形 チ ュ ー

ブ 架 械 と し て い る 。 8 階 よ り 下 部 は 階 高 の 附

加 お よ び 用 途 上 5 階 以 下 で 柱 数 を 半 減 さ せ て

おり、この間I j 性低下を防ぐため、直径1 5 mの

内 側 コ ア ー の フ レ ー ム に も 抵 抗 さ せ る 二 重 チ

断面図 ( 1  :  10∞)  

ピア、アースウオール

クイ基礎

ユ ー ブ 架 構 と な っている 。

基礎形式はクイ基礎とし、外周音I1は 連 続 地

下 壁 を ク イ 利 用 し 、 内 側IJ は リ パ ー ス 工 法 に よ

る 現 場 造 成 ク イ と し た 。支 持 層 上 部 は 梅 田 層

の 軟 弱 な 地 盤 で あ り 、 建 物 の 安 定 上 、 外 周 の

述 統 地 下 壁 ク イ は 効 果 が 大 き い も の と 思 う 。

構 造 解 析 に は 自 社 開 発 の プ ロ グ ラ ム の ほ か

F R A N( I. B. M) . A S K A  ( CR C)  を{ 吏用した 。

建 物 の 振 動 計 測 に つ い て 、 躯 体 完 成 時 、 強 制

加 力 振 動 笑 験 を 行 い 、 設 計 値 と の 比 較 検 討 を

し た が 、 引 き 続 き 高 層 部 と 地 中 57mま で に 計

6 点 の 池 袋 計 を 設 置 し 、 観 iWj を続けている 。

( 桑原達夫ほか)



森 之 宮(2) ー3市 街 地 住 宅
構 造 デ ー タ シ ー ト 13関西の超高層建築

乱; 設 計; 日本住宅公団大阪支所

; !?j 監 理 : 11 

［ 削［ ｟ ｾ斡造埜ｾ｟｟Ｚ｟｟｟ ｟｟｟Ｚｾ＠
! 総 工 l 竹中工務庖・熊谷組共同企業体 i

: 工; 渚 エ; 昭和49年 3 月

: 期: 竣 工; 昭和52年 5 月

j 建 築 場 所 ; 大 阪 市 東 区 森 之 宮2丁目2番地213.か

; 建 物 用 途 j 住宅 ・小 売 目 事 務 所 等

:  i 1 i i : 延面積: 45 ，340 .  11m'  

; 桜; 基準階面積: 1566.  52m'  

i 階 : 地 上 : 25階

: 地 下 ， 1階

j 数 : j ; 喜 屋 : 2階

高 : 軒 高 : 76 .200m 

: 最 高 部 高 : 85 .900m 

; 基準階階高: 2. 700、2. 800、2. 900m

さ・ l 階 階 高 ， 4. 800m 

基; 基礎底深さ: 7 .950m 

礎: 支持層深さ: 38- 42m 

底: 支持層の土・

: 砂層 N= 5 0  

:  j也: 質と N 値

j 盤 j 許容地耐力( 長期 ・ー 短 期 ー

; 基 礎 形 式 ・ ベ ノ ト 杭

: 骨 組 形 式 :

全 階 S R C

別;

j  固 有 周 期 : T ， 1.95、2. 02

! 設計用せん断力段上階 : 梁間0.338、桁行0. 334 :  

1 係 数 : 1 階: 梁| 百]0.132、桁行0. 130:

構 造 設計 者 の ニ と ぱ

本 建 物 は 地 上25階 、 地 下 1 階 の 高 層 部 が 主

体 と な って お り 、 最 高 部 は 85. 9m、 平 面 は 梁

間方向にスノ マン 8_ 3mの、 1 スノマ ン架 t障が約

9. 0m離れて並行し、上部の 3 層 に お い て そ れ

ぞれがフィーレ ンデ ィ ー ル 型 ト ラ ス で 述 結 さ

れ た 、 い わ ゆ る 巨 大 な 門 型 架 構 を 構 成 す る も

の で あ る 。 桁 行 方 向 は 12スパンの純ラーメ ン

とな っている 。

本 建 物 の 主 要 な 骨 組 は 、 鉄 骨 鉄 筋 コ ンク リ

ート総造であり 、基 礎 、 床 ス ラ プ 外 壁 の 一 部

は鉄筋コ ン ク リ ー ト 造 で 、 内 外 壁 の一 部には

P C 版 も 用 い ら れ て い る 。

本 建 物 の 主 な 用 途 は 集 合 住 宅 で あ っ て 、 梁

間 方 向 は 戸 境 壁 を 耐 震 壁 と し て 並 列 さ せ て い

る。 ま た 地 下 階 は 梁 問 、 桁 行 両 方 向 と も 耐 力

壁 を 十 分 に 配 置 し 、 地 上 部 分 に 比 し て 剛 強 に

設 計 さ れ て い る 。 ま た 、 階 段 室 ま わ り の コ ア

部分にはスリ ッ ト耐渓壁を用いて剛性を低め、

他 の ラ ー メ ン と バ ラ ン ス さ せ て い る 。

( 日本住宅公団大阪支所)

日

M山
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時

刻
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何

1 階平面図

@  

断面図 (1 :  1剛 )

基準階平面図 ( 1 : 1∞0)  

察

向

。
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阪急グランドビル
構造データシート I d 関西の超高層建築

; 荘: 設 ー計; 竹中工務庖大阪一級建築士事務所 -， 

i zi 監 理 ， 11 

:ロ l ' 縫 造 設 計 ， 11 

: 施 ー ェ: 竹中工務庖大阪本庖

! エ) 着 工: 昭和48年 3 月

i 矧 i 竣 工 j 昭和52年 7 月

i 建 築 場 所 ・ 元 医 市 北 区 両 国EtAi- ー

; 建 物 用 途 ; 貸 事 務 所，駐車場，庖舗

:詰-，-註-1吉一面 :-:72- ，-1瓦.j 日; 一ーーーー一一ーー一-

j 積 j 基準階面積: 2，048 .80m'  

TlW， 1 地 上:32階 一

: 階。

。数: 地 下， 3階

Ｚ塔屋ｾ _  _1，階

: 高 : 新 高 : 120. 785m :  

: 最 高 部 高 : 126. 885m :  

さ( 基準階階高: 3. 750m 

:  1 階 階 高 : 4.285m 

基礎底深さ: 15. 750m 

基，支持層深さ: 28. 110 m 

主 軸 i 支持層の土; 砂礎層( 天満第一砂草壁層 )

2  1 質と N 値 : N値50以上

m

m
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仇
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・

・

ノ
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昨杭

地

盤

14- 21階( 基準階) と中 8- 11階( 駐車場階) ( J : J OOO)  

事降造 設 計 者 の こ と ば

こ の 建 物 は 、 天 満 砂 喫 層 に 直 径 2. 0 mの ベ

ノ ト 杭 に よ り 支 持 さ せ て い る 。

平 面 形 は 計 画 上 の 基 本 条 件 ， 構 造 的 な 安 全

性 と 経 済 性 の 配 慮 の も と に 短 辺 方 向 2 スパン、

長 辺 方 向 9 ス パ ン の 柱 割 り と し 、 構 造 上 望 ま

しい対称形とな っている 。 しかし 6 階から 12

階 に 至 る 駐 車 場 部 分 は ス キ ップ フ ロ ア ー を 構

成 し 架 構 形 状 が 多 少 複 雑 で あ り 、 動 的 解 析 を

含 め て 十 分 な 安 全 性 の 検 討 を 行 っている 。

構 造 種 別 は 2 階 以 下 を 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リー

ト造としている 。 こ れ は 周 辺 既 存 建 物 と の 接

続、比較的階高が大きくかっ変動のあること、

さらに高軸力柱の災害の教訓などを勘案して、

で き る だ け 変 形 の 少 な い 剛 構 造 と す る た め で

ある 。

T
G2  

N値 > 50

建 物 の 主 体 で あ る 3 階 以 上 の 精 進 は 十 分 な

級 位 を 持 ち 、 か っ 比 較 的 軽 量 で 施 工 性 の 良 い

鉄 骨 ラ ー メ ン 構 造 と し 、床 版 は デ ッキプレー

ト捨型枠、 105mm)享 の 軽 量 コ ン ク リ ー ト で 、 梁

とはスタ ッ ドジベルにより緊結されている 。

大 梁 は プ レ ー ト 組 み 立 て の I 形 断 面 て ¥ 梁

成 は 一 般 階 で は 80cm、板 厚 は フ ラ ン ジ 材 で16

- 40mm、 ウ ェ プ 材 で10 - 16mmである 。伎 は 架

構 が 比 較 的 大 ス パ ン で あ る こ と 、 ス キ ップフ

ロ ア ー の 質 誌 の 偏 在 に よ る 摸 れ に 対 処 す る た

め、経済的で明I j 性の高いボ ックス形を用い、

住成は 60- 75c m、ネ反厚は 19- 70mmとなってい

る。 小 梁 は 設 備 配 管 上 の 配 慮 よ り ハ ニ カ ム 梁

を 用 い 、 ス パ ン の 長 い 大 梁 の 横 座 屈 を 有 効 に

防ぐ位置に配置した。

( 半田近衛/ 森本将/ 久徳敏治)

認
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新 長 田 駅 前 市 街 地 住 宅

j 設( 設 計! 日本住宅公団大阪支所 j  

: 監 理 " :  

; 計 ; 構 造 設 計 11

:施 工; 大林組・住友 ill 設 共 同 企 業 体 :

' 工 ・着 工: 昭和48年 9 月 :  

j 期 ; 竣 工; 昭和52年 8 月

: 建 築 場 所 : 神 戸 市 長 田 区 若 絵 町 5 丁目 1

: 建 物 用 途( 住宅・勤労市民センター・岨・レストラン等;

j 面 j 延 面 積 : 59，819. 96m'  

; 桜: 基準階面積: 1，410. 42m'  

:  1渚 ( 地 上 : 25階

:  :  ! 也 下 : 3階

:数 j 塔 屋 ， -

( 高 ( 軒 高 : 82m 

i最 高 部 商 : 82m 

: 基準階階高: 2. 85m 

j さ: 1 階 階 高 : 4. 90m 

( 基: 基礎底深さ :GL ー14. 50 m一部ー 7. 5m

j 礎( 支持層深さ( 向上

: 底; 支持層の土(

i 砂型軽層

:  ! 也; 質と N 他 ;  

N= 5 0  

l 盤: 許容1也面閉 j 長期 : 50t / m' 短期: 100t / m'  

; 基 礎 形 ー 式 : ベ タ 基 礎 -

j 骨 組 形 式 段 別 j 全階 S RC 

ｪ 固有周期 ［ｔｴ 梁間 ＱＮＶＱＰ 桁行 Ｑ｟ Ｎ ｟ｾｾｾ｟｟Ｚ

: 設計用せん断力: 23階 : 0. 48 

j 係 数 : 1 階 : ベースシャー0. 13

事情造設計者の ことば

本 建 物 は 地 上25階 、 地 下 3 階、段高高さ 82

m の 高 層 煉 と 、 そ れ を 取 り 囲 む 低 層 部 と か ら

なっている。

高 層 線 は 梁 間 万 向 3 ス パ ン 、 桁 行 方 向 に 12

スノマンであって、法部11皆向は 2. 85mである。

低 層 部 は 梁 間 方 向 6 スパン、桁行} J 向 14 スパ

ン で あ っ て 、 高 層 部 、 低 層 部 と も に 主 体 椛 造

は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ラ ー メ ン 燐 造 と な っ

て い る 。 法 縫 ・床 ス ラ プ ・地 上 部 分 の 笠 体 の

一 部 、 お よ び 地 下 部 分 の 耐 渓 笠 は 鉄 筋 コ ン ク

リート造である 。 地 上 部 分 の 外 壁 お よ び 主 な

内 壁 は プ レ キ ャ ス ト コ ンクリート版が用いら

れている。

本 建 物 の 高 層 部 と 周 辺 低 服 部 は 、 地 上 部 分

でも完全に接合されており、両者の問には、

エキスノ マンションジョイントは設けられて い

ない。

低 層 部 の 平 面 で 見 る と 、 高 層 部 は そ の 位 留

が一方に偏っているために、 J也良時に高層部

か ら 伝 達 さ れ る 府 せ ん 断 力 に よ っ て 、 低 層 部

に 振 れ 振 動 が 誘 発 さ れ る 可 能 性 が 々 え ら れ る

の で 、 本 建 物 全 体 と し て 振 れ に 対 す る 検 討 が

な さ れ て い る 。 ( 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所 )

0 0  

0  
0  

0  

t草地

梅造データシート 15関西の超高層建築

o  g o  

o  0  

1 階平面図

( 1 :  1α lO) 
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芦 屋 浜 高 層 住 宅 構 造 デ ー タ シ ー ト 16 関西の超高層建築

i主流一一一日 A S T除去ー函-r 軒議官--，

' 十; 監 理 : 11 l 絵下電工

! 計: -: ＢＮ ｾ Ｂ＠ ｾＺ＠ I松下興産

: 構 造 設 計 : 11 l高砂熱学工業:

: 施 工 : A S T M共同企業体

王; 通一一ーー王! 遍福b尋百子一一一一一 :  

; 坦: 竣 工 j 昭和54年 7 月 j  

j 建 築 場 所 ; 兵 庫 県 芦 屋 市 若 葉 町 、 高 浜ij -:

; 建 物 用 途 : J具合住宅 ( 52練)

: 面 ; 延 面 積 : 308，701m'  

・ 積 基 準 階 面 積 : (県営14F)237. 89- (民間29F)459.94m' :  

' 1 f t + ' ; 地 上 : 14、19、24、29階

' 年: t也 下: なし
l  

俗 昼: なし

: 寓; 軒 高: Ｈ 蛸 ＱＴｆ Ｉ ＴＰＮＵ ＦｮＭ Ｈ 即時 ＲＹｆ Ｉ ＸＴＮＳｾ ・

最 高 部 商 : 11 

さ j 基準階階高: (6G川プ)2 部m、仰イプ)沼2 ω

:  Ｑ 階階 ｺ高ｾＺ 11 I  

基礎底深さ: (県哲14F)GL' 3. 0m‘ (民lin29F)GL. 6. 0m

支持層深さ: GL - 2 9 . 0 m - 3 8 .0 m 

; 基; 支持層の土: Di s 層

:  1遊 j 質と N 値 :  ( 供械層のうち 1  

j 底 j : l 伊丹累層の砂層j

:  t也: :  Nf 直孟 50

:盤: < い 種 類 j 鋼管ぐい

:  < い耐力: 長期: (;610・岡)l 40t /本ベ;111加 )28α /本

;  j 短期: 抑/本 側t/本

: 基 礎 形 式 j 鉄筋コンクリート格子げた込礎 j

j 骨 組 形 式 : 剛 按 ト ラ ス に よ る 大 架 構 形 式 :

: 種 別 : 5 造

p 固 有 周 期 : T ，< 桃 山' I t1F 、X) ] . 41sec

ー ＨＱｾＱ Ｑｉ Ｑ ＲＹｆ 、 ｘＩＲ Ｎ ＶＴｳ･｣Ｚ

l 設計用せん断力: 最上階: (県営14' )0.52例 郎1)29F)0.432 :  

- 係 数 : 1 階 :O.235-{).125 :  

「刻印

L

I 7G6. l Xl )  34. 020 

共用階平面図 ( 1 : 1脚 )

構 造 設 計 者 の こ と ば

本 計 画 は 、 昭 和 47年 に 建 設 省 そ の 他 の 主 催

に よ り 行 わ れ た 「 工 業 化 工 法 に よ る 芦 屋 浜 高

層 住 宅 プ ロ ジ ェ ク ト 提 案 競 技 」 に 第 一 位 入 選

し、笑施されたものである 。

高層集合住宅としての機能上の諸要求と、

業 化 工 法 を 指 向 し た 構 造 計 画 を 有 機 的 に 結

合させる解決策として、階段コアを住とし、

共用 1
1皆をはりとする鉄骨大架構に、 PCa板に

よ っ て 榊 成 さ れ る 住 戸 ユ ニ ッ トをはめ込んだ

新しい椛法による大架構方式の集合住宅を巧・

3促した。

そ の 結 来 、 住 戸 内 は 柱 ・は り か ら 解 放 さ れ

た快適な内部空間1が 得 ら れ 、 ま た 5 階 ご と の

共用 11管は高層集会住宅特有の問題である防災

避 難 に 対 す る 拠 点 と し て の み な ら ず 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ ー 広 場 と し て も 重 要 な 役 割 を 有 し て い

る。

こ の 銀 総 形 式 で 多 数 の 住 練 バ リ エ ー シ ョ ン

( 住戸広さ 、| 指数変化 )に 対 応 し て い る が 、 榊

造1' 1- 組 と 住 戸 ユ ニ ッ トを分離した新締法のた

め、苦11材 寸 法 の 変 化 は 椛 造 体 の み で 吸 収 す る

こ と が で き 、 住 戸 ユ ニ ッ トの PCa板の様i ¥l l 化

に 大 き く 寄 与 し て い る 。 ま た 本 締 法 上 の 重 要

なポイントである各種の接合苦11については、

テ フ ロ ン の す べ り 支 承 を 壁 板 ど う し の 按 令 部

に用いるなど、 PCa板 の 住 戸 ユ ニ ッ トが鉄什

架 織 の 変 形 に 追 従 で き る よ う 、 性 能 を 確 保 し

ている 。 ( JJJI 泌 裕i盆/ 田 村 良 治/ 久徳敏治)

[で

は

園

! ハム i t  

住戸階平面図 ( 1 :  1000)  

1 階平面図 (1 :  1∞0)  

断面図 (l :  1∞0)  
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構造データシート 17 関西の超高層建築

ちどりが浜団地K M地 区

ーｾ 0  :  .  . 砂: 議. . 下部洪積層

断面図 ( 1 ・l∞0 )

I占性土

一

一

一

一

一

一

宍

町

田

S

判

的

一

3

d

l

g

J

L

S

F

J

 

o
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亘

書

三

- 40 

- 50 

ーω

- 20 

gs i  

ｾ＠ :8 、

1件件7. 3お 抑 山5印0

lE 

「

基準階平菌図 ( 1 : 1∞0)  

:恐 i 設 計: 日本住宅公団関西支社 ;  

"" 
， w <  盟主 連 11

' 3十l

:  t持 造 設 計 11

工 :hT水建設 ・飛Jゐ主主設1 V(K 地区 ):

施 ・

: 大林組 ・戸回建設1 V( M地区 )

(エ j 泊 工; 目白柏51年 9 月25 日 :  

(則 j 竣 工 J 昭和54年 9 月24 日

: 建 築 場 所; 兵庫県西宮市高須町 l丁目ー2丁目地内 t

l 建 物 用 途 : 住 宅 、 庖 鋭i等

! 而 j 延 而 H! :  41187.  74m'  

:  .fl 'l  : 基準階商船: 1576. 23m'  

; 地 上 : 25階

: 階，

山: . 1 也 下 ， 1 階

'明， • 
混入: j;苔 昼: 2 階

; 世 ; 軒 高 : 77 .  25m 

j 川 j 最 高 官11 高 i 8 5 8 5 m

さ j 基準|培| 開: 2. 9 m 

l  

:  1 階 階 高 ， 5.0  m 

j 基 j 基礎底深さ， 8. 25m 

i 墜: 支持層深さ， G Lー 25m

i Zi 毒守男程よ( 砂磯層 N= 5 0  

l j悠; 許容地耐力( 長期 : ー 短期 : 一

; 基 礎 形 式 ( ベ ノ ト 杭

l f f 組 形 式 般 矧J ' 全階 S R C

Ｈ固有周期 ｊ｟ ｾ ｉ｟｟Ａ 川Ｈ桁行 Ｉ ＱＮＸＵＶＨ 梁附 ＱＩ｟Ｚ

; 設計用せん断力; 敢上階 : 0 .313 

; 係 数1_! 階 : 0. 13 

構 造 設 計者 の ニ と ぱ

本建物は、 25階 ま で に 至 る 高 層 部 と 、 下 層

2 階の低層膏11からなる 。

建 物 精 進 は 、 用 途 上 層 liij 変 位 を 小 さ く お さ

えるため鉄骨・鉄筋コンクリー卜進とし、桁行

万 l旬、強f Hl 1 J 向ともほぼ均等制りの純ラーメ

ン構造で、戸境壁は 剛 性評 側 ｩ に ｬｪｾ 糾しない構

造 と す る 。 地下 11皆は両方向とも Irn.ti 兵力壁を対

祢に配泣した有壁ラーメン柿造で、 地 下 l滑に

比して| 削強に設計した 。 ま た 建 物 の 軽 品 化 を

計るために、 3 階 以 上 は l 般 経 註 コ ン ク リ ー

卜を用いた 。

こ の 架 椛 に 動 的 検 討 を 加 え 、 両 万 向 と も 同

一 モ ー ド に な る よ う 、 そ の 岡IJ 性の設定に努め、

また問ｉｪ性のＺ￬ￆ ｾＧ￩ 性に注意して、変形および応

力の再しれをすくなくするように設計した 。 な

お 架 杭 全 体 は 剛 な 床 で 結 合 さ れ た 平 岡 架 椛 と

し 、 明 快 さ を 第 ー と し た ネ ジ レ が 生 じ な い 架

mとした 。

住 戸 の 戸 境 壁 は 建 物 の 剛 性 に 最長特 の な い 工

法 で 取 り 付 け た 。 す な わ ち 周 囲三 万 を 主 架 構

と 切 り 縦 し 、 し ゃ 音 防 火 上 、 そ の 部 分 に グ ラ

スウ ー ル を 充 填 し 、 強 渓 l時 に も 構 造 体 の 変 形

に追従でき、かつ壁自体にも過度の偵{ 拐を伴

わ な い 工 法 と し た 。( 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 )

Ｓ Ｎ ｾＰ Ｑ 問 ム Ｒｓ ｊ ｓ 斗 Ｖ Ｎ Ｓ ｇ ｯ ｊ ｓ Ｎ Ｒ Ｕｊ ｓ Ｎ Ｒお Ｕ よ Ｖ Ｎ ＳＰ ム Ｒｓ ｾ ｓＮ口 Ｒん Ｎ ＳωＰωｯ ｝ｓＮ 正印 Ｎ Ｒお ＵＴ 」ム Ｑ口印 Ｒお Ｕ よ 刊 ｯ ｊ 巾
1階平面図 ( 1 ・1000)
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神戸ポートピアホテル 構造データシート 18関西の超高層建築

! 日建設計

: 設 j 設 計( 協力。神日 ー トピアホテル側 室

; 監 理: 日建設計

i 計 i構 造 設 計 ( 日 建 設 計

， 凶力 神戸 ポートピアホテルE主計 主

: 施 工; 竹中工務庖

| 工; 着 工; 昭和53年 11 月

j 期 i竣 工( 昭和56年 1 月

:聖 築 場ー所［ 神 戸市中央区港島中町 Ｖ 丁目ｾＹ］Ａ｟｟Ｚ
e 建 物 用 途 ; ホ テ ル

ｪ 面Ｚ延面積 ＺＶＲＭ ， ＳＳＸＭＮＭￚＭｾ ［

j 積 i 基準階商機: 1，155 .70m'  

; 階 ! 地 上 : 31階

; 地 下 : 2階

・数: 塔 屋: 1階

Ｚ高Ｈ軒高 Ｚ￯ＭￚＭＮＴＭｾ

( 最高音11 高 : 112. 0m 

: 基準階階高: 3. 02m 

さ: 1 階 階 高 : 4. 90m 

基Ｚ基礎底深さ ＺＭ￫ｌＭ］ＭＺ￮￴ｾＶＵｾ

支持層深さ : G L- 40.0 m 

礎・支持層の土; ・砂磯層 ( 部分的に洪積粘土

質と N 値 :  層を挟んでいる )

底， : . N値 = 5 0

・プレロード工法により中聞の沖積

地 ; i  粘土層の圧密を促進させた.

: 長期 : 120 t  /: 本

，杭PHC6∞o :  
，.- . 短期 : 240 t  /本

;  基 礎 形 式 ; 杭 基 礎

i骨 組 形 式 : 6 階 - 31階 S 造 :  

1 種 別IJ :  B2階 - 5 階 S RC造

- - - - - - - - - - - - - - - i  短辺方向 3. 55秒

l 固 有 周 期 : T
1  

長辺方向 3. 60秒

; 設計用せん町ヵ; 最上階 0. 32 

l 係 ー 数 : 1 階 : 0. 08 :  

基準階平面図 ( 1 ・1000)

トー

鉄骨鉄筋コンクリート ii

お よび1虫筋コンクリート温

マK P+ 6，αm

断面図 ( 1 :  1000) k p - 1 0  

- 20 

- 30 

- 40  

- 50 

1 階平面図 ( 1 :  2∞0)  ④ 構 造 設 計 者 の ニ と ぱ 体を ｾｩｪｬ 性範囲に収め、地動 ＳＵＰｧ｡ｬ で各階の塑

長 辺75. 5m、短 辺 19. 5mの 桁 円 形 の 平 而 を 性 率 が 2. 0 とした 。 外 装パ ネ ル の 取 り 付 け デ

も つ 高 層 棟 の 6 階 以 上 は 所 要 の 耐 力 と 靭 性 を ィテ ー ル 等 も 構 造 特 性 を A 考慮. して、大地長時

もたせ、鉄骨・迭として総量化を図り、 11皆同の も 十 分 追 随 で き る も の と し た 。

高 い 5 階以下は剛性分布の述統性を々慮し、 ま た 組 立 地 盤 で あ る こ と か ら プ レ ロ ー ドを

十 分 な 強 度 を も っ 欽 骨 鉄 筋 コ ン クリ ー ト迭と 実 施 し て 理 論 上 は 上 部 粘 土 層 の 残 沈 下 を な く

した 。架 桃 方 式 は 純 ラ ー メ ン構 造 を 主体 と し 、 し 、 建 物 重 量 よ り 排 土 重 量 を 大 き く な る よ う

5 階 以 下 は 耐 銭 壁 と の 複 合 桃 造 と し た 。 に 計 画 し て 、 く い に よ り K P - 3 0 m付 近 に 現

耐 l孔設計に当た って は 、 風 に よ る 振 動 や 周 れ る 洪 位 互 層 に 支 持 さ せ た 。 くいの設計に当

辺気流の問; I l l i まで含めて各樋の風洞実験を行 た って は 極 力 群 ぐ い と し て 予 測 の ネ ガ テ ィ ブ

って、構造体から外装材はもちろん主主物周辺 フリクショ ンに 対 処 す る ほ か 、 地 浜 時 の 水 平

に 至 る ま で 実 験 結 来 を 反 映 さ せ て 、 風 に 対 し 力に対しても十分安全に支持するよう考刷、し

て は 十 分 安 全 に 設 計 し た 。 た。

耐 渓 設 計 に 当 た っては、 It!!.1li7; 200gal で 構 造 ( 内 田 直 樹 )
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大 阪 駅 前 第 3 ビル

: 距( 設 計( 大阪市都市盤備局( 1 日大阪市都市再開踊) :

l ζ j 監 理 11

; 川: 構造設計: 大建設計

; 施 工; 竹中工務底鴻池組共同企業体;

( 工 J 着 工; 昭和51年 12月 .  

: 期; 竣 工 l 昭和56年 5 月 ;  

( 建 築 場 所 ; 大 阪 市 北 区 純 国 1 丁目 3 番地;

Ｚ建物用途 Ｚｾ￯ｩ 務所 ・ 病害 ｩｬ￬

: 面 ( 延 面 積 : 121 ，276. 00m'  :  

j 桜( 基準階面獄 j z，25117mz  

;帥: j也 上 : 34階

' ;4 ・1也 下・ 4階 l  

ｴ 陣Ｚ｟ｾ管屋ｬ｟ _2階

. . . . . 軒高: G  L + 1 31. 600m :  

同 j 最 高 音11 高 : G  L +142. 000m 

さ j 基準階階高 jGL  + 3 7 0 0 m 

:  1 階 階 高 : G  L  + 4 .450m 

l 基礎底深さ: G  L - 23 . 100m 

基 l 支持層深さ: G  L  - 29 .  300 m 

礎 i 支持層の土: G  L ー14. 400- 28 .400m :  

底 1 質と N 値 ; 砂層およびシルト層 ( N= 1 0 - 3 5)

:  :  G  L - 2 8 . 400- 37. 100m 

I也 砂 礎j習 ( N = 5 0以 上 )

，盤: 許容t也耐力: 長期: 250t /m'  :  

----'- - ｾ杭支庁堕ＩＭ - ; 短期 : 500t /
m

'  

! 基 礎 形 式 j 雪T73三f 品三L笠撞業融筋:

; 骨 組 形 式 ; 地 下 4 階~地上 2 階 S R C造:

i 種 別; ! 也上 3 階以上 S 造

i 固 有 周 期 : T. X 方向4. 19秒、 Y 方向4.08秒 j

: 設計用せん断力: 最上階 : CB=0. 254 :  

ｪ 係数ＧＭｾ階Ｚ CB=0. 108 

構 造 設 計 者 の こ と ば

こ の 建 物 は 、 大 阪 駅 前 市 街 地 改 良 卒 業 に よ

る第 3 番 目 の 建 物 で 、 地 下 415皆、地上34階( 最

高高さ 142m) の超高層ビルである。

〔構造計画〕 高 層 部 ( 鉄 骨 造 ー 3 階 以 上 ) の

構造は平面的にも、 立 体 的 に も 仮 り の な い バ

ラ ン ス の と れ た 純 ラ ー メ ン お よ び プ レ ー ス 付

きラーメン架構とし、低層苦11は問IJ 強 な 鉄 骨 鉄

筋コンクリート造である。基礎は天満砂奇襲層

に 大 口 径 ピ ア で 支 持 さ せ て い る 。 ま た 地 下 工

法は械工L合住による逆打工法である。

〔耐震設計〕 予 備 応 答 解 析 等 よ り 決 め た 層 せ

ん 断 力 係 数 で 設 計 し 、 代 表 的 な 地 震 波 で 弾 性

ＨＲＰ Ｐｧ｡ｬ Ｉ 、 ｾＡｩ￭ 塑性 ＨＳＳＰｧ｡ ｬ Ｉ での安全性を強度、

変形函より検討している。

構 造 上 の 特 色 と し て は 、 高 層 コ ア 一 周 り に

P C鋼 絡 に よ る 引 張 プ レ ー ス の 使 用 と 1 11皆床

の 版 厚 を 水 平 カ の 移 行 を 考 慮 し て 20- 35cmに

していることてe ある。

本 例 の よ う に 、 大 規 模 掘 削 工4 を 伴 う 場 合

に は 、 地 下 工 法 が 組 体 の 施 工 精 度 、 工 事 中 の

安 全 性 、 工 期 、 工 事 政 等 に 大 き く )j { j 響を及ぽ

す の で 、 設 計 に 当 た っ て は 椛 造 の み な ら ず 地

工 あ る い は 土 質 等 広 い i範囲の技術を総合する

必 要 性 を あ ら た め て 痛 感 す る も の で あ る 。

( 山 田 昭 治 )

3，700X20 

5，000 

3，700X9 

- 30 

- 40 

構造データシート 19 関西の超高層建築

公関空地

断面図(1: 1000) 
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オー・エム・ホテル日航ビル

) 設( 設 計! 竹中工腕大阪一級建築士事務所 i

: 監 理 11

: 計 : 構 造 設 計 11

j 施 工( 竹中工務庖大阪本応 (  

: 工: 着 工( 昭和55年 2 月 ， 

j 期 j 竣 工; 昭和57年 8 月

i建 築 場 所 j 大阪市南区大宝寺町 j  

i建 物 用 途 ; ホ テ ル

i面 ; 延 面 積 : 58，870. 76m'  

i桜; 基準階商桜: 1，102. 08m'  :  

; 階 : 地 上 : 32階

j 地 下 : 4階

; 数 : 塔 屋 ， - _1階

l 高 j 軒 高 : GL + l l O. 6 m 

j 最 高 部 高 : G L + 1l 3. 7m 

: 基準階| 堵高: 3 .0 m 

さ: 1 階 階 高 : 4. 5m 

基: 基礎底深さ: G Lー 17. 71 m 

礎; 支持層深さ: GL - 2 8 . 6 0 m 

底( 支持層の土; 大阪層群上部

t也， I質と N 値 ( 洪積砂型軽層 N {I直50以上 1  

，鍍 i く い 耐 力 ;zziji;;: jz i  

; 基 礎 形 式 iベタ基礎

; 骨 組 形 式 i地下4階~地下3階 R C造 :

(種 別; 地下2階~地上8階 S R C造

， i地上 9 階以上 S 造

( 固 有 周 期 : T ， 2. 46秒 ( G方向) 2. 43秒 ( 時向) :

j 設計用せん断力: 最上階・ 0. 597 ( G方向) 0. 533 ( 8方向) :

: 係 数Ａ｟ｾ階 Ｚ 0. 145( G方向 ) 0. 186 (町 村

梅 造 設 計 者 の こ と ぱ

こ の 建 物 は 御 堂 筋 に 面 し て 建 ち 、 短 辺 方 向

の 下 部 が 、 末 広 が り と な る ユ ニ ー ク な 形 状 を

もっホテルである 。 こ の 形 状 は 、 市 街 地 に 建

つ 超 高 層 ビ ル が 与 え る 印 象 を 威 圧 感 な く 受 け

入 れ ら れ る よ う に す る こ と 、 ま た 、 ホ テ ル 経

営 上 の 重 要 な 機 能 で あ る 宴 会 場 、 エ ン ト ラ ン

ス ロ ビ ー な ど 、 比 較 的 大 き な 空 間 を 要 す る ス

ペ ー ス の 確 保 、 お よ び 、 力 学 的 な 合 理 性 の 追

求 か ら 生 ま れ た も の で あ る 。

構 造 設 計 上 と く に 配 慮 し た 点 を 列 記 す る 。

・11階 よ り 下 部 の 斜 外 枝 の 勾 配 決 定 で は 、 斜

柱 の 延 長 線 の 交 点 が 建 物 の 地 涙 時 水 平 力 重 心

より上部に位遣するように考慮し、 1也長時に

逆 位 相 の 水 平 変 形 が 生 じ な い よ う に 配 慮 し た 。

・ 8 階 以 下 の 低 層 部 に 大 空 間 を 可 能 と す る た

め 、 高 層 客 室 部 の 内 柱 を 811皆機械室にトラス

を設けて支持した 。

・ 9 階 以 上 の 高 層 部 は 、 答 室 構 成 の 自 由 度 を

豊 か に す る た め S 造ラーメン構造とし、 8 階

以 下 の 低 層 部 は S R C 造 と し た 。 こ れ は 、 低

層 部 で は 比 較 的 高 い 階 高 が 要 求 さ れ 、 吹 抜 等

により音[1材 配 置 が 乱 れ る た め 、 高 層 部 と の 剛

性 分 布 の 連 続 性 を 考 慮 し た こ と に よ る 。

・基礎I也業は地盤状況 ・施 工 性 ・経 済 性 を 考

慮 し て 場 所 打 コ ン ク リ ー ト 杭 を 用 い 、 ベ ノ ト

工 法 と し た 。 ( 岡本達雄/ 芝 辻 直 弥/ 久徳敏治)
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1 階平面図 ( 1 :  1000)  

構造データシート2 0関西の超高層建築

断面図

(  1 ・1000)



関西の超高層建築2 1  梅造データシート大阪駅前第 4 ビル

i 時 j 設 計: i 大阪市都市強制ii 局 ( 旧大阪市都!

:ご: ｾ髭理Ｚ ｾ＠ ，li ｦｬｾＱ 品 Ｑ 発 ｽＢｪ Ｉ
日T- I  ，... .  ... _  _.. _ .  I  I  

. . . 構 造 設 計 :J W: 畑建築事務所 1  

1 地 工 : };克 l Q建設、フ ジタ工業、 ;  

; 浅沼組共 |百j 企 業 体 ;  

: 工: 活 工; 昭和53年 5 月 :  

:  JtJ l : 竣 工: 昭和58年 3 月 ;  

: 建 築 場 所 : 大 阪 市 北 区 梅 悶 ト 11

: 建 物 用 途 ; 事 務 所 、 庖 剣i

ｪ 国Ｈ延函桜ｾｾ， ｾＸＮＰｾ :  

: 紋( 基準階面航: 2，513. 4m'  

l 拙 j 地 上 : 25階

12; 地 下 ， 4階
4 明

，"' " ， 塔 屋 ， 2階

' 骨 ; 軒 高 : 100. 00m 

Ｇ 問 Ａ設問昔日高ｾ 110. 00m 

さ j 必制皆階高 3. 70m

:  1 階 階 高 4. 65m

( 基礎底深さ， GLー 23. 1m

埜j 支持層深さ: GLー 28. 0m

l( 詐取引洪積砂糊

盤: 許容I也耐カ; 長期 : 250t / m'  

， J  J 短期: 500t / m'( ピア支持蘭)

: 基 礎 形 式 ; 先 端 拡 底 ピ ア 基 礎

: 骨 組 形 式 ; プ レ ー スイ J' きラ ー 〆ン精進

3 階 以 上 は S 巡

}J1j・

ｾ＠ Ｍｾｾ階から Ｒ 附まで ｓｒｃｩ立

， 1司 有 周 期 : Tt =2. 3秒、

; 設計用せん断力; 最上階 : 0. 4 

( 係 数 ， 1 階 : 0 1 5 -

N > 50 

N = 2  

GL  - 2 6m 

基準階平面図 (1・ lぬ0)

N > 5O 

。
。

-
‘
円
N

断面図 ( 1・10∞)

構 造 設 計 者 の ニ と ば

こ の ビ ル は 高 層 階 が 'JO; : 務所、低層 ・地 下 階

が主に庖官ili として計画された複合建築である 。

高 層 部 は セ ン タ ー コ ア 形 式 と し 、 外 周 柱 を 6

ｭ にして開放的な事務室 ｾｉｕ｝ を笑現した 。 低

!冒 ・地下宮11は不盤} 修平面のため、 13 . 5 mのロ

ン グ ス パ ン と し て 平 面 の 倣 i血性を持たせた 。

低 層 部 の 中 心 に 高 層 部 を 飽 き 、 偏 心 の 影 響 が

少 な い よ う に 留 意 し た 。

3 階 以 上 の S 造 部 分 は 、 ボ ックス柱・溶接

H 梁のラーメ ン構造と、コアに対紘配包まされ

た プ レ ー ス で 構 成 さ れ て い る 。 引 波 方 向 に 働

〈プレースとして用いた P C鋼 俸 は 高 強 度 な

ので、大変形時にも 5単位を保ち、建物の靭性

を 高 め る の に 役 立 っている 。低層音11は高層苦11

と地下 11皆の剛性の述続性をはかり、 S 造苦11か

ら の 応 力 移 行 を 考 え て 、 鉄 骨 断 而 を 主 と し た

S R C  造 と し た 。 プ レ ー ス 下 部 に は 8 4 階ま

で耐震壁を配置し、 1 階 床 を 厚 く し て 、 地 階

外 周 耐 震 壁 ・ 基 礎 底 版 と 合 わ せ て 、 高 層 か ら

地 下 へ 地 渓 時 水 平 カ を ス ム ー ズに伝達できる

よ う に 設 計 し た 。

また柱鉄骨を先端拡底ピア杭に建て込み、

最上層まで支えられるわ，Vt n位として利用し、

1 階 お よ び 地 階 床 を 山 留 支 保 工 と す る 逆 打 工

法 を 採 用 し て 、 地 下 工 事 の 安 全 と 工 期 の 短 紛

に 寄 与 す る こ と が で き た 。 ( 山本貞次)
1階平面図 ( 1: 1500)  
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構造データシート 2 2関西の超高層建築
大阪ターミナルビル( アクティ大阪)

向

_ . l i とZ

ｾ＠
ｾ内

__ 25_ 同

ｾ＠
_. 1L弐

__l L_<; > 

---r 

ｾ＠
J 斗

」斗

ｾ＠
ｾ＠

ｾｾ＠
」 土 弓

ｾ＠
ｾ＠

ｾ＠
ｾ＠

ｾ＠

ｾ＠

ｾ＠

ｾ＠

ｾ＠
ｾ＠

( 日 本 吋 巡 大

束京姐挫E築エz移1匹E局

安 井 建 築 量 生 計 事 務 所

( 日 本 国 有 鉄 道 大 阪 工 事 局

安 井 建 築 散 骨 十 事 務 所

( 日 本 一 道 大 一 局

東 京 建 築 工 事 局

安 井 狙E築置宣告十務務所

話 ーーーーＭー「三崎 ＧＪＭＪｬｃｽ Ｎｉｉ｛ ｽｾￇｩｬｩ 司阪Ｚ対示極量丘Ｚーー，

岨 土 ､ＱＲ 守 二 ￇｊＱＵｊ 近、 ＭＧ｛ＱＱ 組ｾｬ＼｀ｬ｟ｾ裟依ＭＭ

iエj 渚 工 j 昭和54年 10月 i  

j 矧 j 竣 工; 昭和58年 3 月

i建 築 場 所 ; 大 阪 市 北 区 梅 田 3 丁目 l ー 1 :  

Ｈ瓦瓦瓦 ｾｾｾｉｾｾｲｾｦｦｩ 強おＧｾＺｾｾｾｾｾＺ
: 商 ; 延 面 積 : 137 ， 700m'  :  

i桜 j 基準階面積: 4，720m'  

' 階 : 地 上 : 27階

j j 地 下 : 4階

: 数 : 塔 屋 : 3階

Ｚ高Ｚ軒高 Ｚ￯ￚＭＷＭｾ

j 最 高 部 高 : 122. 3m・

; 基準階階高: 4 .0 m (百貨庖階)、 3. 2m(ホテル階) :  

さ: 1 階 階 高 : 6.0 m 

基・基礎底深さ: G L- 21. 3 m ( 底版下端) :  

， GL - 46m (外周地中連続段、外局杭)

支持層深さ: G  L- 30 m ( 内部町枕)

支持層の土: ・外周部

質と N 値 ［買ｾ Ｒ 天 ｬｲ 埼砂型軽Ｉｾ

・内部

第 l 天満砂型軽府 N 他50以上;

. 長期: 250 t  1m 

盤 j 許 容I也耐力.
: 短期 : ー

; 基 礎 形 式 ; 場pJ f 打ヲンクリート杭 :  

j 骨 組 形 式 ( 下 部S R C造、上部S造ラーメ ン構造:

ｩ 立Ｈｊ也下 Ｔ 階ｾ地上 Ｒｾ 如来まで ｽ
別 s 造( 2 附 か ら 培 臨 ま で )

:ー面ー一肴--fflj-- -Wf: 五斗-54訪{正午i. 7hV6i会函，

: 設計周せん断力; 最上階 : 1. 0  ( 塔屋音11)

ｩ 係数［Ｍｾ階Ｚ 0. 135 :  

設

理

構 造 設 計

計設

世

皿

3十

礎

N1直50以上
底

地

断面図 い 1000)  

基 礎 底

tむl ，( l )

120175idμ12ん L 叫

ｾＭｍ ぉ

1 際平函図 ( l mo)bt 注目 J19OLEOL20

F
↑
『
一
ー
い
に

構 造 役 計 者の こ と ば

m進 計 画 上の 問 題 点 は 、 欽i立 高 架 橋 に 隣 接

すること、軟弱地量産であること、解体する旧

駅 舎 の 基 礎 に は 75本 も の R C 製 井 筒l杭 が 存 在

し た こ と 、 敷 地 の 制 約 に よ り 地 下 か ら 上 層 部

ま で ほ ぼ 同一 形 状 と な る こ と で あ っ た。 柱 ス

パ ン は 既 設 杭 、 使 用 目 的 の 呉 な る テ ナ ン ト の

要 望 に 応 え る 必 要 か ら 、 長 辺 万 向 に 大 ス パン

を 、 短 辺 方 向 に 短 ス パ ン を 保 用 す る こ と で 解

決 し た 。 鉄 骨 は 現 場 全 溶 接 と し 、 地 下 1 1堵以

深 は 逆 打 工 法 と し た 。

建 物 内 部 の 基 礎 は 既 設 杭 の 問 を ぬ って 、 場

所 打 大 口 径 杭 を 第 一 天 満 層 ま で 設 け 、 外 周 苦11

は 建 物 完 成 後 は 鉛 直 力 を 支 持 す る 厚 さ 1 mの

連 続 地 中 壁 、 お よ び こ れ に 接 す る 外 周 杭 を 第

二 天 満層 に 支 持 せ し め た 。

池 袋 応 答 解 析 の 結 果 に よ れ ば 、 一 次 回 有 周

期 は 両 方 向 と も に れ = 2 . 8 4 - 2 .89秒 の 他 を

示 し 、 高 層 部 で 3 ヵ 所 の 吹 抜 部 が あ る に も か

か わ ら ず 、 き わ め て 均 衡 の あ る 架 構 と な っ た。

地 震 時 転 倒 モ ー メ ン ト に つ い て は 地 中 迎 統 壁

に も 応 力 の 一 部 を 負 担 さ せ る と と も に 、 全 体

と し て の 耐 震 安 全 性 の 見 地 か ら 十 分 な 粘 り と

靭 性 の あ る 構 造 物 と し た 。( 久 戸 瀬一 夫 )
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ワールド新本社ビル
構造データシート 23 関西の超高層建築

( 設; 設 計; 竹中工務応大阪一級建築士事務所，

: 監 理 : 11 

; 計 : 構 造 設 計 J H  

: 施 ー 工 J 竹中工務庖大阪本庖 j  

: ェ: 箔 工: 昭和57年 3 月

i 鶏1:竣 工! 昭和59年 2 月 j  

: 建築場所: 神戸市中央区港島中町 6丁目 8の1 :  

1建 物 用 途 : Ｔｾ 務所

j 面 : 延 蘭 桜 : 34，547 . 88m'  

: 桜 l 基準階面積 j 97834me 

j 階 i地 上 : 27階

(  地 下 : 1 階

: 数 e 塔 屋 : 1 階

:  r窃 ; 軒 高 : 111.  93m 

( 最 高 部 商 : 117 .43m 

' 基準階階高: 4. 15m、3. 75m

さ: 1 階 階 高 : 4. 40m 

基礎底深さ: GL - 8. 40m( KP- 0. 53m)  

支持層深さ: G  L - 42. 87 m ( K  P- 35. 0m)  

砂層および粘土層の互層

砂層 N= 2 0 - 6 0以上

粘土層 N = 8  - 2 5  

く い 耐 力 j 長 期 : 175 t  1m' 

: 短期: 350 t/ m'  

: 基 礎 形 式 1場所打ちコンクリート拡底〈・ぃ;

l 骨 組 形 式 : 3 階以上 S 造

i 種 別: 3 階はり - 1 階柱 S R C造 ;

:  1 階はり以下 R C造 :

Ｚ固有周期 ＺＷｾＭｇ 方向 ［ＳＮＴＸＧＧＧ ， B方向 ;3 4i ":  

j 設計用せん断力: 最上階 0. 197 :  

j係 数 : 1 階 0. 085

構 造 設 計 者 の こ と ば

こ の 建 物 の 特 徴 は 、 約3 0 X 3 0 mの 正 方 形 平

田 の 中 に 、 約 2 0 mスパ ン の 無 住 空 間を梢:保し、

フ レ キ シ ピ リ テ ィ ー の 高 い 空 間 を 提 供 し て い

る こ と で あ る 。 こ の 笠 IHI をl，( 1 i 保するために、

椛 造 計 画 上 注 意 し た 点 は 、 日 常 使 用 時 に お け

る 床 の 振 動 の 問 題 お よ び 約 2 0 mス パ ン に 平 行

な方 11I J に 水 平 力 が 作 用 し た と き の 架 椛 全 体 と

しての問11性 総 保 で あ っ た 。 こ れ ら 上 部 構 造 設

計 上 の 課 題 に つ い て は 、 床 の 振 動 解 析 と 笑 iflll

を笑施すること、また、コア音1¥分 お よ び10、

19、271培の各| 滑に 1 階 分 の ト ラ ス 11皆を配した

メ ガ ス ト ラ ク チ ャ ー と す る こ と に よ り 、 お の

おの解決をはかっている。

神戸ポートアイラ ンドの 地盤は、 ｾ立地に

一 般 に み ら れ る 沈 下 の 問 題 と と も に 、 く い 先

端 の 土 層 が 複 雑 で あ る と い う 特 徴 を 有 し て い

る 。 検 討 の 結 果 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 拡 底

ぐ い を 採 用 し た が 、 こ の 鹿 立 地 で 初 の 保 周 で

あ る た め 、 施 工 試 験 お よ び 鉛 直 載 荷 試 験 を 笑

施 し た 。 鉛 直 )1説祈試験の結果は、耐力ととも

に沈下を巧ー慮する必要があることを示唆して

お り 、 支 持 層 以 深 の 洪 積 粘 性 土 層 の 圧 密 沈 下

に 対 す る 検 討 と と も に 、 く い の 沈 下 を 考 慮 し

た基礎梢進の設計をおこなっている。

( 回 中 利 幸/ 加 藤 裕 造/ 久徳敏治)

- K P土O

マー K P- 35 ∞ ， 

上部洪積互層

F .( Da i ) 

= 寸可

夙L 斗"

2 7 '寸

'6'ー」

;;ヨ

."' 

117 .43:) 

B  1階基礎底

K  P- 0. 53m 
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神戸パークシティー A 棟

( 設 i 設 計 j 三井建設

j 監 理 11

: 言十; 構造設計( 11 

(施 工 ( 三井建設

( 工: 着 工 j 昭和57年 3 月

i期 ! 竣 工 j 昭和59年 3 月 ーー '

j 建 築 場 所 i神戸市中央区港島中町 6 丁目 i

; 建 物 用 途 ; 共 同 住 宅 ( 分譲)

(商 j 延 面 積 : 20，889. 86m'  :  

j 積 j 基準階面積: 859. 68m'  

; 階 ; 地 上 : 24階

i地 下 : 0階 !  

B 数 ; 溶 屋 : 2階 (  

高 j 軒 高 : 67. 1m :  

! 最 高 部 高 : 73 :43 m :  

; 基準階階寓: 2.650 m 

さ: 1 階 階 高 : 4. 450 m :  

( 基礎底深さ : G L - 5. 70m :  

基 i 支持層深さ: G  L - 48. 0吋杭先端 ) :  

礎( 支持層の土 : G Lー 3 0 m- 6 0 mの洪積砂質 !

底 j 質 と N 他 j土と粘性土の互層

I也: :N値・ 30- 60 :  

，盤 j 杭 耐 力 ! 長 期 : 150 t/<j>: ( 600O)  

L  i  j 短期 : 300 t点 ， 

i i基 礎 形 式 j 鋼管杭( 上部 S L 処 理)

; 骨 組 形 式; 両側述層笠付市松状摘す袋壁架構 ;

(種 別: ( MC S架 構) +ラーメ ン架椛 j

:  1 - 3 階 S R C現場打ち i  

:  4 - 24階 S R C ( 壁、床 P C材) :

f面一ー有一局一両; 云- i-i 計二瓦------ --------

i 設計用せん断力 j 最上階 : 0. 469 :  

i 係 数: 1 階・ 0. 18 :  

事降造設置十者のことば

共 同 住 宅 の 設 計 は 、 居 住 性 の 問 題 、 平 面 が

小 さ く 区 画 さ れ る こ と 、 連 続 繰 り 返 し 型 の 現

場 作 業 等 の 問 題 が あ る 。 当 建 物 は そ の 特 性 を

考慮し、 Eまを最大限耐接要素 に 取 り 入 れ た 剛

性 の 高 い も の と し 、 部 材 の P C化 に よ り 現 場

の 生 産 性 を 高 め る よ う に 配 慮 し た 。

建 物 は コ ア を 介 し 南 北 住 練 に 分 か れ 、 そ れ

ぞ れ 同 じ 正 方 形 平 面 を 有 し て い る 。 各 住 練 に

は井桁状に両側IJ に 述 層 壁 を 配 し た 市 松 状 耐 波

壁 架 構 ( M C S 架構・ ) を 配 澄 し 、 地震 力 の 大

半 を 処 理 す る よ う に 計 画 さ れ て い る 。 し た が

って ラ ー メ ン 部 材 は 大 き な 地 民 力 負 担 か ら 解

放 さ れ 、 全 体 を 通 じ て 小 さ な 断 面 を 可 能 に し

ている 。 そ の 結 果 、 住 戸 部 分 階 高 が 全 層 を 通

じて 2. 65mで統一され、 P C化 を 容 易 に し て

いる 。 3 階 ま で は 場 所 打 ち コ ン クリ ー トを使

用しているが、 4 階 以 上 の 床 、 市 松 状 耐 浜 壁

お よ び 外 周 壁 部 分 に は P C苦11材 を 使 用 し 、 工

期 の 短 縮 と 高 度 の 品 質 管 理 を 可 能 に し て い る 。

な お 、 こ の 椛 法 で す で に 4 棟 の 超 高 層 住 宅

( 23階 ) が 東 京 で 完 成 し て い る 。

( 舛田卓也/ 吉 田 英 敏/ 吉 本 高 明/ 松 木 英 夫 )

• MCS  :  Mi stui Chec kered  Syst em町 略

46 挫築と社会/ 1984年 2 月号

μ」ー

Jf 

富

ー.  

臨同』 ・
d 主戸 住 戸

i  { 主戸 ， 住 戸

住 戸 - 住 戸

2OFJ".  

10[ b 

一

住 戸 " 住 F

イ主P H 住 F

住 戸 ， 住 p ｾ＠
住戸 Hl w 

l  」Fマヨ2  L  

νｾ＠

-ーー-ー戸9・ :::::i::::- GL  

』

富

言「日

断面図 (1 :  1000) 

土 i .1 1  

|  ."" 1  広 明 1  • 1."" 1  

1 階平面図 ( 1  :  1000) 

髄 デ ー タ シ ー ト 24 関西の超高層建築



烏

畷

絵

師

・

石

原

正

製

作

47 



関 西 の 超高 層 ビル 構 造 デ ー タ 一 覧

建物処名鰻楳工 、、 年 ｜ 月 ｜ ｜ｾ、 ｾ｜一ー 強、 一 、、紬、 ζ よ項ｾ目 ¥ 

耐 震 設 計

最大層間
設計用せん断力係数

品量動モデJ レ 箇布周期( 秒) 減笈定数 保用地l ' l 波 入力{ 直 復元力特性

変 形 角

最大型自性率

X 方向 Y 万iul

近 銭 電 電 ビ ル 63. 0 16質点系 X  :  0. 983 l 次 5% T .  E W  309gal  Bi - Li near T  0. 43 T  0. 47 

14F - B 4 F - P 2 F  60. 8 l 階床固定 Y  :  0. 752 E .  N  S  319gal  Bi - Li near B  0. 19 B  0. 22 

昭44 . 2  21. 7  

宣E ビ J レ 66.8  15質点系 X  :  1. 84 l 次 5 % E ‘ T.  0  200gal  Lmear  1/253 T.  0. 33 同左

15F - B 4 F - P 2 F  60.3  l 階床回定 Y  :  1. 74 330gal  Bi - Lmear 1/ 160 1. 88 B.  0. 12 

2  昭44. 8  18. 2 

大阪マーチャンダイズ・マート 78. 0 26質点系 X  :  1. 85 l 次 5% E.  0 他 250gal  Li near T  0. 75 T  0. 88 

22F - B  4  F  78. 0 基礎固定 Y  :  1. 53 450gal  Bi - Li near 約 1/ 174 1. 8  I  F  0. 18 1  F  0. 17 

3  昭44. 8  19. 8 

i 神戸商工貿易センタービル 110. 6 25質点系 X  :  3. 42 l 次 2 % O.  A.  S  200gal  L m回 r T  0. 255 同左

26 F  - B  2  F  - P  1  F  107. 0 2 階床閏定 Y  :  3. 42 3 % T.  E  - 400gal  プレース 2F  0. 0825 

.  

4  昭44. 11  12. 9 
BI - Lmear  

大 阪 大 林 ビ ル デ ィ ン グ 120. 0 32質点系 X  :  3. 93 l 次 3 % E.  0  200gal  Li near 1/208 T  0. 32 同左

32F - B  3  F  119. 8 1 階床悶定 Y  :  3. 93 350gal  Bi - Li near 1. 38 I  F  0. 072 

5  昭48. 1  13. 8 

.  

大 阪 国 際 ビ ル デ イ ン グ 125. 1 37自由度系 X  :  3. 56 S R C  5 % E.  T.  0  0. 2g Lmear  1/2∞ T  0. 368 同左

32F - B 3  F - P  1  F  120. 9 R目 ki ng Sway  Y  :  3. 57 s  2 % 0. 3g Bi ーLmear 1/ 124 1. 48 3 F  0. 085 

E  昭48. 2  14 .0  

大 阪 ロ イ ヤ ル ホ ァ ル 新 館 107. 2 34 自由度系 X  :  3.43 s  2 % E.  T.  0  0. 2- 0 .3g Bi - Lmear  1/93 1. 68 T  0. 832 T  1. 276 

30F - B 2  F  107. 2 Rocki ng Sway Y  :  3. 16 S R C  5 % 0. 45g Tri - Li near 1/74 2. 10 5F  0 .102 5 F  0. 114 

7  昭48. 9  12. 5 

兵 庫 駅 前 市 街 地 住 宅 71. 2  23質点系 X  :  1. 320 内部枯性 T.  E.  0  200gal  Li near T  0. 844 T  0. 624 

20F - B  1  F - P  3  F  63. 8 1  ｾ皆床固定 Y  :  1. 331 3 % A  330gal  T n- L m回 r 1/229 0. 64 l F 0. 177 1  F  0. 171 

8  昭 48. 9  8. 5 

大 阪 堂 島 電 電 ビ ル 120. 0 25質点系 X  :  3. 63 l 次 2% E.  T.  T。 0. 25g Lmear  1/ 180 T  0. 350 T  0. 400 

2 5 F - B 3  F - P  1  F  120. 0 l 附床固定 Y  :  3.37 S.  O.  H  0. 45g Tn- Lmear  1/ 100 2. 7 I  F  0. 085 1  F  0 .100 

9  昭49. 10 26. 5 

中 之 島 セ ン タ ー ピ ル 129. 5 35質点系 x ・3. 55 2cro  E .  T.  0  200gal  Li near 1/200 T  0. 245 T  0. 300 

30F - B 3  F  123. 0 B 3 床固定 Y  :  3. 50 400gal  T n- Lmear  1/ 1∞ 1. 40 B3 0. 155 B30. 155 

10 昭 50. 4  16. 3 

ニ 富 一 丁 目 西 ピ ル 87. 0 22質向系 X  :  1. 800 l 次 2% E .  T.  S  200gal  L m田 r 1/230 T  1. 00 同左

19 F - B  2  F - P  3  F  75. 0 H 智床悶定 Y  :  1. 862 仮動数比例 A  500gal  Bi - Li near 1/50 2.25 I  F  0. 45 

11 昭50. 12 16. 0 

大 阪 マ ル ビ ル 123. 9 32質点系 X  :  3. 41 内部粘性 O.  E .  T  200gal  Lmear  約 1/200 T  0. 396 同左

30F - B 4  F - P  3  F  113. 8 1  ｾ皆床固定 Y  :  3. 41 1 次 2 % 他 300gal  T n- Lmear  1. 37 I  F  0. 0816 

12 昭51. 3  18. 6 

森 之 宮 (2) - 3 市 街 地 住 宅 85. 9 28質点系 X  :  1. 95 l 次 5 % E .  T.  0  200gal  Lmear  1/212 T  0. 338 T  0. 344 

25F - B 1  F - P  2  F  76. 2 R民 k mg Sway  Y  :  2. 02 M。 330gal  Tn- Lmear  0. 9 I  F  0. 123 I  F  0. 130 

13 昭52. 5  8. 0 

阪 急 グ フ ン ド ピ ル 126. 9 45自由l宜系 X  :  4. 35 s  2 % E ， 0 ， T  200gal  Lmear  1/ 191 T  0. 260 T  0. 348 

32F - B 3  F - P  I  F  120. 8 R田 ki ng Sway  Y  :  3. 63 S R C  5 % 300gal  Tri  Lmear  1/ 123 1. 19 I  F  0. 075 1  F  0. 076 

14 昭52. 7  15.8  

新 長 田 駅 前 市 街 地 住 宅 82. 0 26質点系 X  :  1. 610 内部粘性 A ， E ， T  200gal  Li near T  0. 46 同左

25F - B 3  F  82.0  l 階床悶定 Y  :  1. 531 l 次 3 % 330gal  Tri - Li near 1/206 0. 97 I  F  0. 13 

15 昭 52. 8  14 .5  

芦 屋 浜 禽 層 住 宅 84. 4 31 I3由I立系 X  :  2.64 内部粘性 E ， T.  0  200gal  Li near 1/ 152 T  0. 285 T  0. 432 

29F - B  0  F  84. 4 Rocki ng Sway  Y  :  2. 61 l 次 3 % K  300gal  Quadri - Li n 1. 33 I  F  0. 128 I  F  0. 125 

16 昭54. 7  6. 0 

ち ど り が 浜 団 地 K M地 区 85. 9 25質点系 X  :  1. 856 l 次 3% E ， T ， 0  200gal  Tn- Lmear  第 2 折占に対 T  0. 313 同左

25 F  - B  1  F  - P  2  F  77 .3 l 階床固定 Y  :  1. 716 Mu  330gal  Tri - Lmear  1/ 180 

し0. 87

I  F  0. 13 

17 昭54. 9  8. 3 R / S  

神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ ァ ル 112. 0 31質o! ; 系 X  :  3. 49 l 次 2% E.  T .  K。 200gal  Lmear  1/ 170 T  0. 32 同友

3I F - B 2 F - P I F  11 1. 4  l 階床固定 Y  :  3. 60 仮動数比例 P  350gal  Tr i - Lmear 1/ 105 1. 7 I  F  0. 08 

18 昭 56. 1  10. 7 

大 阪 駅 前 第 3 ビ ル 142.0  36質点系 X  :  4. 19 内部粘性 E ， T ， 0  200gal  Li near 1/252 T  0. 254 同左

34F - B 4  F - P  2  F  131. 6 l 階床悶定 Y  :  4.08 I 次 2% 330gal  Bi - Lmear  1/ 142 1. 63 I  F  0. 108 

19 昭56. 5  23. 1 

オー・ヱム・ホァル日航ピル 113. 7 39自由I!l:系 x ・2. 43 s  2 % E ， T ， 0  0. 2g Lmear  1/ 168 T  0. 533 T  0. 597 

32F - B 4  F - P  1  F  110. 6 Rocki ng Sway  Y  :  2. 46 S R C  5 % 0. 3g Tri -Li near 1/94 1. 88 I  F  0. 186 I  F  0. 145 

20 昭57 . 8  17. 7 

大 阪 駅 前 第 4 ビ ル 110. 0 30質点系 X  :  2. 26 S  1次 2% E.  T ， 0  200gal  Li near 1/200 T  0. 350 T  0. 400 

25F - B 4  F - P  2  F  100.0  l 階床固定 Y  :  2.57 描量動数比例 H  330gal  Tr i - Lmear 1/ 121 2. 0 I  F  0. 150 I  F  0 .136 

21 昭58. 3  23.1  

大 阪 タ ー ミ ナ ル ピ ル 122. 3 34質占系 X  :  2. 89 内部粘性 E .  T ， 0  200gal  Li near 1/ 166 T  1. 00 同左

27F - B 4  F - P  3  F  117. 7 B  4 階困定 Y  :  2. 84 l 次 2% 300gal  Tri - Li near 1/ 113 1. 18 I  F  0 .135 

22 昭 58. 3  21. 3  

ワ ー ル ド 新 本 社 ビ ル 117. 4 31質点系 X  :  3. 41 s  2 % E ， T ， 0. 2g Li near 1/202 T  0. 197 同左

27F - B I  F - P  I  F  11 1. 9  地盤速成 Y  :  3. 48 振動数比例

K OBE  

0. 3g Quadr i - Lm 1/96 1. 89 I  F  0. 085 

'69， 71. 74 

23 昭59. 2  8.4  

神 戸 パ ー ク シ ァ ィ ー A 棟 73. 4 26自由I!l:系 X  :  1. 237 内部粘性 E ， T.  K  200gal  Tri - Li near 1/268 7 レーム 0. 621 T  0. 469 同左

24F - B 0  F - P  2  F  67. 1 R田 ki ng Sway  Y  :  1. 206 l 次 2% P  350gal  Tr i - Lmear 1/ 155 11 1. 142 I  F  0. 18 

24 Pi'l 59 .  3 予定 5.7  
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『ビルディングレターj 日本建築セノター性能評定シートにより昭和59年 2 月作成

基 礎 主 体 構 造

ｴ 韓造検 ｾｉｊ 大 梁 床 耐 火 被覆 特 記 事項

地業および支持力

骨組形式

柱 部 材 外 E主 内 壁

部 キイ 現 場 継 手 コンクリート樋別 型 枠

ベ タ 基 礎 長 期 ] 35l / m'  5 H C  1200ロ 550 H丁目 普通 R C  R C  必要なし

短期 70 11 コア耐自草壁ラー 鉄 骨 十字型 x  1200 軽 量 ( 2 F 以上) カーテンウォ- ) レ
建物高卓 m

〆ン

上段最高高き

ベ タ 基 礎 長 期 35t / m' 5 R C  ア ングル 同左 普通 アノレ E 軽量プロ y ク ラスモルタル 中 段 軒 高

短期 70 11 地上純ラー〆 ン 組 立 方 式 軽量 ( 4 F 以上) カーテンウオール
下段基礎底深さ

ベタ基礎長J 1 1J 37. 6l / m' 5 R C  鉄骨 鉄 骨 普通 プレキャスト プレキャスト 必婆なし

採用地震漉

短期75. 2 11 耐震壁付ラーメン 十字型， 1 型 B H  軽量 ( 5 F 以上) コンクリート 発泡コンクリート
T  Taf l  1952 

E  :  Elcenl ro 1940 

ベ タ 基 礎 長JII J 40t/ m'  5 ， 5 R C  H  B H  H TB  普通 3  F 以 上 7 ) レキャスト A L C  板 岩*-¥，，*，、 o  :  Osaka 1963 

短 期 80 11 コアプレース付 400; "- リーズ 軽量 ( 3 F 以上) デ ッキプレート カーテ ンウ方ーノレ
A  :  Akashi  1963 

ラーメン s  5endai 1962 

ベ タ 基 礎 長JII J 50t / m'  I  5  外周柱B ox B H  H TB  普通 2  F 以 上 P C板 A  L C .t，亙 石綿系成形板

T o  :  Tokyo 1956 

H  :  Hachi nohe  

短 期 100 11 有望ラーメ ン 内 柱 H  溶接 経量 ( 2 F 以 上) デ y キプレート アルミサ "1 : / ユ PC板 . 吹付 石11/，
1968 

鋼板耐量産壁

K  :  Kobe PI1971  

ベ タ 基 礎 長 期 35t / m' 5 ， 5 R C  厚肉 H 形 B H  J存按 普通 4  F 以 上 アルミ A  L C板 岩 綿 吹 付 Mo  :  Mori nomi ya 

短期 55 11 上部純ラーメン 400;"- リーズ HT B  軽量 ( 4 F 以上) デ y キプレ ト カーテンウオール サーモニー， マヰJ レ
Mu  :  Mukogawa 

下部耐震壁 Ko  :  Kobe )1 1969 

杭 基 礎 長期 300t / m' 5 ， 5 R C  鉄骨 H， B H  溶接 普通 6  F 以 上 P C 級 軽量 P C 被 石 綿吹付

P  :  Por l  Island 

1974  

ベ ノ ト 杭 短 期J 600 11 地上純ラーメン H ，十字型 HT B  軽量 ( 2 F 以上 ) デ y キプレート カーテンウ才一J レ 軽量ボード壁

杭 基 礎 ベ ノ ト 杭 5 R C  鉄 骨 鉄 骨 住 溶 接 普通 軽 最 P C板 C B  必要 な し 設計周せん断力係数

P C杭 地上純ラーメン 十字! t ' B H  梁 HT B 軽量 ( 4 F 以上)
T  最上階

B 最下階

ベ タ 基 礎 長 期 70t / m' 5 ， 5 R C  厚肉 H 形 H  溶接 普通 金属カーテン A L C 仮 石 綿成形耐火板

方向

X  短辺方向

短 期 100 11 プレース付ラー 400シリーズ 一部 HT B 軽量 ( 3 F 以上) ウオール 鋼製化粧， マネノレ

y 畏辺方 向

メン

布陣造種別

ベ タ 基 礎 長 期 250t / m' 5 ， 5 R C  B ox， H  B H  7 フンジ熔接 普通 4  F 以 上 P C カーテン A L C  級 f圭カ J レ板，A L C 板 R C  鉄筋コ ンド) I  

ピ ア 支 持 短 期 500 11 プレース付ラー ウェプ HT B 軽 量 ( 4 F 以上) デ y キプレート ウオール 軽鉄下地問l仕 切 成形石綿板
ート 憎遺

メ ン下部耐鍵壁 5RC 鉄骨鉄筋コン

ベ タ 基 礎 長 期 35t / m' 5 ， 5 R C  H - 500 B H  溶接 普通 プレキャスト A L C 板 注力 J レ板

クリート綿造

s  鉄骨柵造

短 期 70 11 プレース付ラー 5 R C十字型 H T B  軽 量 ( 6 F 以 上) コンクリート C B  

C B  軽量コノク リ

メン下部耐1! t 日空

ートブロ ，?  

ベ タ 基 礎 長 期1] 250t / m'  5 ， 5 R C  Box， BH  H， B H  普通 4  F 以 上 P C カーテンウ P C板， A L C板 4膏造

ピア支持 ラーメ ン一部 プ 軽 量 ( 4 F 以上 ) デ y キプレート ォ-)L-， A L C板 軽鉄下地 P B 材料種別

レース H ロール H

ベ タ 基 礎 ベ ノ ト 杭 5 R C  5 R C  5 R C  位 溶 接 普通 R C  内装 J マネ J レ 必要なし

BH  :  i&jfe H  

HT B : 高カボル ト

耐震壁付ラーメン 梁 HT B 軽 量 ( 3 F 以 上) - f f I IPC板 一部 P C板

P B プラスターボ

ード

ベ タ 基 礎 長 期 300t! m' 5 ， 5 R C  Box B H  溶接 普通 4  F 以 上 タイノレ打込 A L C 板 f圭カノレ板

ピ ア 支 持 短 期 480 11 ラーメン 十 字 型 H T B  軽量 ( 4 F 以上) デ y キプレート P C板 C B  

下部耐波壁
特 le

ベ タ 基 礎 長 期 50l/ m' 5 R C  B H等 B H  住ウェプ格按 普通 P C板 R C  必要なし

最大層1111変形角およ

ぴ最大塑性準の(直は，

短 期 100 11 純ラ ー メン 他 HT B 軽 量 ( 5 F 以上) P C板

X ， y 方 向 各 ケ ー

ス内最大値とする .

独 立 基 礎 鋼 管 杭 s  B ox  H， B H  H T B  P C板 P C板 合板および木造 改 良 型吹 付岩綿

O600- Ol l OO 同l按トラス繊造 H， B H  溶接 組 立 J マネJ レ工法

下地 P B

材一 部 P C 板

ベ タ 基 礎 ベ ノ ト 杭 5 R C  鉄骨十字型 B H  柱 溶 接 普通 P C板 P C .t/ii 必要 な し

長 期 250t / m' 純ラーメ ン 梁 H丁目 軽 量 ( 3 F 以上)

杭 基 縫 P H C  600O  5 ， 5 R C  B H， Box  B H  HT B， 普通 7  F 以 上 P Cノマネノレ A L C 板 吹 付石 綿

長 期 120t / 本 純ラー〆ン P IP E，十 字 型 溶接 軽 量 ( 7 F 以上) デ y キプレート P B  石綿成型板

下部耐震壁

ベ タ 基 礎 長 期 250t / m' 5 ， 5 R C  Box ， H  B H， H  柱 溶 接 普通 4  F 以 上 P C板 A L C 板 珪カノレ板

ピ ア 支 持 短 期 500 11 プレース耐E草壁 十字' I : i 梁 溶 接 HT B 軽 量 ( 4 F 以上 ) デ y キプレート P B  岩綿1吹 付

付ラーメン

ベ タ 基 礎 ベ ノ ト 台 柱 5 ， 5 R C  Box ， BH  B H  溶接 HT B 普通 IOF 以 上 P C紙 R C R C ‘ C B  岩綿吹付

ピ ア 支 持 長 期 223t / m' 耐震笠付ラー〆ン 十 字 型 軽量 ( 2 F 以上 ) キーストンプレート P B， A L C .t&  

ベ タ 基 礎 長 期 250t / m' 5 ， 5 R C  箱型. 向型 B H， H  溶接 H T B 普通 4  F 以 上 アノレミカーテン A  L C板 珪カ J レ桜

ピ ア 支 持 短 期 500 11 プレース付ラー 十字型 軽 量 ( 4 F 以上) デ y キプレート ウ才- ) レ P B  岩緋吹付

メン下部耐誕墜

ベ タ 基 礎 長 期 250t / m' 5 ， 5 R C  Box B H  溶接 普通 3  F 以 上 金属 カーテン A  L C 板 柱 I主力ノレ板

ピア支持 純ラーメン 軽量 ( 2 F 以上) デ y キプレート ウｾＭＩレ P B 二重貼 梁 石 綿 吹 付

ベ タ 基 礎 長 期 先 端 5 ， 5 R C  B ox，鋼 管 B H  溶接 普通 PCa 板 軽鉄IlI J仕切 吹付岩綿

ピア支持 175t /m， プレース付ラー 十字ｾ 鋼 管 HT B  軽量 ガラス カーテン A  L C 板

短 期 350 11 

メン ウォ- ) レ

独 立 込 磁 長 期 150t j; 本 5 R C  H 型 H， B H  溶接 普通 一 部 P C板 P C板 必要なし

鋼 管 杭 短 期 300 11 耐震壁ラーメン 十字型 H TB  p c t&  デ ッキプレート A  L C板

本 号 特集斡司王. 足立直行/ 悶榊l基嗣/ 高橋尚/ 中西尚晃/ 原、克巳/ 八尾n太郎

49 



〔

本 ヰ土

東京支庖
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関西の超高層ヒ、ル」特集関連業者(…

橋 り ょ う . 鋼 管 構 造 . 鉄 骨

。 顎 住 山 観 工 iili

代表取締役

社 長
金 子

盛且

. E乙

〒551 大阪市大正区南恩加島6丁目 2番21号 T E  L06(552 )  1231(大代表) 営 業 所 北 海 道 、 仙 台 、 名 古 屋 、 広 島 、 九 州

〒104 東京都中央区京橋 2 丁目 18番 4 号 T E  L03(567)2321(代 表) 出 張 所 埼 玉 、 沖 縄

工 場 本 社 工 場 、 東 京 工 場

橋 梁 ・ 鉄 構 ・ プ レ ビ ー ム ・ 土 木 ・ 建 築

。Jll 由工業株式会祉大阪支社

⑮ 550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 1 丁目 22番 目 号 ( シルバーピル)

まま ( 06) 5  3  2  - 4  8  9  1  (代表)

本 社 富山県東砺波郡福野町商品 ＴＶＱＰＨ を ｾＹＳＹ Ｍ ＱＵ Ｉ fr 07632-2101 

東京支社 東京都北区滝野川 1 - 3 - 11(⑤ 114) fr (03)915-4321 

営 業 所 名古屋・広島 ・四国・九州・札帆 ・仙台 エ渇 富山・栃木- 四国

鉄 骨 、 橋 梁 、 鉄 塔 、 鋼 構 < s > 造 物 の 設 計 、 製 作 、 施 工

川岸工業株式会社大阪支庖

支庖、工場 〒583 大 阪 府 羽 曳 野 市 広 瀬 2 4 5 番地

電 話 ( 0729)  56 - 2  2  6  1  ( 代表)

本社 干 105 東京都港区東新僑 1 丁目 2 番 13号

電 話 (03) 572- 5 4  0  1  ( 代表)

鉄 骨 ・ 鉄 塔 ・ 鋼 構 造 物 の 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

企 株 式 会 社 三 栄 建 設

代 表 取 締 役 青 山 博 司

本 社 干 581 大阪府八尾市大字弓削980番 地 T  E  L0727- 49- 5761( 大代表)

《ゆお宙機エ株式令私

代 表 取 締 役 今 成 博 親

本 社 〒556 大阪市浪速区敷津西 2 丁目 l 番12号 電 話 大 阪(06)649- 5100( 大代表)

東 京 支 庖 干103 東京都中央区日本橋本町 3 丁目 6 番 地 電 話 東 京 (03)662- 3581( 代 表 )

営 業 所 仙台・名古屋 ・広島 ・福岡



の超高層ビル」特集関連業者団…

所工

① 

橋 梁 ・ 鉄 骨 ・ 鉄 塔

春 本 鋭

(06)  552ー 1461 ( 大代)

( 0720)  31- 4322( 代表)

(03)  585- 7826- 8番

( 052)  211一1701番

( 092)  473- 6027番

大 阪

寝屋川

東 京

名古屋

福 岡

信

話

話

話

話

電

電

電

電

電

株式会社

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 6 丁 目 20 番 34 号

牧 方 市 南 中 振 3 丁 目 3 番 1 号

東 京 都 港 区 六 本 木 5 丁目 18番 17号( 染料会館 4 階)

名 古 屋 市 中 区 錦 2 丁 目 17 番 30 号( 河越ピル 7 階)

福岡市博多区博多駅前 3 丁目 16番 10号( 興産ビル 3 階)

社

そ の 他 鋼 構 造 物

A

Q

一

A

孝

⑤ 103 東京都中央区日本橋久松町12番目号( 和孝14 ビル)

電 話 東 京 ( 03) 661 - 5 2 5 1 番( 代表)

千 葉堺阪工

山奇亘量 I画I11

戸 ( 078) 341- 7731( 大代表)合神神 戸 市 中 央 区 中 町 通 2 丁目 l 番 18号 ( 日生 川崎ピル)50- 91 

344- 1271  ( 大代表)

ネ土
ふ

玄式製 鋼 株西関

堺市塩浜町 5 電 話 ( 0722) 38- 5561(大代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町 12- 1 太洋ビル

電 話 ( 03 )  6  6  8  - 5  9  0  7  ( 代 表 )

本 社 ・ 工 場

東 京 出 張 所

床板工法トL 型デッキプレーキプレー

φ 住金鋼材工業株式会社

目

巨ヨ義平日津社長

f t 06 ( 220)  9  7  0  0  

ダ イ ヤ ル イ ン

窓口3 ( 281) 6453( 代)
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社

場

所

所

所

式株梁

- 鉄骨・鉄塔・

橋尾松

和尾

東 京 支 庖

阪 (06)念 大大 阪 市 北 区 堂 島 浜 2 丁 目 1 番目号( 古河大阪ピル)

を拓く

大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 22 ( 住 友 ピ ル 第 3 号 館 )

東京都中央区八重洲 2- 2- 1 ( 住友生命八量洲ビル)

橋 梁

⑪ >  

松取締役社長

大 阪 市 大 正 区 鶴 町 3 丁目 4 番 18号

大 阪 ( 06) 552- 1551 番( 代表)

場 大

30 

社( 大阪) 〒541

ヰ土( 東京) 干104
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「関西の超高層ヒ、ル」特集関連業者( 問…

合 成 床 板 ( E デッキフロア)

構 造 床 ( デ ッ キ プ レ ー ト )

鉄筋コンクリート床Ｈ言 ｪｺｦｊｊｌ 二ｾ )  

シ ス テ ム 床 ( オ ー ス ト 床 板 )

豊富にそろった床製品群を、

ぜひ建築計画にお加えください。

⑤ 自 動 建 材 工 業 厳 罰 曾 融

住友の特殊高カボルト

s sボルト ⑨帝国製鋲株式会社

営業品目

代 表 取 締 役 八 木 慶治

高力六角ボルト 特殊ボルト

本 社 工 場 干552 大 阪 市 港 区 海 岸 通 3 丁目 2 - 21 T  E  L  06( 572) 2951 

ガードレール用ボルト 軌条用ボルト 東 京 事 務 所 〒104 東 京 都 中 央 区 銀 座 8 丁目 4 - 25 T  E  L  03( 571) 7331 

高 カ ボ ル ト ( サ ン ト ル ク ボ ル ト ) の 製 造 ・ 販 売

ぷ e

奇でか‘
日 E 鋼 業 株 式 社

代表取締役社長 奥 山 正 雄

= 二 営 業
ロ

ロロ 目 - - -

- 高力ボルト 圃し C 座金

・高力 T C ボルト ・ C Dボルト

・耐候性高カボルト ・基礎ボルト

本 社 干 660 兵 庫 県 尼 崎 市 中 浜 町19番地 T E  L  06- 416 ー 1021

営 業 所 北 海 道 ( 011) 251- 3301 東 北 ( 0222) 66- 5611 東 京 ( 03) 213- 9521

名 古 屋 ( 052) 581- 8097 広 島 ( 082) 247- 6431 九 州 ( 092) 781- 7508

直司自器商IL - ! デシ鰍試曾11

代表取締役社長 水 ノ 江 淳

・耐候性高力 T Cボルト ーその他特殊ボルト

本 社 工 場 干 824 福 岡 県 行 橋 市 大 字 福 富 980

電 話 ( 09302) 3- 2571 

東 京 営業所 干 100 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2 - 6 - 2 ( 日本ピル605)

.u舌 ( 03) 242- 2571

大阪営難所 干 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2 - 4 ( 新日本製織 内)

ｾ，ｾ＠
川銭のリバートルクボルト ( R Tボルト)

川鎌ハイテンションボルト

，，) 1  St g可工場・建設省認定品

電 路 ( 06) 201- 5371 

回日本ファスナー工業株式会社

本 社 及 び 工 場 干538 大 阪 市 錦 見 区 今 津 北 4 丁目 7 番18号 東 京 試 験 場 干335 埼玉県蕨市北町 5 丁目 9 番6 号

電 話 大 阪 ( 06) 968ー 1800( 代表) 電 話 蕨 ( 0484) 46- 1658 



「関西の超高層ヒ、ル」特集関連業者(制IJ 明 )

事力説ILト

. 力NKポILト

(J IS B1186許 可 番 号573084)

( J SS II09 告示第1795 認 定 住 指 発 第238)

防錆処涯、耐候性、溶融E 鉛鍍金、その他各種表面処理

ム三塁走業総点; 舎私大鉱工場

大 阪 工 場 干559 大阪市住之江区緑木 1丁目 4番 16号 T  E  L  06- 682- 3261 

東京試験所 干144 東京都大田区西六郷 4丁目 6番 22号 T E L  03- 733- 0805 

本 社 〒590 大 阪 府 堺 市 山 本 町 E 丁 1 2  4番 地 T E  L0722- 27- 6911 

P C版 工 事 の 設 計 製 作 施 工

P C C A一種 会 員

株 式 会 社 大 和 建 材 届

代表取締役 河 野 廉 平

本 社 工 場 干511- 02 三 重 県 貝 弁 郡 大 安 町 大 字 梅 戸 字 笹 谷 T E  L05947一7- 0821

大 阪 事 務 所 〒558 大阪市住吉区長居 2丁目 9番 14- 103号 T  E  L  06- 694ー 1070

名古屋事務所 干460 名 古 屋 市 中 区 栄 3 丁 目 19番 ー 16号 T E  L052- 261ー0531

コンクリートプレハブ建築工事

低層・中層・高層コンクリートプレハブ住宅・設計・製造・施工

係当時三井プレコン株式会社大阪支庖

『 圃F 常務取締役支庖長 淵 上 保 夫

支 庖 干530 大阪市北区中之島 3 丁目 4 番 18号三井ビルデイング 2 号 館 T  E  L  06- 444- 4231 

本 社 干103 東京都中央区日本橋堀留町 1 丁目 8 番 13号( 太陽堀留ビル) T  E  L  03- 663- 1311 

- 建築用各種板ガラス

・庖装用ガラス・建材

・各種G R C製 品

処 .;1i ! f 株久令松

。シ
大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 1番4号

( 阪 急 タ ー ミ ナ ル ビ ル15階)

宮 大 阪( 06}373- 5811( 受付台)

キ反ガラス 加 工 ガ ラ ス G. R . C  その他ガラス製品の製造販売

セントラル革路子株式会社

大 阪 支 庖

支 庖 〒530 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 2 - 5  - 1 0  ( 梅田三井ビル) T  E  L 06- 315 - 1525 
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「関西の超高層ヒ、ル」特集関連業者(畑町目)

建物にいつも新しい表情を. .  .  .  .  .  

熱線反射ガラス

レフライト S

レフライト N B

レフライト S グレー

レフライトは可視光線の反射率が高〈、四季や時刻の変化に

応じてユニークな表情を与えます。

①日本板破子株式会社

レフライト N Bブロンズ

大阪支庖 〒541 大阪市東区道修町 4 丁目 8 番 地 T  E  L  (06)  203- 3851 ( 代)

総合技術がひらく

新しい移動空間 東芝インバーターエレベーター

. お問い合わせ先 東京芝浦電気株式会社・関西支社 昇降機部 干550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 一11- 7  ( 信濃橋三井ビル)

電話 ダイヤルイン 06- 445- 4815

先端技術をくらしの中に… E & E の東芝

エレベーター・エスカレーターのパイオニア

OT I S 日本オーチス・エレベータ株式会社

代表取締役社長 久 米 稔、

本 社 干 160 東京都新宿区西新宿二丁目 4 番 1号 新 宿 N S ピル T E  L03- 349 ー 1351 ( 代表)

大 阪 支 庖 干 542 大 阪 市 南 区 道 頓 掘 一 丁 目 東 3 番 23 号 TEL06- 213- 7591( 代表)

人の動きが読める 21 世紀志向の目立知能群管理工レベーター

。 株 式 曾 社 目 立 製 他 府

関西支庖 〒541 大阪市東区北浜4-6( 日生目立ピル) 電話/ 大阪 (06) 203-5781 (大代〉

F 1J J I TEC 

世界で愛される信頼のエレベータ

ｾＺ［デ ＡＡｊ ヨ械式皇ネ ｉ
本 社 〒 567 大 阪 府 茨 木 市 庄 1 - 28- 10 T  E  L( 0762) 22- 8151( 代)

東 京 支 庖 干 108 東 京 都 港 区 高 舗 2 - 21- 42 T  E  L  (03)  443- 5231( 代)

大阪支庖 〒 550 大阪市西区靭本町 1 - 7  - 4  T  E  L (06)  441- 8521( 代)



「関西の超高層ビル」特集関連業者(t;f>fl 8Ij 5 0酬 )

昇 降 機 受 変 電 冷 暖 房 照 明 関 係 一 式

2九三雲 ' 様式会社関西支社

取締役支社長 尊 田 耕 吉

本 社 干 100 東京都千代田区丸の内 2 - 2 - 3 ( 三菱電機ビル) T  E  L03- 218- 2111 
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アルカリ骨材反応による

コンクリート構造物の被

室

二 村 誠 二

1 . わが国のアルカリ骨材反応への対応

アルカリ骨材反応は 1940年に米国のT. E .  St an-

ton によって報告されたが、このような反応性骨

材によるコンクリート締造物の被害は米国に限ら

れた問題として考えられていた。し かし、 1970年

頃から多くの国々でアルカリ骨材反応による被害

が報告され、現在ではアルカリ骨材反応はアルカ

リ ・シリカ反応、アルカリ炭酸塩宕反応、アルカ

リ ・シリケート反応に分類されるに至っている。

このうち、わが国で問題となるのは主としてアル

カリ ・シリカ反応である。

わが国におけるアルカリ骨材反応による被害報

告で公表されたものは二例だけである。

一つは最上川上流に架けられた長崎橋・村山橋

の崩境事故である 。こ の調査結果 1; 1: 昭和26年に報

告されたが、最上川産川砂平IJ中の頁岩にアルカリ

. シリカ反応の原因となるトリジマイトが含有され

ており、これによる過度の膨張が原因したとされ

写真 1 建築物の柱に生じた ma p cr ack ing  

56 也事と社会 /1984年 2 門司

ている。そしてこの調査時に、全国の川砂利に対 って浸透圧に基づく水圧を与えることによるとい

するアルカリ骨材反応性の試験が実施された結果、 うものである 。 その後、この浸透圧理論を裏づけ

上記以外の川砂利にはその危険性はほとんどない る研究がいくつか行われているが、未だにそのメ

と報告されている。

今一つは昭和40年に報告された中国電力米子営

業所のパラペ y ト崩壊事故である。このコンクリ

ートに使用された皆生浜産砂利の中の安山岩にト

リジマ イトが含有されており、これが原因したも

のである。

これら公表されたコンクリート構造物はいずれ

も昭和 4 年に建設されたものであり、使用された

砂利は低品質のものであったため、社会的には特

殊な事例として受け止められ、問題視されなか っ

.. 

'_。

以上のことから、わが国においてはアルカリ骨

材反応による被害はないものと考えられるように

なり、その対応策は全く講じられなかった。この

ため、異常なひび割れの発生が問題となっても、

アルカリ骨材反応にまで原因を掘り下げて検討さ

れることは稀であ ったものと 恩われる 。

2. アルカリ・シリカ反応機織

アルカリ・シリカ反応は、 ff 材中に反応性のシ

リカ鉱物( オパール、カルセドニ一、クリストパ

ライト、 トリ ジマイ トほか) や火山ガラス等が存

在すると、セメント中の Na +、K 初アルカリ金属

やOHーとの間にある種の反応生成物ができること

によるもので、これが周囲から水分を吸収して膨

張し、大きな圧力を及ぼすものである 。

この膨張織摘には二つの説がある。一つはVi v-

i an によるもので、単に反応生成物の吸水膨潤によ

る機械的圧力によってモルタル部にひび割れを発

生させるというものである 。今一つは H ans en に

よるもので、骨材表面のセメントペーストは透水

性であるが、反応生成物に対しでは不透過性とな

写真 2 被害コンクリートの断面

写真 3 ペントハウス柱頭部の大きな膨張ひび割れ

カニズムは解明されていないのが実情である 。

いずれにしても、アルカリ ・シリカ反応による

膨張が発生するためには、日及水膨潤性を持つ反応

生成物の生成と、吸水できる水分が周囲に存在す

ることが必要である。そしてこの膨張量は、①骨

材の反応性の程度、②反応、性骨材 の混入率、③反

応性骨材の粒度、④セメント中のアルカリ浪度、

⑤水セメン卜比および⑥温度等の要因によって大

きく異なり、複雑である 。

この反応による被害コンクリートの外観上の特

色 1;1:、

(1ト般的に地図状または D状の不規則なひび割れ

が生ずる場合が多い。

(2)白色のゲルの浸出が多く見られる。

(3 )コンクリー卜内部の骨材自身に生じたひび割れ

は、モルタル部を過して相互に連絡しており、破

壊商は白色のゲルで満たされている 。

( 4 ) ' 骨材周辺に暗色の反応環が認められる。

等である。( 写真 1 、 2 参照)

3. 関西地方におけるアルカリ・シリカ反

応によるコンクリート構造物の被害

関西地方のコンクリート楠造物 に、アルカリ骨

材反応による異常な膨張ひび割れが顕在化し、社

会的に大きな反響を呼んでいる。この被害は土木

・建築を含むあらゆる種類のコンクリート精造物に

及んでおり、その被害の程度はその環境条件によ

って千差万別である 。

写真 3 は、ある公共建築物のペントハウス柱頭

部に見られるコンクリートの異常な膨張ひび割れ

である。この被害コンクリートは石英安山岩砕石

と輝石安山治砕石が使用されているが、 80- 90%

はアルカリ ・シリカ反応の原因となるクリストパ

ライトを含有する輝石安山岩砕石である 。 この骨

材自身のひび割れはモルタル部を通して相互に連

絡していることから、コンクリートの耐力的性能

はほとんど期待できないものと思われる 。米国の

ノf ーカーダムの被害コンクリートでは圧縮強度で

0.74、弾性係数で0.52倍に低下していることから

も推測できる。

建築物の場合には、温度と水分の供給の受けや

すい部分、とくに屋階部と基礎部分の劣化が激し

く、権造的には保障できないほどの被害を受けて

いるものもある。幸いなことに、関西地方では大

きな 地震がないため、現在のところ人命にかかわ

る被害は生じていないが、鉄道橋脚や高速道路橋

脚にもこの被害が広範に及んでおり、コンクリー

ト栂造物全体への詳細な調査か望まれるとともに、

関係当局はその結果を公表すべきものと思われる 。

アルカリ骨材反応による被害は関西地方に限定

された特異現象ではなく、全国的にその可能性は

ある。今後の対策としては、有害な骨材を判別す

る試験方法を検討するとともに、現実に存在して

いる被害コンクリート構造物の補修工法を早急に

確立することにある 。

事骨文献 省略

( にむら せいじ 大阪工業大学講師)
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大便器の種類と洗潟県

( その 3)

近 藤 峰 治

(2)構造と作動原理

- 感 知 ケ ー ス 内 部 に 設 け た 制 御 部 に 赤 外 線 の 発

光 素 子 と 受 光 素 子 が 組 み 込 ま れ て お り 、 感 知 範 囲

内 に 人 が 立 っ と 、 そ の 人 の 反 射 に よ り 受 光 素 子 が

検 出 し 、 同 時 に 検 知 表 示 ( 赤 色 ) ラ ンプ が 点 灯 す

る。 ( 図 4 )  

・ 感 知 継 続 感 知 状 態 が 6 秒 以 上 続 く と 制 御 部 に

信 号 が 入 る 。 感 知Ne雌 l主、 600mmlこ網整しであるが、

対向Eま ま で の 距 艇 が 短 い 場 合 は 、 距 離 調 整 の 必 要

が あ り 、 制 御 邸 内 に i e雌 鯛 盤 機 精 が つ い て い る 。

範 囲 は 20- 100伽mま で 開 後 で き る 。( 図 6 )  

・ 洗 浄 人 が 感 知 範 囲 か ら 雌 れ る と 、 同 時 に フ ラ

ッ シ ュ パ ル プ が 作 動 し 、 洗 浄 が 始 ま る 。( 図7 )

. P U SH を押す セ ンサ ー 上 に つ い て い る ボ タ ン

ス イ ァ チ を 押 す こ と に よ り 、 セ ンサ ー の 感 知 と は

関 係 な く フ ラ ッ シ ュ パ ル プ が 作 動 す る ( 使 用 中 の

洗 浄 が で き る よ う に な っている) . ， (図 8 )  

・ 作 動 チ ャ ー ト

感知

洗浄

P U S Hボ51 ン

- 施 工 例 と 組 み 合 わ せ 表- 1 参照。

セ ン サ ー の 取 り 付 け は 、 つ ぎ の 点 に 注 意 が 必 要

である 。

( a)便座の種類・… ・・・ シャ ワ ー ト イ レ 等 シートの高

さが高いものがあるため、取り付け位置は便座よ

り100 m m 上に取り付ける必要がある 。

(b)手すり … … … 手 す り が あ る 場 合 は 、 手 す り を 感

知しない位置に取り付けること 。

(c) ドアの位置. .. ・H ・. . とくに和風の場合は、常にド

アを開けた状態となっているため、使用していな

いときは感知しないが、 ドアを閉めるとドアを感

知 し て し ま う 場 合 が あ る た め 、 セ ン サ ー の 位 置 を

ドアに当たらないようにする必要がある 。( 図 9)

( おわり)

( こんどう みねはる

伊奈製陶株式会社住殺事業本部商品計画設計部

表 - 1
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WL S S溶 接 機

施工材料の頁o  川 作 脚 内 的 州 、

97A 

i粒l iO. 3 m以下

車立f圭03- 0 5mm

粒径05- 1 伽m

粒径 l 伽m以上

スパッ世粒径

叫す』時- w-- 1 一句ヂヘ. r - - "

2 3 V I  '22V  

一般直流溶接慣と WL 5 5溶緩慢の電流波形の比較

96. 4時/CJ f l (1∞%)  
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78 伽唱/ 酬

(ぽ) 9%)  
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ス

パ

ツ

空

発

生

量

(

喝

/

明

)

回 圏 昌 口

1  mm 0.5 0 3  O. 3mm 

以上 ｾｬｭｭＭＰＮＵｭｭ 以下

スパッタの粒径

lIIIIIIIIIIIIIIII! 

在来溶} 妾棒 WL S S溶接棒

図 1 スバ ッタ発生量

一般溶後棒使用 WL S S溶後棒使用

(イ Jレミナイト系) ( ZERODE - 33LS)  

図4 一般交流溶緩機に対する WL 5 5溶媛機の

スバッタの低減および細粒化効果

タースイッチによる夕 、ノプ切り換え方式になって

いるため、過大電流の使用が避けられ、棒径に適

した電流カ叩在実に選択されるので、不適正条件に

よるスバ ッタの tl 1 l 大を避けることができる 。

96.4r喝/ 田円粒径O. 3mm以下

Ｈ ＱＰ Ｐ 也Ｉｾ粒径 ＰＳＭＰ 5mm 

け粒径05- 1 伽m

幽 粒 径 l 伽 m以上

スパッ空粒径

W LS S に使用される溶接棒および溶接機を組み

合わせることにより、 図 5 に示すように全スバッ

タ量は約8 0 %、粒径 o.5mm以上について見ると約

9 0 %もの減少となっており、その効果は一段と大

きくなる 。写真 2 は、従来システムと WL S S にお

けるピード近傍におけるスパッタの飛散状況を、

図 6 は同じくその飛散状況を新聞紙への者火度合

いにより示したもので、 W L S Sではスパ 7 タの発

生が少なく、また飛散範囲( 面積) も泌程度にな

っていることが判る 。

1∞ 

90 

ｾＸＰ＠
ッ 70
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生 50
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20 
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- 1(¥1 1 1  ' "  ¥h 12 ｾＯｃｊｦｬ＠
ｾｉ＠ 附卜~ζ ミ凶 ( 18096)

' 在来溶接 W L S S  在来溶} 妾 WL S S

システム 100A システム 130A

図 5 従来の溶接と WL 5 5のスパッヲ低減効果の比綬

ｗ 可骨・ ｾＮｾ￟ｾＢ 鴨，町圃・貯 酌ｾＭ園田』 一 軍司薗

3. W L S S による効果

20 白唱/CJ f l

(21 396) 
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火災危険の少ないアーク

溶接システム- WL S S

被覆アーク溶接棒によるアーク溶接は、ケープ

ル 1 本あればどこへでも容易に移動できる簡便性

と、電流調皇室を行えば同一棒で全姿勢溶接が可能

であるという汎用性から、広く産業界で使用され

ている。しかし、高温で金属を溶徹する という持

性上、作業中にスバッタ( 溶接火花) を発生する

ことは避け難い。 とりわけ、建築関係における仕

上げ、内装工事あるいは改築工事では溶按作業現

場の周囲に多量の可燃物が存在する湯合が多いた

実石井

め、火災発生の危険性も大きい。東京消防庁の昭

和53年の調査では、工事中の火災の約3 0 %が溶接

に起因すると報告されている 。

. WL S S  ( Wel di ng of  L ess  Spat t er  Sy s t em、

ウエルス) は、この現状にかんがみ、スバッタ発

生盆が極力減少するよう鹿島建設、神戸製鋼所、

目立製作所の三社が共同開発した溶接 システムで、

WL S S溶接棒 ( 商品名 : Z E R ODE - 3 3 L S ! 神戸製

鋼所) およびWL S S溶接機( 商品名: D N- TL/ 目

立製作所) より構成されている 。

( イルミナイト系)

図2 ヒュームの減少

WL 5 5溶嬢梅 (Z E R OD E- 33L 5) の機織的

性質と化学成分 ( %)

スパ y タによる火災の危険性は、当然その発生

が多いほど高くなるが、その粒径による影響も

無視することはできない。すなわち、 一般の鋼の

被覆アーク溶接における溶滴の温度は 2000"( ; 前後

であり、溶接時に発生するスパ γ タも当初はそれ

に近い温度を有しているわけであるが、大気中を

飛散中に冷却されて温度は急激に低下し、その程

度は表 1 に示すように粒径が小さいほど大きく、

1. W L S S溶接棒

1，α刃

在来溶接線 WL S S溶接梅

写真 2 スバ ッタの飛散状況

1，α刃 1，αxl 1，0∞ 

Q

M
口

J

Q

U

N

港後部: 融

富

機 械 的 性 質

衝撃値

被覆系統
降伏点 引張強さ f申ぴ

{kg Arrn勺 (kg/mm勺 ( %)  

(kg 'm)  

高酸化チタン系 45 .3  52 .3 22 4. 5 

( 0 4313規格) (孟 35) (逗;43) (孟 17) ( - )  

C  Mn  Si  P  S  

0. 047 0 .46  0 .40  0 .013 0. 012 

表 2

細粒になるほど火災発生の危険性は低くなる 。し

たがって、溶接時のスバ ッタによる火災防止のた

めには、その盆とともにその質( 粒径) を改善す

ることが必要である 。

Z E R ODE - 3 3 L S は、これらの点を考慮して開発

された高酸化チタ ン系溶接機 ( J I S D  4313) であ

り、圏内で最も多用されているイルミナイト系溶

接棒 ( J I S D  4301) と比較すると、 図 1 に示すよ

うに、そのスバ ッタ発生量は約7 0 %減少しでおり、

とくに火災の原因になりやすいとされている 0. 5

システム WL S S  

. 姐失朗 日 韓穴鍋{ 多担} 蓄雪組制部( 少銭)

図6 スパッヲ飛散範闘の縮小

本 システム はこれらの特長により建築関係に広

く適用されており、その技術革新性により 1982年

度の日経年間優秀製品賞に選ばれている 。

( いしい みのる 株式会社神戸製鋼所藤沢工渇技術部)

D N - T L は従来の交流 アーク溶接機問機に、単

相 200V で使用する直流アーク溶接機で、シリコン

笠流器による全波整流を行 っている 。従来の直流

アーク溶接機との電流、電圧波形の比較を示すと

図 3 のとおりで、三相全波整流方式に比較して、

脈動はやや大きいものの過度応答性が非常に良い

ため、溶接スタート時や溶滴移行時の電流変動が

少なく、アークが安定し、スバッタは図 4 に示す

ように減少する。また、出力電流の調獲がセレク

2.  W L S S溶接機

間以上の大粒に ついては約y. と大幅に減少してい

る。写真 1 にスバ ッタの発生状況を示す。 また、

溶接時に発生するとヒューム( 溶接煙) も 図 2 に

表 1 床面到達時のスパッタ温度

議製工
2. 5m 5. 白η 10m 視覚的印象

0. 3mm 256 .3'C 90. 7'C 28. 5'C 小 粒

0. 5mm 748 .5'C 523 .2'C 252. 4'C 

中 粧

1.0mm 1479. 1'C 1171. 8'C 860. 1'C 

2. 0mm 1647. 3'C 1536. 0'C 1536. 0'C 大 粒

建築 と社会 1 1984年2 月号
58  

示すように約6 0 %減少しており、屋内工事等で換

気不十分な箇所でもクリーンな環境下で作業がで

きる。溶岩金属の性能は表 2 に示すとおりで、内

装工事等に使用される板厚 6 mm以下の軽椛造物を

対象としている 。
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日本建築協会

月間の動き

昭和58年12月分

理 事
A ‘  
. " .  

定例理事会

14日 5 時- 5 時 半 於 太 閤 国 2 階

出席者福田、足立、市川、佐野正副会長ほか

25名

議事 (1) 第 6 回電子計算機利用 シンポジウム後援

のイ牛

(2) 近畿建築会館売買契約完了の件

(3) 事務局職員 2 名退職に関する件

(4 ) 入港会者承認の件

(5) 報告事項

企 画 委 員

. A.  

. " .  

6 日 O時- 2 時 於 本 会 会 議 室

出席者 三品委員長ほか 3 名

議事 (1) 常設委員会代表との懇談会報告

(2) 報告舎のまとめについて

(3) 新事務所会議室等の使用規程について

(4 ) その他

編 集 委 員 A ‘  
. " .  

「設計者のプ口フイ一 JルレVJ

会及ぴ忘年懇親会

2 日 1  I時半 - 2 0時 於 滋 賀 県

出席者 小角亨氏、加藤幹事ほか 17名

見 学 先 滋 賀 県 立 美 術 館

怒親会場 「唐橋」瀬田川河畔

第9回編集委員会・広告企画小委員会合同委員会

8 日 4 時- 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 横山委員長、渡辺副委員長、原問委員

ほか 5 名

議事 (1) 12月号「集合住宅と生活音」特集経過報告

(2)  1 月号 r21世紀への関西一魅力あ るまち

づくりを問う」特集経過報告

(3)  2 月号「関西の超高層ピル」特集報告

(4 )  3 月号「ピルのリフレッシユ」特集企画

(5) 4 月号施工材料特集の企画一施工材料分

科会報告ー

(6)  5 月号「住環境と法 J ( 仮称) 持集の企画

(7 )  6 月号以降の特集の企画

(8) 各号の広告企画( とくに 2 月号、 3 月号)

(9) 作品作風小委員会報告一新建築調査表の

報告ー

(10) 次期編集委員の件

(11) 収支状況報告、そのほか

2 月号「関西の超高層ビ. ル」特集編集幹事会

15日 3 時- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 高橋幹事ほか 3 名

議事 「建築と社会」昭和59年 2 月号「関西の超高

12月20 日のおはらい

事務所の移転川川川川' " 川l川

1 月18 日の新事務所披露/ f ー テ ィ ー

"川"川"川"川"川"川"山"川l川川"川1“川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川l“川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川!川"川l“川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"山"川"川"川"川"川"川"川"川"川l川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川'"川"川"川l“i川"川"川i“川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川'"川"川"川"川"川"川"川l川川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"山"川i“川i“l川"川i“川"川"川"川"川"川"川i“川"川"川"川l“川"川"川"川I日川"川"川"川"川"川"川1“l川"川i“川"川"川l川l川"川"川"川"川"川"山l川'"川l“川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川l川川"川"川"川"川"川"川"川"山"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川

"  

l  

層ピル」特集原稿のまとめ

5 月号門主環境と法 J (仮称) 特集第2回編集幹事会

16日 3 時- 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 片倉健雄( 近畿大学) ・千葉桂司( 住宅

都市整備公団) 特別幹事、坂幹事ほか

3 名

議事 5 月号「住環境と法J ( 仮称) 持集の企画

( 執筆者とテーマの選定)

4 月号 「建設工事のロボッ卜化」特集編集幹事
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建築関係団体合同忘年懇親会

実行委員会

7 日 l 時 - 3 時 於 太 閤 図

出席者 共催団体委員及び事務局

議事( 1 ) 実行予算案検討の件

(2) 行事進行最終案検討の件

(3 ) 受付など各分担確認の件

(4 ) その他

忘年懇親会

14日 6 時- 8 時 於太閤園

出席者 300名

本年は大阪建築士事務F肘tJ，会が当番会となり、

例年どおり会員有志の賛助、景品の寄贈を受け、

盛会を緩めた。

会 長 と 事 務 局 職 員 懇 談 会

7 日 1 時- 3 時

出席者 福田会長、吉旧事務局長ほか 8 名

事務所移転に伴う事務局体制などにつき怒談。

建 築 ク ラ ブ

朝食会

13 日 8 時半 - 10時 於大阪グランドホテル

出席者 77名

当日は、テレピ大阪報道部キャスターの山本堅

太郎氏より「関西ピジヰ、ス最前線」放映に関して

｝Ｑ の視聴彩やウラ， ｪ ＺＵｾど仇た 。

I  r  事 務 所 の 移 転

おはらい 20日

事務所移転に伴い、天満宮に依頼して旧事務所

( 近畿建築会館) 、並びに新事務所( 駅前第 3 ピル

21 F  1 - 2  - 2号室) のおはらいを行った 。( 正副

会長出席)

引越し 22日

12 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔同体会員 l 社〕

日産建物管理側

温帯 と社 会 / 19例年 2 11l } 59  



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) ω81- 3  

支 后 大 阪 市 北区西天満2丁目6番8号 ( 堂ピル5階)

電話 大阪(3臼) 2031- 4 

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話81ト3610)

テトカッパー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 施工するだけで、防水は完鐙です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に窟み、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新工法

カッパー防水帯 オクロン防水稽 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業ネ獄舎ゑi

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区両信町 1- 12 日生ピル 合 (943) 6571代 表

東 京 ・横 浜 ・ 盛 岡 ・仙 台 ・水 戸 ・ 静 岡 ・ 岡 崎 ・名 古 屋 ・ 富 山 ・ 大 津 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・高 松 ・ 福岡 他 全 国 主 要 都 市

E沼圏構造認定( 防火第404号)

モルタルクラックが大幅に減少

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコ一白百191L

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

F E 2ヲZ 7I ' Yト

60 

。

左官作業の近代化

一 発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

ヌ- A - ローヲー

⑧( 株) 新興建材工業所



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

φ 2 2朝日3 : 業社

社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25・7 電 話 (434) 6171(大代)

阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2  7 1( 代)

底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・横 浜 ・併 問 ・京 都 ・ 神 戸

震 災 羽 汚 禁 処 室 設 計 総 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都5611号4944( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大 阪 電 気 暖房株式会社

底 大阪市西区江戸綿1丁目9番25号 干550 電陪 (06)441-8231 ( 大代)

社 東京l i 1l 中央区銀座2丁目2番17号 〒104 電話 (03)535-5251 ( 代表)

社 名古屋・大阪・楠岡

庖 札 幌 仙台 ・ 新 潟 大 宮 千 葉 ー償浜 ・金沢・ 天恩・岡山・広島

高低

所帯広函館・背森・秋田・磁岡前崎脈問・量豊田・ ｩｾ ｬ ・ＱＮＱＢ山 長野

福井・京怖・神戸 ・徳山・松山・高知北九州・熊本 ・鹿児島・那覇

p}j MJl I ・福島 徳島・長崎

信 シンガポールホンコン

. . 歯車非水衛生 ・冷暖房

・空気鯛和股0・・その他管工司E一切の股針・絡工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6-2 ( 日本ビル)

電 話 03- ( 270)ー741H閃

大阪支社大阪市北区中之島 Ｔ Ｍ Ｒ Ｍ ＳＸ ・ ｋｾ 06- (443) 504H的

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台 ・千葉・繍浜・名古屋 ・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 領 弁 ・倉数・松山・宇都宮・静岡 ・苫小牧

，y ， 環 境 衛 生 地 訟

I  1'::.、 l 荷 役 遵 織 機 械

¥ ー / 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 自11

取締役支倍長 杉 浦 敏 郎

東区北浜 2 丁目 2 2  lfFi也 電 話 大 阪 ( 202) 代表3071

底 東京・日比谷 三信ピ J レ

庖 名古屋・九州 ・北海道・中国・東北・北陸・四国 シンガポール

所 償浜・鯵問・盟国・岡山・金沢・新潟・磐港

空 気 調 和 訟 i.

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 量 生 イ 縄

師 房

空 気 調 和 設 備 机

衛 生 設 備 d 計施工

φ 三建設備工業ヰ結審枇

大 阪 市 北 区 紅 鱒 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 綴 町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 機 浜

。棒式会桂三発空調

取締役社長 斎 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363ー1371

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電話 03- 344ー1911

大阪本1苫 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13番 20号 電 話 06- 363ー1371

支 庖 仙 台 市 大 田T 2  r  n  2 待 10 月 電 話0222- 6 1 - 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目14"11¥: 19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 鱈0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号 電 話092ー761- 3795

出 張 所 普森・秋田・宇都宮・繍浜 ・徳井・京都・神戸 ・松江・高松・下関沖縄

cl eanOi r  
丸

。2要望芸業啓東舎fさ

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官哩， よりよき環境へ設術て挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、直面' 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メ ン テ ナ ン ス 部 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 37 4 - 0  5  7  1 代表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3 2  4  1 代表
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空 気 調 和 ノ〆、¥

給 排 水 衛 生 『 ζ 7云7

第ーエ索株式会私

大阪支庖

搬送機設備

設 計 施 工

ガス般備の位計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約底

。大晃設備株式会社

本社 : 段0・音書

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 . .  06- 313ー1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 * 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  電0720- 49- 2128
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r 伺剛刷骨' : = ; )
空 気 胸 和 股 備

位計施工

換気・除塵2宣備

東 洋 撚 工 . 織 貴 重 量 紐 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443) 8  0  7  1  

志 社 東京毎中央区ｾ・ Ｒ 丁目 Ｙ T  E し ( 562) 1  3  5  1  

.  " 名 古 屋 ・ 稲 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

⑨日本管工業株式会社

本社及京都支庖京都市南 区 西 九 条 豊 図 町 2 0 番 地 の 1

電 館 (681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大阪市北区天満 1- 5- 20 電話 ( 06 )  352- 3 501関

三 軍 支 底 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 (0592) 26- 361凶勺

四日市営鍍所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 7431(1的

滋 賀 営 鎌 所 大治市中央 2 丁目 4- 28 電鰭 (0775) 22- 973鮒勺

c; Ii 'WT E舎町震房副" .

おお西原衛生工業所大阪庖 キ電・ー....

③首途端言草橋部
大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3531.

支1苫・営業所 福岡・京都・天理・川西

l環 ・冷房 ・空気温温度調整装置

回 設 計 施 工

高 砂 烈
ふ凶

ー争・

大阪支 1高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 銃 千 代 田 区 神 田 級 河 台 4 丁目 2 番地

ｭ 園田区 Ｓ 侶 Ｘｾｾ 邸周白砂ロヨ Ｈ｝ＩＨｦＩ｀ｲｉＱ

書 庫 大 号 全 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会 大阪支部

E股大号 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会 大阪支部

誤 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 丙 天 満 4 T 日 2 吊; 4  r-;- 電話 06- 364 - 3774(1司

白ホり
住 ま い の ガ ン 細 胞、 し ろ あ り 公害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

@ シ ロ ア リ 予 防 ・駆 除 ・施 工 (10ヶ 年 保 Ai H寸)

I サ ン ブ レ ザ ー ( 予 防 剤 飽 定 )

@ 製 造 販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土 犠 処 理 剤 )

l P Gス ケ ヤ ー ( 力 日 圧 注 入 防 腐 木 材 土 台 ー大 曳 周 )

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 宮 障 研 〒 541 大 阪 市 東 区 北 埠 3 丁 目 7 ｉｉｉｾ ピル宮田 ＲＳＱ Ｍ ＶＴ 面
化 成 品 部 〒 101 東 京 都 千 代 田 区 神 田 掴 田 町 ト26 芝 f雷 神 田 ピ ル 冒 03・254- 団 31

営業種目

CJ l  空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王葉桜ｾ念杭

Standard 

フ タ パ

活字のない印刷

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

f t  06- 441 - 1994 ・443- 0331

(792 )585創{ 勺

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 O 06ω06)  1111代

日本写姐センヲー 干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル宮ω9 2 (26) 4371 

;章山写値セ ンヲー 干708 津山市大手町8番5号機箆庖会館 宮08682 (4)  1771 

沖縄写舗センヲー 干銃犯南風原村嫌嫌 沖縄印刷団地雷ω8 8 (55) 61∞ 

訂正 59年正月号の謹賀新年後拶広告欄の中で談まりがありましたので、下記のように訂正します。

同
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株式会社横河建築設計事務所

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 所 長

小 池

河 村

正 雄

栄 蔵

本 社 東 京 都 目 黒 区 下 目 黒 1 - 2  - 18 T  E  L  ( 03)  492ー 7441

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 伏 見町 5 - 4 2 ( 大 和 生 命 ピ ル ) T  E  L  ( 06)  2 0 2 - 4 5 0 9  



電 気 股 備 の 買

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

設置十施工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・富十装工事

6を
社

ム一

A
式電陽

士貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ビ ル T Eし0 6- 31 3 - 1  10 1  

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営換所 T E L  k阪06(385) 1361 ( 代) 京郡営業所 T EL 京節075(311)1185( 代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T EL 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高関僑五丁目 二八番地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 事E 千 代 国 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 仕 事 し 快 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市 20今所

社

庖

本

支

出 張 所

電気・計装・空間工事設計施工

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電気段。町・ヲリー ン ル ー ム ・冷暖房般傭

給排水衛生役傭 ・富十基皇制御役僧・立体自劃倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車 置 渇

段 E十 施 工

Ｂ�ｾト・気工［｟［ｾ二戸 ｊレヲ輸式ｦｈｴ

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 1 番 3 号

T EL  06ー364- 3056 (代)

東京・ 神戸・ 広 島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京 都 ・高砂・ 三 原・徳山・松山 ・新居浜・福岡・沖縄

T鍾z

l C  

取締役社長

事士

支 l苫

事業所

A  

本

ー-........r，i 百...."' .... 佳一: t = . 1 " - -1. ｾ＠
= ニ豆五時歪' 環宥車エ z 石-t.工

取 締 役 社 長 嘉 納 f云 三

〒530 } ; 阪市北区同天満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

TEL EX 523- 3  2  8  7  

〒105 班 市 IiHi ，岳 Il 析 憎2-16( ニュー析嶋ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

TEL EX 222- 6  7  2  4  

干462 名 古 川 市 北 l宅 金 雄 三 r 1] 12  - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

〒657 神 I i  ｲ ｦＱｾ ・ ｉ ｩｬＺ結 ＱＱＱ 中町 Ｑ ＭＲＭＹＨ エピスピルＩ T E L  078(881) 5 5  7  1  

S込

本 社

東 京 宣 唐

名 古 血 宣 底

神 戸 支 底

テラゾーブロック

テラゾータイル

各種カラー平板社

郎

フE

四

正

林

会1"(; 株式会社旭大理石工作所

電話 ( 06) 954-6661代表

電話 (07746) 2- 0  3  7  4  

電話 (08699) 3- 1  3 6 5  

〒535 大阪市旭区中宮 i 丁目 10番9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大住

〒709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

本社工場

京都工渇

岡山工場

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

TEL ( 侃 ) 452ー 1151( 大代)

東京・名古屋・広島・福岡

本土本

ナニワ緩匂12ii

ナ

エ

ワ

瓦

株

式

会

社

内外産建築用大理石

花闘岩・其ノ他石材

ネオパリエ

J 号、

守、1' -

事業所

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

:= JI) 薄療護歳月S⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 続 本 町 パ ス f事前 )

電車重 大阪 06( 532) 代 0461 ・550

天理由E難 所 天 哩 市 丹 波 市 町 新 町 50

を士耳障

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

星要文化高社寺 ・天理教教会本部
達

ｾ顎孟宇工業所
代 表 取 締 役 寸 、 中 * 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)

飛 鳥 野 瓦( 意匠登 549771* ) 1  

Ｑ ， ｮＷｾｮ＠ ｾ製造販売
渡辺式鍾勾配安定瓦 ( 実用新案登録出願中iiぉi' ) J  

各 和 洋 瓦 全 般 ・ カ ラ ー ベスト ・モ ニ エ ル 瓦 ・セ キ ス イ カ ワ ラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・絞下電工絢・日本モニエル鮒・積水化学工業側・富士スレート側・特約代理庖

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 丁 目 5 番 14号 e 5 4 4

話 06( 715) 0  2  0  1  代 表 - 5 番

大 阪 市平 野 区 工 繍 兵 庫 県 三 原 郡 ( 淡 路 島 )

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

2吉 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . t!fI. . 滋 賀

総合殴備工司区〈位置十・繍行〉

. . . 電気・アンテナ・送電線・プラント .1十裟・空調 ・土 木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

御 用

6 3  

営 業 所



特殊壁装材製造販売 和室に最適

岡田ペーパー株式会社

一一一一・豪楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

[J l司働問ヨコ! J D:::l
。 大 阪 市 西 区 北 堀 江 2 丁目 5 番2 0号

T  E  L  0 6 - 5 3 1 - 4 6 0H代)

0 6- 541 - 2 3 0目的

64  

営 業 種 目

・防 水 工 事塗布防本・ シート防本 ・モルタ Jレ防本

・樹脂注入接着工法 各種樹脂i主人被告補修工

・亀 裂 繍 修 工 事 各種樹脂注入・充犠 ・コーキング

・シー リング 工事 シリコン ・チオコール ・ウレタン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リシン・弾性タイル・その他

。建 級 築 許 可 大阪府知事許可( 般ー53) 第 51225号

。日本シー リン グ工事業協会々員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  品 ι 1 品. : 1: : . ' : 1訴事・- 1- 1- 主主主

星組J也所扇町ピル201 S  岬 ' %1 .... 宏+ 守ヨ圃r .r宅7 4 J T T

T E L  06( 315)0701 、r ・7 ・.. ，-・・ 4 唖，、......，・

雪月二"，n C SA T.，ニ..nl!:I-，ニ.. 1-

セキサンパイル ( 5 M.A C. PC. RC)  

カネライ トフ ォーム A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 漬 岡 浩

本 社 〒629- 31 京都i 府 竹nl l s網 肝 町 下 網 肝

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴 営 業 所 干624 舞 鶴 市 福 来 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

ポUJ Oス

製造元 日曹マスヲーピJ&' ヲ1弐 揖 式 会 誼

販売元 凋t リ ・ リ ス 拘 庫 初 伝 武 重 量Z員

本 社 / 東 京 偲 港 区 六 4区本 3 - 16 - 2 6 ・03-582-8811

大 阪 従 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06-202-3294

。 Ｎ￞Ｑ｟｟｜｜ＩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
』あづア・ 4 み

目宜バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した. ニ置構造の断黙兼用二重防水シートです。

自主電線株式曾批判願軒佃闘の内汀131翻( 刊図ピル)

デンカC S Aファミリー製品

・子二. .nCSA. … … . ..・ H ・ - … … … … … コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 防 止 に

( 膨g長性混和材)

・寄与目弓ヌヨニJ … … ・ … … … … … … 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

( グラウト用無収縮材)

ＮＺ［ＺＱ ニＮｉ ｮ 司 ｆ ＺｊＭ宇吻Ｇｊｾ……………・・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

ＮＺ［Ｚｾｮｅｓ＠ . … … … … … … … … … … 一 地 盤 補 強 用 薬 液 注 入

( 土質安定用急硬材)

.:;:，ニ. . nI I OOO・ … … ・ ・ … . . .・ H ・- … … コ ン ク リ ー 卜 パ イ ル の 早 期 出 荷 と

( 製品用超高度混和材) ハ イ モ メ ン 卜 製 造 用 に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

: ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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第[ [ t ] 版空気調和・衛生工学便覧|

I 巻- 基礎篇

第 1 綱 基 礎 第 2 綱 総 合 計 画

第 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電 気 設 備

第 4 編 材 料 と 施 工 付 録 法 規 ・ 規 格

田巻- 給排水・衛生篇

N巻- 資料篇

第 8 編 給 排 水 ・ 衛 生 計 画

第 9 綱 給 排 水 ・ 衛 生 機 器

第 10編 給 排 水 ・ 衛 生 特 殊 股 備

第 11 綱 給 排 水 ・ 衛 生 応 用

第 12編 上 下 水 道

E 巻- 空気調和篇

第 5 編 空 気 鯛 和 計 画 ・ 殺 害 十

第 6 編 空 気 閥 和 機 器

第 7 綱 空 気 胴 和 応 用

価 格 セ y ト価格 ( I + I I + 田巻) 分 冊 価 格 ( l， II ，田 各 巻 共 ) N 巻 資 料 篇 は 1 冊

空 術学 会員価. . . 3 7 0 0 0 円

定 価 .. . 44 0 0 0 円

空 衛 学 会 員 価 … 1 3 0 0 0 円

定 価・・・1 6 0 0 0 円

空 衛 学 会 員 価 … 5 0 0 0 円

定 価・ ・・ 7 0 0 0 円

送料

申込 現金書留または本学会指定の振込用紙にでセ y ト数明記の上，代金 ・送料をご確認のうえ ，最寄りの 郵便局ま

方法 たは銀行 へ お払込み下さい 。

訳空気調和・衛生工学会 22L352TEff 以ームZ ニつJ21122232;32

各種也事制蝿遣の富十画・ 段量十に役立つ

|建築構造計算資料集l

(全 8巻) 中川 i事 編 著

1巻 鉄 筋 コ ンクリー ト4構造繍( 1)

5・240頁 定 価3. 800円

2巻 鉄 筋 コ ンクリー ト情造鱒( 2) 品 切 れ

3巻 鋼 憎 造 鏑( 1) 85. 225買 定 価3，200円 l

4巻 鋼 構 造 鱒(2) 85 郡貰 定価3，500円 I N ι 3 9 1  

5巻鉄骨鉄筋コ ンフリー ト4荷造篇

6巻 基 礎 梢 篇 :;:22語::;招 11 窓 の 採 光 計 画 一 … 一一一一一一一宮田紀元

7巻 終 局 耐 力 篇 自 5 ・247頁 定 価3. 8∞ 円

尊 門 妓 術 者 の ため の Il P C造 7 階 建 事 務 所 建

|建築型わく工法マニュアJltJ 1  ｾ 築の殺計・施工例 Ｇ 一 一 一 一 ｪ Ｍ￬ ｮｔ *'11". 

建築構造問題快答集

匡干IJ 困A 5・340頁 定 価3，700円・ 送料 300円

ｾ Ａ ｾｾＮ＠ ｾｾｾｾ＠ 1各巻共

1 i. 五五 j 定 価3，800円・ 送料 300円

納 ま り や す く 絡 工 し やすい 配筋 の 指湖書

|差 配 筋 読 本 ・ 改訂版l

井 上 博 ・北小路宏 共著

B5 ・162頁 定価3，2∞内 ・送料3∞円

殴 計 者 と 現 唱 マ ン の た め の わ か る 漕i葺

|器 溶 接 読 本l

高 橋 昌 箸

措置山ニ:二6頁f p側 円 ・ 送 料 却 円 l・直接波対策型テレビ共同受

| 山形骨組の応力計算11 信設備の実用化 一 ー 富島 重 治

| ・建築ライブラリ・プログラ

加 円 ・送料3聞 | ムーDE MOS の概要 一一一一一一一一桑形松夫、

工 事 績 査 方 法 を 解いた唯 一 の 指 導 書 |  

| 語建築工事検査の実際11 ・研究施設の計画と設計 (1回 一一一石 川 功、 一
修
一
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一
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筒 井 助 季 著

A5 ・210頁

西 忠 雄 監 修

9 5 ・430頁 定 価3

- うっかり間違える構造力学一一一井上

・建築技術者のためのわかる

電 気 (16) ..... ……一一一一一一一一一一一一一井上

・構造物の動的解析 ω一一一一一一一一石丸

允彦
亀 図 泰 弘 監 修 上 巻 95' 453頁 定 価6，卿円

B5・535頁 定 価7

位針・施工に必要 な後着工法の決定版

| 建 築 の 接 着 工 法l

- 送料4∞円

閉 じ 失 敗 を 織 り 返 さ な い た め に

博 11聖書失敗の実例にまなぶl

辰 治 | 同編集部 編

|  円 ・送料

・構造計算データシート 一一一梢建設計研究所 i 醐 按 術 者 の た め の わ か る 丙

・建築経r蹴 !同 点 ・n トニュース ・ トピ バ ス ・脚 家の 11建設備読本 I 給排水衛生設備問

J コー ナー ・海 外のJ丹監j ・注材の動向 その {也 目

同編集部 編

9 5 ・289頁 6∞円・送料3∞円

快 適な住 環 境 を造成 す る ための妓 術 資 料

|住宅団地の土木設計i

小 池 正 次 善 ｉ ｟ＧｾＢ｟ Ｇ ｾｾ｟｟｟｟Ｇ｟Ｂ｟｟｟｟ＮｌＢ＠ . . _____ .......... . 1井 上 博 著

B5 ・113頁 定 価1，6∞円・送料250円 I i直後購読 ご 希 望 の 場 合 年 間 予 約 金 ￥守 2 . 0 0 0 (送料共) 1" - Ｇ ｾ Ｙ Ｕ ・ Ｑ

⑨ 160 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿 ト か1 中島ビル 8 F ・aIIlヨE ヨE F E T酒 振 替口座 東 京0- 72417番 宮 東 京 (363) 4211 (代)

一 一 一 一
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需品三炉建器禁 11 IJ I !J 9J 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 責 任 施 工

フフフターケアー/

品 種・オリエンタルカラースーパーメタJ レ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i皮板規格 S 小 i皮・S 大 波・Vj 皮・ボックス i皮・W ジャンポi皮・V デッキ

S Vジャンポi皮・其 の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置( モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グを御請求下さい

犠 市I J I !J-9J l J 9J l 製造株式会祉

大 阪 本 社 〒660

営割陸部 〒660

支 l吉及工場

東 京 本 社 及 工 場 〒335

支l苫及工場

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 屯 話 大11反 (06) 412 - 5131 ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412 - 5131 ( 代)

大阪 ・九州、|・ 名古屋 ・広島 ・東条 ・刈谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

草 賀 市 塚 越 5 丁 目 6 苦手 32 号 泣 話 蕨 ( 0484) 42 - 3115 (代)

東 北

本会会員名簿誤字訂正について

本会会貝名簿 Ｈ ＵＸ 年 ＱＲ ｊＭｬ ＲＰ 日発行 Ｉ の ＲＴＲ 頁営業案内側の内装工 Ｇｊｾ 一 般住村の古 ＱＱ に仙，肢のダウ化工株式会社製品断熱材抑出発泡ポリスチレ ン 板
スタイロフォーム⑧は、 スタイロフォーム⑮の誤りで、 スタイロフォーム⑮はダウ化工株式会社の欽録商標です。

快 適 な 環 境 を つ く る

ＲＹｾｄ Ｚｉ ［ＢＧＯｩ 字
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フ オ ー ム ポ リ ス チ レ ン ボ ー ド 裏 打 合 板 打 込 工 法

住 宅 ・ 都 市 整 備 公 団 SI I 工 法 採 用

- スタイロコンパネは型枠・断熱・内装の下地材| こ主主ります

特 畏

①作業工程の簡蕪化・工期の短縮

② コ ス ト ダ ウ ン

③ す ぐ れ だ 断 熱 性 能 と 防 露 刻 果

@ 良 野 な 仕 上 り

理 想 、 の 環 境 づ く り へ。自 然 と の よ り よ い 調 和 を め ざ す 0

ｾｱ 守化工 ｩ ｩ 器

. . 保 慣 に ' ぐ れ た 外 側 断 書1:' : 浩

2 9. ，. 闘*

屋根スラフ、の熱応力の発生を防立する

屋根外断熱工事用断熱材

2 9.，O 7J 1-16岡Q K

特 長 o 躯 体 の 保 護

0 防 暑 効 果

o 防 水 層 の 保 護

干 105 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 一 丁 自 6番 12号 住 友虎 ノ 門 ピ ル s 03-5日2- 5521

〒 530 大 阪 市 北 区 太融 寺田T 3 番24号 日本生 命 梅 田 第 二 ピ ル s  06-315- 9541 

〒450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 3- 16- 22 名 古屋 ダ イ ヤ ピ ル s 0 5 2- 5Bl - B711

〒 B10 福 岡 市 中 央 区 天 神ト 1- 7 第 3 明星ピル念日' 92-714- 7250

1・



最大の敵。

n.mなft Y}Jit “水" もill 物にと ってilk大の

敵となることもあります。

11 本ア スは多年の経験と丸町i をノ|ミかし て

完 全|坊ノk に取り ff:ILむ プ ロ集トtl です。

区

陸

海

地

北

東

i也 区

北 海 道

会 社 名

トーフ ジ ヱ 熊株 式 会 社

日 本 防 水 総 蝶 株 式 会 社

日本防水総書提{ 鮒旭川 出 張 所

日 本 防 水 総 業 仰 釧 路 出 張 所

日 新 建 工l鮒札 幌 出 張 所

大 和 エ 諜 憐i苫 小 牧 出 張 所

大手口防水工柴株式会社

開 発 株 式 会 社

北 原 建 材 工事相側Ilh台 営 諜 所

協和建材工事鞄附仙台支l苫

日 新 建 エ 側 仙 台 支 庖

日新i I ! 工側青森出張所

日 新 政 エ 附 秋 園 出 張 所

日 新 建 エ 側 郡 山 出 張 所

日 新 強 工 附 盛 岡 出 張 所

日 新 強 工 仰 山 形 出 張 所

葵 エ 繰 株 式 会 社

伊 膝 建 材 株 式 会 社

金 岡 エ 諜 株 式 会 社

北 原 建 材 工 喋 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

1窃 立 工 摸 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

株 式 会 社 東 京 γ ン グ ル

東 京 涯 育 株 式会 社

合 資 会 社 中 西 商 会

日 新ul エ 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

聖子口エ材株式会社

鴻図工君臨株式会社

寓 士 工 材 株 式 会 社

様 涯 背 興 業 株 式 会 社

7 5 ' パ興模倣j 東京営君臨所

古 川 株 式 会 社

北 t革法背ヱ君臨株式会社

大 和 工 柴 株 式 会 社

;l!l 膏 建 材 株 式 会 社

有限会社神守主II 材 社

金 港;l!l 腎 株 式 会 社

不 ニ 防 水 工 築 株 式 会 社

北 原 建 材 工 模 倣j千 葉 営 難 所

日 新ul ヱ{ 附干葉 出 張 所

三 和 エ 柴 株 式 会 社

糖 i言 渡 青 株 式 会 社

石 田 建 材 工 喋 株 式 会 社

石 田 ul 材工事陸側大宮支庖

石 田 建 材l附小 山 出 張 所

;l!l 青 磁 材 附 宇 都 宮 出 演 所

株 式 会 社 奈 良 底

茂興事匝株式会社

鹿 住 防 水 工 喋 株 式 会 社

株 式 会 社 仙 嶺

株 式 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖

折 偽 商 庖 金 沢 営 柴 所

一 公 エ 築 株 式 会 社

日 精 エ 柴 株 式 会 社

マ ル セ 化 建 株 式 会 社
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r ι L 0762( 40)  110 1  ｦｾ＠
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近 畿

中 国

四 国

北 九 州

南 九 州

会 社 名

右 橋 建 材 株 式 会 社

協 和ul 材 工 柴 株 式 会 社

三 井 工 業 株 式 会 社

三 億 建 材 エ 禦 株 式 会 社

合資会社，青谷商底沼海支庖

大 ，也建 エ 株 式 会 社

箆 喜 防 水 工 柴 株 式 会 社

辰己防水工事鞍株式会社

中 央 建 材 エ 銀 株 式 会 社

東 京 建 材 工 柴 株 式 会 社

東 海 物 産 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 柴 株 式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

名 ;! I . 工撲株式会社

株 式 会 社 岩 昇

練 式 会 社 名 神 防 水

吉 田 防 水1苫

池田. a : 膏工喋株式会社

株 式 会 社 神 原 商J苫

国 際 工 事 株 式 会 社

清 水 興 業 株 式 会 社

日 新 エ 材 株 式 会 社

日 新 強 工州 大 阪 出 狼 所

日本綜 合 防 水 附 大 阪 支 底

ヒ カ リ エ 柴 株 式 会 社

フタパ興君臨株式会社

有 限 会 社 丸 服 商l苫

久 下 商l苫

東 洋 建 材 株 式 会 社

中 村;1 i I . 青工繋株式会社

棚 田 磁 材 有 限 会 社

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会

株 式 会 社 三 洋 筏 磁

三 和 防 水 工 蝶 株 式 会 社
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日 新 工 業 内 包 ( 281 ) 6 3 2 8 ( 代 表 )
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ものが摩耗に強〈、しかも表層l享の 1 ミリ

は、すべてが実有効層一一 これが、耐久性

に大きな差のつ く理由です。

空港では、おもにメンテナンスイー ジー

や歩行感のよさなどで採用された ACフロ

ア。改めて 強さも 実証され、 J! 占り替えも

再度A Cフロアが採用されました。

1日歩行者数、約15，000人。空港階段て. : ACフロアは4年問、延べ2，200万人

の歩行量に耐えました。

階段の踏み面は、床材て最も摩耗の激

しい簡所のひと つです。さすがのA Cフロ

アも、貼 って4 年を過ぎるとご覧のとおり

一 一この穴は、 l 日歩行者15，000人とい う

苛酷な条件下て A Cフロアが4年間耐え

た結果です。

他のビニル系床材では、せいぜい1年 ・，. /

その差はどこにあるのでしょう。

日本には、床材の耐久性に ついての選定

基準がありません。A Cフロ アの品質は、

ヨーロ ッパの高 い基準 (U.P.E.C.) を意識

したもの。塩ビリッチの表層は、材質そ の
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